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議事日程 平成３０年９月１３日 午前９時開会 

 日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 日程第２ 付託議案の審査について 

      議案第３８号 平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２

号）について（所管部分） 

      議案第４２号 木曽岬町工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定め

る条例の制定について 

      議案第４３号 木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税

免除に関する条例の制定について 

      議案第４４号 平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認

定について（所管部分） 

      議案第４８号 平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳

出決算認定について 

      議案第４９号 平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会

計歳入歳出決算認定について 

      議案第５０号 平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について 

      議案第５１号 平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認定に

ついて 

本日の会議に付した事件 

 議事日程と同じ 

出席委員（６名） 

    委員長  服 部 芙二夫 君     副委員長  三 輪 一 雅 君 

         鎌 田 鷹 介 君          伊 藤 厚 紀 君 

         加 藤 眞 人 君          伊 藤 好 博 君 

欠席委員（０名） 

議場出席説明者 

 町     長 加 藤   隆 君   副  町  長 森   清 秀 君 

 総務政策課長        伊 藤 啓 二 君   会 計 管 理 者        服 部 孝 龍 君 

 危機管理課長        小 島 裕 紹 君   税 務 課 長 藤 井 光 利 君 

 産 業 課 長 平 松 孝 浩 君   建 設 課 長 浅 野   覚 君 

 住 民 課 長 山 田 克 己 君   総務政策課長補佐        中 山 重 徳 君 

 産業課長補佐        多 賀 達 人 君   建設課長補佐        伊 藤 雅 人 君 

事務局出席職員 

 書 記  事務局長  白 木   悟   議会事務局  伊 藤 麻 美 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

                            午前 ９時 ０分開会   

○委員長（服部芙二夫君） 皆さん、おはようございます。 

 本日、総務建設常任委員会を招集させていただきましたところ、委員の皆様には、何か

と御多用の中、御出席賜りありがとうございます。また、加藤町長を初め執行部の皆様、

副議長にも御出席いただき、ありがとうございます。 

 本日、総務建設常任委員会は、平成３０年第３回定例会で付託されました８議案を審議

する重要な委員会でございます。議案審議には慎重審議をいただきますとともに、委員会

運営に当たりまして、皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

 本日の委員会の出席人数は６名です。よって、委員会条例第１４条の規定により、定足

数に達しておりますので、総務建設常任委員会を開会いたします。 

 座って失礼します。 

 次に、本日の書記の指名を行います。 

 委員会条例第２７条の規定により書記には白木議会事務局長を指名したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、書記には白木議会事務局長を

指名します。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 本日の議事日程は、既にお手元に配付させていただいたとおりでございます。 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

○委員長（服部芙二夫君） 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 本日の会議録署名委員は、伊藤厚紀委員、加藤眞人委員の御両名を指名したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、伊藤厚紀博委員、加藤眞人委

員の御両名の方、よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の議案審議に入ります。 

 初めに、加藤町長より議事日程の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆君） 改めて、皆さん、おはようございます。 

 きのう、きょうは、各地ではまだ大変な大雨に見舞われている地域が多くあるようでご

ざいますが、私どものほう、おかげさまと穏やかな日和でございますが、このところめっ

きり涼しくなってまいりまして、大変な酷暑の夏も峠を越えたのかなと、そんな感じがい

たしております。 

 そうした中、本日、木曽岬町議会の総務建設常任委員会を招集、開催をいただきました
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ところ、各委員さん方、そして副議長さん、早朝からこうして全員御出席をいただきまし

て、まことにありがとうございます。 

 今期定例会、平成３０年の第３回の木曽岬町議会定例会を去る９月６日に招集、開会を

いただきまして、今期定例会には、御案内のように、執行部からは１４議案を提出させて

いただきました。開会日にそれぞれの議案を教育民生常任委員会と当総務建設常任委員会

にそれぞれ委員会付託をいただいたところでございます。一昨日は教育民生常任委員会で

御審議を願ったところでございますが、本日は総務建設常任委員会に付託をいただきまし

た議案につきましては、まず、議案第３８号の平成３０年度の町一般会計補正予算（第２

号）についての所管部分についてから、第４２号につきましては工場立地法に基づく緑地

面積率等に関する条例の制定について、同じく、第４３号につきましては地域経済の牽引

事業促進のために固定資産税の課税免除を図っていこうということで、それに伴う条例の

制定ということで条例制定の案件２議案、それから、議案第４４号につきましては平成２

９年度の町一般会計の歳入歳出決算認定についての所管部分から、第４８号につきまして

は、同じく、土地取得特別会計、同じく、第４９号につきましては農業集落排水事業特別

会計、同じく、第５０号につきましては公共下水道事業特別会計、同じく、第５１号につ

きましては水道事業会計決算認定についてということで、それぞれの平成２９年度の会計

の歳入歳出の決算認定についての議案５議案、合わせて８議案を当総務建設常任委員会で

御審議を願うところでございますが、いずれの案件につきましても非常に重要な案件ばか

りでございます。それぞれ後ほど担当課のほうから詳細に説明させていただきますので、

何とぞ十分に慎重な御審議を賜りますようにお願いさせていただきまして、御挨拶と議事

日程の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（服部芙二夫君） それでは、お手元の日程に従い、会議を進めさせていただき

ます。 

日程第２ 付託議案の審査について 

○委員長（服部芙二夫君） 日程第２、付託議案の審査についてを議題とします。 

 本委員会に付託されました議案は、議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町

一般会計補正予算（第２号）について（所管部分）、議案第４２号、木曽岬町工場立地法

に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例の制定について、議案第４３号、木曽岬町

地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の制定について、議

案第４４号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定についての所

管部分、議案第４８号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出決

算認定について、議案第４９号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算認定について、議案第５０号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、議案第５１号、平成２９年度三重県桑

名郡木曽岬町水道事業会計決算認定についての８議案であります。 
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 ここでお諮りいたします。 

 付託議案の審査方法につきましては、先に１件ごとに全議案を審議することとし、その

後、討論、採決についても１件ごとに行いたいと思いますが、これに御異議ございません

か。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、そのように進めさせていただきます。 

 それでは、付託議案の審議に入ります。 

 初めに、議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２号）

についての所管部分を議題とします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） それでは、補正予算書の１ページをごらんいただきたい

と思います。 

 議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２号）につき

まして説明を申し上げます。 

 第１条、第１項でございます。既決予算に歳入歳出それぞれ２，４００万円を追加し、

予算の総額を２９億２，４００万円とするものでございます。 

 第２項は、この補正予算の款項の区分と区分ごとの金額を、第１表の歳入歳出予算補正

に定めるというものでございます。 

 第２条は、債務負担行為の変更を、第２表の債務負担行為補正に定めるものでございま

す。 

 ２ページをごらんください。 

 第１表の歳入歳出予算補正の歳入につきましては、１３款の国庫支出金から１９款の諸

収入までの５款８項において、補正予算をお願いするものでございます。 

 また、歳出は、３ページでございます。 

 １款の議会費から１１款の予備費までの９款１５項の項にわたっての補正でございまし

て、歳入歳出いずれも既決予算に２，４００万円を追加して、予算の総額を２９億２，４

００万円とするものでございます。 

 ５ページをごらんください。 

 第２表の債務負担行為補正でございます。新たに町制３０周年記念事業誌の作成業務委

託について、期間を平成３１年度までとし、限度額を３３７万円の債務負担行為を追加す

るものでございます。 

 それでは、次に、一般会計補正予算に関する説明書によりまして、予算の詳細を説明さ

せていただきますので、６ページの歳入歳出予算を割愛させていただき、７ページ、８ペ

ージから、各所管課長から説明をさせていただきます。 

○危機管理課長（小島裕紹君） １３款国庫支出金、２項国庫補助金、６目消防費国庫補
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助金では、２万円を減額いたしまして、５，２００万円とするものでございます。南部地

区津波避難タワー建築工事及び田代小学校線の避難路整備、こちらに係る社会資本整備交

付金の交付金額の決定に伴うものでございます。 

 以上です。 

○住民課長（山田克己君） 次に、７目総務費国庫補助金では、８２万５，０００円を追

加し、１，３７７万９，０００円とするものでございます。これは一億総活躍社会の中の

女性活躍について、マイナンバーカードや住民票に旧姓を併記するための電算システム改

修補助金で昨年度から進められており、今年度の追加分を補正するもので、今年度の合計

補助金では１４８万３，０００円となり、１００％補助事業でございます。施行予定は平

成３１年の１１月となっております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） １４款の県支出金、２項６目の総務費県補助金、２，０

００万円を新たに計上するものでございます。木曽岬干拓関連の事業調整制度の補助金と

して、県営事業の支援事業を対象とした補助金でございまして、本年度の対象事業は、町

道の新設改良事業と町道鍋田川線の舗装改修事業などでございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 １７款２項４目の減債基金繰入金、３，１００万円を減額いたしまして、３，４００万

円とするものでございます。前年度の繰越金の増額によりまして一般財源が確保できまし

たので、減債基金からの財源補塡を減額するものでございます。 

 １８款の繰越金、１項１目繰越金、このたび３，０１３万８，０００円を増額し、６，

０１３万８，０００円とするものでございます。前年度の決算に伴います繰越金の確定に

よるものでございます。 

○危機管理課長（小島裕紹君） １９款４項５目雑入、２０万１，０００円を追加いたし

まして、１，７７４万４，０００円とするものでございます。このうち危機管理課分とい

たしましては、団体支出金におきまして、消防団活動の安全性を高めるための装備品の購

入に対する助成金、こちらを増額するものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ３節の雑入、１６万９，０００円の減額でございます。

コピー代収入等の見込み額を減額するものでございます。 

 歳入の詳細説明は以上でございます。 

 続きまして、歳出の詳細説明を申し上げます。 

 １１、１２ページの総括を割愛させていただきまして、１３、１４の事項別明細から説

明をさせていただきます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、第１款議会費、１項１目議会費におきまして、

このたび１５万１，０００円を減額し、５，５６６万８，０００円とするものでございま
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す。研修先が決まりましたので、移動に伴います電車から車に変更することにより旅費の

減額、及び車移動によります燃料費及び委託料並びに通行料などを見込むものでございま

す。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ２款総務費、１項１目の一般管理費、このたび２４１万

１，０００円を増額いたしまして、１億８，７１８万５，０００円とするものでございま

す。１節の報酬、総務省からの事務通知に基づきまして、固定資産の評価委員会の事務局

の所管を現在の税務課から総務政策課へ所管がえを行いますため、同委員の報酬額を組み

替えるものでございます。 

 １１節の需用費、本年１０月末に町村会の県外研修会の開催が当町に決定いたしました。

このことから、必要な消耗品の追加をさせていただくものでございます。 

 １３節の委託料、総務政策課の正職員１名が長期にわたり治療療養のため休暇に入るこ

とから、この間の事務を補うため補助員１名の雇用する予算を計上させていただきました。 

 １４節の使用料、車借上料の１５万円は、先ほど申しました町村会の県外視察研修用の

視察用のバスの借上料を２日分計上したものでございます。 

 コピー使用料の５０万円、当初、補助事業対応の事務費といたしまして他の科目で見込

んでおりましたコピー代でございますが、本年度の補助事業の減によりまして、対象事務

費として支出できないことが明確になりましたので、このたびの補正予算において追加計

上をさせていただくものでございます。 

 ５目の財産管理費でございます。このたび７９万１，０００円を追加いたしまして、８，

８０８万９，０００円とするものでございます。１８節の備品購入費におきまして、図書

館開館以来、来訪者が休憩する空間が少ないなどの意見に対応するため、図書館前と屋外

のエントランスにロビーチェア及びベンチを新たに設置する予算を計上したものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（小島裕紹君） １２目高度情報処理対策費では、１００万円を増額いた

しまして、６，６０７万８，０００円とするものでございます。委託料の情報処理委託料

におきまして、ＬＧＷＡＮネットワークの安全性を確保するために必要な情報を専用サー

バーから取得できる環境、こちらを構築するための作業に係る委託料を増額するものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） １５目の町制記念事業費、このたび３７８万１，０００

円を追加して、８２８万１，０００円とするものでございます。まず、８節の報償費でご

ざいますが、当初予算におきまして式典の表彰記念品予算として１５０万円を計上してお

りましたが、表彰候補者を整理し、減額させていただくものでございます。 
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 １３節の委託料でございますが、当初の記念式典の設営委託経費といたしまして、２３

０万円を計上させていただいておりました。このたび設営費を精査いたしまして１２０万

円を減額させていただいたこと並びに町制施行３０周年記念誌の発刊事業を業務として、

このたび新たに計上させていただきました。この事業費につきましては、この予算におき

まして前払い金相当額の２２４万６，０００円を計上させていただくものでございまして、

先ほどの１２０万円の減額とこの前払い金相当額を相殺いたしまして、１０４万６，００

０円をこのたびの補正予算で計上したものでございます。 

 １５、１６ページをお願いいたします。 

 １５節の工事請負費、３５０万円を新たに計上させていただきました。庁舎の銘板の設

置工事費、概算で３００万円並びに植栽工事費５０万円の概算費用を計上したものでござ

います。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） 続きまして、２款２項１目税務総務費につきましては、５万

４，０００円を減額し、予算を３，３３８万７，０００円とするものでございまして、さ

きの総務管理費の趣旨と同様、固定資産評価審査委員の報酬を事務局移管に伴い減額する

ものでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（山田克己君） 次に、３項１目戸籍住民基本台帳費では、８２万５，０００

円を追加し、１，９３６万３，０００円とするものでございます。１３節委託料において、

先ほど歳入で説明いたしました番号カードや住民票への旧姓を併記するための電算システ

ム改修委託料で、１００％補助事業でございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（浅野 覚君） １９ページ、２０ページをごらんください。 

 ７款土木費でございます。２項１目道路橋梁維持費、２目道路新設改良費では、今回補

正額はございません。財源更正のみとなっております。今回の補正におきましては、歳入

で計上されております県補助金、事業調整制度補助金をここで充当するものでございます。

道路橋梁維持費につきましては鍋田川線の舗装修繕に、また、新設改良費につきましては、

雁ヶ地・福崎線の道路改良工事に充当するものでございます。 

 以上です。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ８款消防費、２目非常備消防費では、５１万２，０００

円を増額いたしまして、１，３３８万９，０００円とするものでございます。歳入で説明

申し上げました消防団員等公務災害補償等共済基金助成金の事業採択に伴う安全装備品の

購入、そして、また、消防団活動内容の見直しなどの精査によるもので計上されておりま

す。 

 続いて、５目災害対策費では、２００万円を増額いたしまして、１億３，０８５万３，
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０００円とするものでございます。１５節工事請負費におきまして、各家庭に配布をして

おります戸別受信機のアンテナ取りつけ工事の対象件数を今年度の７月までの実績に合わ

せまして増額いたしますとともに、１８節備品購入費におきまして、木曽岬町防災センタ

ーで必要な机、椅子、収納棚等の管理備品を購入するための費用を増額いたしておるもの

でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ページを、２３、２４ページまでお願いいたします。 

 １０款の公債費、１項１目の元金でございます。補正はございませんが、歳入で減債基

金からの繰入金を減額したことによりまして、一般財源への財源振替を行ったものでござ

います。 

 １１款の１項１目予備費、１１万８，０００円の減額を行うものでございまして、地方

自治法が定める予備費でございます。 

 事項の２５、２６ページにつきましては、このたびの予算で措置をいたしました３０周

年記念誌の業務の債務負担行為の関係調書でございます。 

 以上で平成３０年度町一般会計の補正予算（第２号）の説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑がある方は御発

言ください。 

 なお、質疑の回数は１議題につき１人３回までとなっておりますので、御承知おき願い

ます。 

 それでは、御発言される方、手を挙げられ、委員長の許可に基づき発言されますよう、

よろしくお願いいたします。 

○委員（伊藤厚紀君） まず、３０周年記念委託業務ということで、ページ数は１６ペー

ジ、銘板ですね。それから、２６ページの町誌作成委託業務、債務負担行為のところにな

っているんでしょうか、町誌をつくるためのところで、町制３０周年記念誌委託業務とい

うところなんですけれども、それから、あと、２０ページの消防費、１８節の備品購入費、

こちらについて、まず、机とか椅子とかというのなんですけれども、もうちょっと細かく

お伺いしたいというのと、さっきの銘板と町誌をつくる話ですけれども、まず、銘板につ

いてなんですけれども、なぜに今このタイミングで銘板をつくるのか、全協でも話はあり

ましたけれど、必要なものであれば建物をつくったときにつくるべきものであって、補正

で上げてくるというのはどうでしょうかというのと、全協でお話があったときには、あと

からつくるところもままありますよというような話をお伺いしたんですが、他市町、いろ

いろと聞いてみたら後からというところは少なかったので、後からつくるところというの

がどのぐらいあったのか。 

 それから、あと、銘板に関してなんですけれども、ないところもあったりするんですよ
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ね。あえてなぜこれをつくるのかということと、町誌もそうですし、３０周年記念誌もそ

うなんですけれども、前の全協で上げてきて、やりますので認めてくださいという、そう

いったものってもっと時間をかけてといいますか、補正じゃなくて当初予算で上げられな

かったのかと、前もってわかっていることなので上げられなかったのかということと、３

０周年町誌についてなんですけれども、他市町にお伺いしたところ、そういったパンフレ

ット、リーフレット、本とかというのは、周年記念のものというのは、いただいたら公文

書扱いになりますので、３年から５年のある程度一定の保存期間を過ぎたらどうなるんで

すかとお伺いしたら、廃棄しますということだったんですけれども、うちの図書館にも、

例えば他市町の、最初からここまでの、いわゆる木曽岬町なら木曽岬町史とか、朝日町史

とか、何々村村史というのは残っているんですけれども、周年記念の本というのは残って

いないという現状があります。 

 逆に、周年記念の記念誌を全協では他市町に配布するということでございましたけれど

も、逆に、そういった周年記念のリーフレット、本、パンフレットをもらっているのはど

のぐらいありますかというふうに総務政策課へお伺いしたら、南島町、それから東員町、

四日市市のＤＶＤとか、３誌であるというふうにお伺いしておりますが、そのことについ

て、どうしてもやるんだというのであれば、その意気込み、なぜやるのかということを聞

かせてください。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） まず、１６ページの工事請負費の中の銘板のことについ

て御質問がございますが、まず、１点目、なぜ今のこのタイミングなのかという点でござ

います。 

 先般の全協でもお話をさせてもらいました。一般的に、これはあくまで一般という形の

中で認識していただきたいと思うんですが、委員おっしゃいましたように、銘板をつくる

というのは庁舎関連で多く見られるわけなんですが、やはりどのタイミングなのかという

点においては、庁舎を新設したとき、また、やはり周年事業関連で設置をされておるとい

うことなど、タイミングというのはさまざまであると思います。 

 私どもとしては、前回も協議で申し上げたとおり、平成３０年の記念式典を挙行すると

いうこと、いわゆる３０年の式典を行うということを踏まえて、記念事業関連として銘板

と植樹をさせていただきたいことを説明させていただきました。 

 この３０周年事業は、先般の総括質疑のときに町長からも答弁がありましたように、こ

の目的といいますのは、あくまで町民の皆様とともに歩んできた道のりを振り返りまして、

将来に向かって町の未来を見通しまして、町民の皆さんとともに町の誇り、愛着を感じ高

めていただく機会として式典を行うと。それにあわせてこうした記念の年にあわせて庁舎

の銘板も設置したい、並びに後で申し上げますように記念誌も発行したいということで、

このたび補正予算として計上させていただきました。 

 当初予算で計上しなかったのはなぜなのかというところの御質問がございましたが、当
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初予算の段階で、昨年、これは当初予算になると１２月の予算編成に入ってまいるんです

けれども、その時点では、まだそういう構想的なもののお話は庁内で事務局側のほうでも

持っておりましたけれども、まだ他の市町の状況とか、設置状況はどんなものが使われて

おるかということの現状を確認するということがまだ至っていなかったものですから、そ

の後、全協のときにもお話をさせてもらいましたように、近隣市町の設置されておるもの

であったりとか、それから、その状況であったりとかというものを確認して、このたびの

補正予算に計上させていただいたということでございます。 

 次に、２点目の２６ページ関連、また、冒頭の第２表関連でございました債務負担行為

の件でございます。 

 このたびあわせて記念誌の発行ということを予算計上させていただきました。この予算

額につきましては、記念誌の事業は今私どものほうが考えておりますのは、事業費といた

しまして５６１万６，０００円、そして、このたび２カ年にわたる事業ということで、平

成３０年度、３１年度にわたり施行しようということで、前金払い相当額の金額２２４万

６，０００円を計上させていただきました。 

 したがいまして、残る３３７万円の予算は平成３１年度のほうの支出となりますもので

すから、２カ年にわたる債務負担行為事業として、第２表のほうで承認をいただければ、

そして、２６ページには、新たに事業費が追加になったという調書として記載させていた

だくものでございます。 

 そして、次に、他の市町において図書館などにこういった記念誌がどんなものがあるの

かということとか、保存期限のお話でございました。多分委員おっしゃるように、うちの

現在の図書館のほうもごらんいただいたと思います。ここの中に、全て今までの中で町の

ほうにいただいたこういった記念誌が蔵書として保管されておるかということに対しては、

やはり指摘のあったとおり、全てのものがそろっておるわけではございません。 

 また、町のほうで、総務政策課のほうに先般来ていただきまして見ていただきましたの

は、今、総務政策課の手元のほうで保管しておる、手元というか、私どもの手元の保管庫

で保管しておるものでございまして、まだ全てという中では多分書庫のほうにもいただい

たものとして保管しておるものはございます。 

 ただし、文書の保存期限から申しますと、おっしゃるように、この取り扱いについては

永久保存ではございませんので、一旦保管されたものについては、文書としていただくも

のについては処分されたものもございます。ただ、やはり今後のことも踏まえまして、私

どもの図書館もできたこともございますので、そういったいただいた他の市町の記念誌で

あったりとか町史であったりというものは、図書館において蔵書として皆様にごらんいた

だけるように考えていきたいというように思います。 

 そして、最後に、意気込みはどうなのかということの御質問でございました。 

 やはり先般の総括質疑で町長が答弁申し上げたとおりでございます。３０年の実施する
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ということ自身の町民の皆さんとともに、この町の誇り、過去の歩んできた道のりを振り

返った上で、今後の将来に向けて、町民の皆様と一緒にさらに認知度や存在感をアピール

していきたい、町外に向けてもということなんですが、そういった一環として記念誌も発

行していきたいということで、答弁になっておるかどうかわかりませんが、答えとさせて

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○危機管理課長（小島裕紹君） 消防費の災害対策費、備品購入費の詳細をということで

ございましたので、御説明させていただきます。 

 まず、１階の水防団活動を行う際に対策指令室となる部屋、こちらのほうに椅子を１６

脚、そして、また、書類整理棚を２つ購入させていただきます。２階の会議室でございま

す。こちらは貸し出しを行える会議室という位置づけもございますので、机を２０本、現

在椅子が８０脚購入はさせていただいておるんですけど、その椅子を収納するための収納

台車、こちらを椅子の数に合わせた５台分購入させていただこうという計画でございます。 

 そして、また、１階に倉庫があるんですけれども、こちらの倉庫にはトイレットペーパ

ーや洗浄液、掃除道具など、維持管理に伴う道具を保管しておくところでございまして、

こちらにそれらを整理する棚を１つ購入させていくという内容でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤厚紀君） いわゆる銘板と記念誌なんですけれど、全協でお話をいただいて

大ざっぱな数字、さっき町誌で５６１万円ということと、銘板については３００万円とい

うことで、いろんな方、私を御支援いただいている方並びに部落の集まりがあったもので

すから、こういうのが上がっているんですけれどもというお話をさせていただいたら、そ

んなものは要らんよという意見が多くありました。あそこに行けば木曽岬町役場とわかり

ますし、今さらあそこに表札みたいな銘板を立てることについて、他市町はサンプルとし

て菰野町が上がっているということでああいうのをやったところ、それは結局目的は、あ

そこに木曽岬町役場があるということを知らしめるための目的、目的から外れて見えのた

めに立てるんじゃないかというような意見もありましたし、私もそう思います。 

 町誌についても、いわゆる保存期間３年から５年で廃棄されるようなものを５６１万円

かけて作成するんでしょうか。 

 もう一つ、それと別に、１６ページの固定資産評価審査委員の報酬ですか、こちらは年

度途中でこうやって変えちゃうものなのでしょうか。それもあわせて、済みませんがお願

いします。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） まず、３０周年記念事業の銘板の件なんですが、町民の

方の意見を聞かれて、伊藤厚紀さんのほうには必要でないだろうという意見があったと、

それも１つの意見かと思います。 
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 執行部といたしましては、３０周年の記念の式典を行うに当たっても１つの記念の一環

といたしまして、どこにでもあるとは言いませんが、多くの庁舎のほうで見られるような

銘板というものを私どもの町にも設置したい。 

 確かに先ほどの質問にもございましたように、設置していない市町もあるじゃないかと

いうこともございますが、私どもとしては、御紹介させていただきましたように、桑名市

や東員町、そして、多度の支所であったり長島センターであったりとか、そういった近隣

の庁舎の状況も見させていただいて、その上で、これを記念事業の一環として、やはり後

世といいますか、今は概算していると思いますが、やっぱり後世にきちっと残るような庁

舎というようなものの銘板として、このたびの記念事業の一環として事業をしていきたい

ということで、執行部としては予算を計上させていただきました。 

 もう一点目の町誌でございます。市町村に送ります記念誌でございます。保存期限が３

年から５年と言いましたが、このたび発行しようとするものは町誌ではなく、何度も申し

上げましたように、平成３０年の歩みを記録とした記念誌としてございますので、町史は

皆様御存じのように昔の木曽岬村史がありまして、平成１０年には町史のほうも発行して、

まだこの辺も発行されておるものもございます。 

 ですので、町史というものは先般の全協の中でも町長が申しましたとおり、なかなか一

般の方が手にとって見ようとしてもかなり文字とかというものが過密になっておって、最

後まで読んでいただくものもあるんですが、なかなかそれを持っていただいてということ

にはならないんですが、私どもが今回発行しようとするものは、写真やその土地の記事、

いわゆる３０年間の木曽岬町にあった、記録に残るような特色のあるもののページを写真

と記録、並びにその期間中に起こったさまざまな行事であったりとか、そういったものを

編集して、一般の方が木曽岬町の３０年の歩みとして非常に見やすいようなものとして手

にとっていただけるのではないかという記念誌を目指しております。 

 したがいまして、このことにつきましては、今５００部発刊予定として今担当するわけ

でございますが、もちろん近隣市町にも今後も残していただきたいという思いで配布させ

ていただきますし、御希望のあった住民の方には、また希望者には販売のほうも考えてい

きたいというように思っております。 

 ですから、全ての住民の方にやっぱりさまざまな意見もあるでしょうから、こんなもの

は要らないんだという方までも含めて、昔あったような全戸に対して配布をするというよ

うなことは考えておりません。 

 以上です。 

○税務課長（藤井光利君） 先ほどの御質問がありました１６ページの固定資産評価審査

委員の報酬の減額の関係なんですけれども、ことし４月１２日になりますけれども、三重

県のほうから職員さんが来庁されまして、実は平成２２年に総務省から地方税法の施行に

関する取り扱いという文書が出ておりまして、そこには固定資産の評価審査委員会という
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のは賦課に対して納税者の方からこれはおかしいんじゃないかという審査申し出というの

が出てきた場合にその内容を審査するという機関なんですけれども、国から来ている文書

によると、賦課をしている担当課、いわゆる税務課のほうで固定資産を賦課はさせていた

だいておるんですが、賦課を所管する担当課がみずからが審査をする担当課というのは、

そもそも自分が賦課をして自分が審査するみたいなところの所管をするのは避けてほしい

という文書だったんですね。 

 その文書は出ていましたけれども、従来からずっと賦課をする担当の税務課が審査の所

管を国の通知がありながらしてきたと。だけれども、国のほうからの指導で、県も管内市

町について是正をするようにということがありまして、それで４月１２日に県の職員の方

が来られて、それは木曽岬町さんも国の通知に従って所管がえというか、国の文書に従っ

た事務をしてもらえませんかという指導があったということで、うちもそれを受けて、じ

ゃ、これは当初予算でまだ従来どおり報酬を税務課の所管の予算で上げておりましたが、

その指導に従って事務を進めていこうということで庁内協議がまとまりましたので、この

９月補正で所管がえの予算を上げさせていただいたという経緯でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤厚紀君） 町誌というのを、さっきちょっと間違いましたね。周年記念誌で

ございますが、例えばそれをいただいたとして、保存されているものもある周年記念誌、

それから、総務政策課で見せていただいたものがありました。それをほかの人が何人ぐら

い閲覧しに来ましたでしょうか。 

 そして、はっきり言ったら、僕は他市町の周年記念にはよっぽど何か調べたいことがな

い限りないと思うんですけれども、他市町に配布して閲覧されることなく保存期間が過ぎ

てしまうようなものを、このお金をかけてつくるのかということ並びに、それだったら町

内の人に向けて、希望者に例えば安価に販売するというような形をとる、もしくは前もっ

てこういうのをつくるんですけど、どうでしょうかというような形にするとか、はっきり

言ったら、他市町さんなんかは余り興味がないと思うんですけれど。 

 それから、銘板についても、必要ないという意見が多かったことをつけ加えて申してお

きますが、それでもあえて周年事業として８００万円、やりますということでよろしいで

しょうか。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） まず、記念誌のことでございますが、他市町にも配布す

るということがありますが、やはり今もお話をさせてもらっていましたように、記念誌と

いうのはやっぱり町の歴史を記録して保存していくという目的で残していくということが

原則、ですので、そのことについても町内の皆様に知っていくように、どういう形で販売

なのか、それからどうなのかということにつきましては、この予算を承認いただければ、

その後、計画をしながら、また議会の皆様方ともいろいろと御相談をさせていただいて検
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討していきたいというふうに思っております。 

 ですので、目的は、やはり町の歴史を保存して記録をしていくということと、それを町

民の皆様に、知っていただける方においては、ごらんいただけるようにしていきたいとい

うことでございます。 

 ただ、あともう一つ、どのくらいの方が他市町のものを見に来られたかという点におい

ては、総務政策課に保管しております書類におきましては、一般の方がそういう形で問い

合わせをいただいて閲覧したいという方は、私の記憶ではございません。 

 そして、銘板でございますが、この銘板も含めて、いろんな意見があるということは伺

いました。しかし、事務局としましては、何度も説明申しましたように、３０周年の記念

の年において、銘板並びに植樹と記念誌と、こういったものについてを実施していきたい

という考えでおりますので、このたびの補正予算で計上させていただいたものでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（鎌田鷹介君） 委員長、ページ数でいうと、１３ページ、１４ページの町制記念

事業費に対して質問させていただきます。 

 銘板と記念誌についてですけど、これ、どれぐらいの間協議されて決めたものなのかと

いうのと、あと、僕たちに説明があった全協の時期が直前になったわけですけれども、こ

れの理由についてお聞きいたします。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 先ほども伊藤厚紀委員の答弁で申しましたように、当初

予算の段階、いわゆる昨年の１２月の段階では、まだ銘板を設置するという当初予算には

計画していなかったものですから、新年度に入って私どもは各市町の設置状況であったり

とか、どういったものが扱われておるかとか、例えば全協では石の案として出させていた

だきましたが、こういったものではどのくらいになるかということについては、新年度早々

に入りましてから協議をしてまいりました。 

 そして、大体の素案といいますか、事務局で考えておる素案がまとまったのが８月の時

期で合っていましたので、８月の全協の機会に出させてもらいました。そして、皆様方の

御意見を聞いた上で、このたびの補正予算に至ったという経緯でございますので、御理解

をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（鎌田鷹介君） 記念誌についてですけれども、今のところ幾らで売るということ

を想定しているとかはあるんですかね。それについてお聞きいたします。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 先ほども答弁させてもらいましたように、今、想定金額

では、販売価格は事務局として案を持っておるわけではございません。この事業費自体が
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もう少し申し上げますと、記念誌を発刊するについて、企画、執筆や組版といういわゆる

編集に当たる部分の事業費というのは、概算見積もりでは約４００万円、そして、これを

印刷すると、５００部の印刷をした場合ですと１２０万円ということで、合わせまして５

６１万６，０００円、プラス消費税も入っているわけでございますが、こういった予算を

持っておりますので、これを絡めて見た中で、町民の皆さんが御希望される、販売する場

合についてはどうなのかということは、これから予算をいただいて承認をいただければ、

今後、皆様方と一緒に諮って決めていきたいというように考えております。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございますか。 

○委員（鎌田鷹介君） そもそもなんですけど、協議する段階で銘板以外の案というのは

なかったんでしょうか。それをお聞きいたします。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 銘板以外というのは、今回の計画の中では記念事業費と

して、銘板と植樹、そして、記念誌というものを３０周年記念事業の１つの事業費の一環

として考えておりましたものですから、今は新しくは３つのものを展開させていただいて

おりますのが、今回の予算でございます。 

 銘板というふうに至ったといいますのも、他の市町の事例であったりとか、ほかの市町

の記念事業等でやられておることの内容も踏まえて、木曽岬町としては銘板、植樹、そし

て、記念誌というものをこのたび新たに追加させていただいたということでございます。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○副委員長（三輪一雅君） 先ほどから質問が出ている銘板の件と、それから記念誌の件

について、私もちょっとお聞きしたいなと思います。あわせて３０周年記念事業、所管部

分だけで結構ですので、ちょっとお聞きしたいなと思うんですが、先ほどから総務政策課

長が一生懸命答弁されているんですけど、そもそもこの計画自体は、私は町長が主導で、

トップダウンで計画されたというふうに思っておったんですけど、その辺は、別にそれは

トップダウンがいい悪いとかというわけじゃなくて、そういう形で計画されたものと考え

ていいのかというのをお聞きしたい。 

 それから、鎌田委員の話も少し通じるところがあるんですが、この計画をされるときに

幹部やその他職員等に対してどの程度意見を求められたか、例えば副町長、総務政策課長

あたりぐらいで決めてしまっているような状況であったのか、いや、そうではなくて、し

っかりいろんなことを考えてこれらのことを計画されたのか、お聞きしたい。 

 それから、今回のこの予算について、私は基本的に反対をしたいというふうに考えてい

るんですが、その中で、債務負担行為の関係と整備工事費の関係の詳細な予算の割り振り

をお聞きしたいというふうに思います。もちろん所管部分だけで結構でございますので、

お願いしたいというふうに思います。 
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○総務政策課長（伊藤啓二君） まず、１点目と２点目は、そもそもこの計画をという部

分でございますが、行政の事務事業を行う中で、やはり予算であったりとか計画判断とい

うものは、担当課長もしくは町長、副町長からのいろんな提案をもとにして組織の中で考

えていく、それが当然です。そういったことも踏まえて、総合計画をもとにして事務事業

が成り立っておるわけでございます。 

 今回の銘板であったりとか記念誌というのも、そういった一環の事業だと認識をしてお

りますので、私、総務政策課長の立場として、そういった動向も踏まえて検討をというよ

うな１つの課題が出れば、その課題に向けて情報を収集して、そして、事業の予算を編成

しながら議会の皆様に承認を求めていく、こういった一環であるということでございます

ので、他の事務事業と同様な扱いの１つだというように認識しております。 

 それから、債務負担も含めた事業費の予算でございますが、先ほども説明したとおりで

ございます。まず、１４ページの委託料には記念誌予算を計上しております。この中で、

記念誌に係る分といいますのは、先ほど申しましたとおり、事業費では５６１万６，００

０円、この５６１万６，０００円は編集費が４００万円と、そして印刷費が１２０万円、

それと消費税が４１万６，０００円、この総額の５６１万６，０００円のうち、このたび

の予算に計上しましたのは、２カ年で行おうという計画でございますので、前金相当額の

２２４万６，０００円を委託料の中に含んでおります。 

 そして、残額の、債務負担行為の調書でもございますが、３３７万円を来年、平成３１

年度の完了後の支払いということで債務負担として計上させていただいたものでございま

す。 

 以上でございます。 

○副委員長（三輪一雅君） ちょっと意地悪な話をしたかもしれませんけど、今、どのよ

うな計画をされたという中で、総務政策課が主導というか、もとの計画立案してやられた

というのは間違いない、それはわかっております。ただ、この計画自体がどこからどうい

うふうに出されたかということをお聞きしたかっただけです。 

 要はボトムアップで話が出てきているのか、例えば職員の中から、今回こういうふうで

３０周年だから必要だよねというところから始まっているのか、そうではなくて、町長な

ら町長からのトップダウンでこういうことをやりたいので、それに対して計画をつくって

くれという話になったのかということをお聞きしておるのであって、もちろん言われたら

職員さんは頑張って、それに対して最大限の税の効率化をいろんなことをさまざま考えて

この案を出していただいたと思いますので、特に記念誌に至っては最初は町史を出したい

というような話でしたし、それを途中で切りかえたということも聞きましたので、そうい

うことから考えれば、そのあたりは総務政策課が主導したのかなというのも想像はできる

んですけど、そういうことをお聞きしたわけです。 

 ですから、その辺をもう一回答弁いただきたいなというふうに思います。 



 - 17 - 

 以上です。 

○町長（加藤 隆君） 三輪委員、御質問でございますが、３０周年の記念事業を取り組

んでいくに当たってどういうスキームなりスケジュールで、あるいはどういう姿勢で取り

組んできたかということでございます。 

 おっしゃるとおり、３０周年記念事業を取り組んでいくに当たって、私から幹部会で平

成３０年度が木曽岬町が村から町へ町制施行されて３０周年になる、そして、また、折か

ら平成の時代が幕を引いて新しい時代に変わっていこうとしておるとき、そんなようなこ

ととあわせて木曽岬町にとっては非常に大きな節目の年だというようなことで、それぞれ

担当課のほうで３０周年記念事業として具体的に各課のほうでそれぞれ提案してくれとい

うことを幹部会でお願いして、全課の中からそれぞれ協議されて、そして、いろんな案が

出てきた。それがいずれか、全協の資料だったか出ておったと思うんですが、それぞれ出

てきました。特に皆さん方に参加していただいたり、ごらんをいただいた中では、町民ホ

ールのオープニングにあわせてやったり、そして、また、３０周年記念事業の一環として

いろんなイベント行事をやっていただいております。 

 そして、今特に議論になっております町制施行３０周年記念でどんな取り組みをして、

町民の皆さんと一緒に次の時代に向かっていくに当たって、どんなものを残していくのが

いいかというようなことで、私自身もいろいろと考えがございましたけれども、先ほど来

説明しておりますように、総務政策課、あるいは副町長や教育長や私ども幹部のほうでも

いろいろと議論してきましたし、最終的に総務政策課長が説明しておりますように、他の

近隣の市町の庁舎あるいは公共施設のあたりを視察して、他の市町ではどういった姿にな

ってきておるのかなということで、先ほど来、伊藤厚紀委員でしたか、必要なら建設事業

の中で設置するのが普通じゃないかということもおっしゃっていただいておりましたけれ

ども、当然そういった例もあります。 

 だから、私ども、他の市町をずっと見ながら、これとこれとこれぐらいは残していきた

いなというのが最終的に今予算として上げさせていただいておる事業ということに集約し

てきたということで、特に私自身の思いとしても、特別なことをやろう、他の市町にない

ようなことをやろうとか、あるいはまた、特別派手にというか、あるいは華美にというか、

そういった思いは全く持っておりません。それは議会の皆さん方も御理解をいただけると

ころかと思うんですが、複合型の施設を建設するに当たっても、あるいはまた、防災対策

で避難施設、いろんな整備をするに当たっても、近隣の市町、他の市町と比べて決して派

手ではない、また、過剰な予算を費やしてつくったつもりはございません。 

 皆さんと一緒に知恵を絞って必要最小限の機能をしっかりと皆さんに安心して使ってい

ただけるものをつくっていこうという姿勢で、議会の皆さん方とも、あるいは職員とも一

緒になって取り組んできておりますだけに、この記念事業に当たっても、私は決して特別

なことをやろうとか、他の市町以上のことをということは決して考えておりませんし、派
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手でもなく、必要最小限のことを、町民の皆さんと一緒になって節目に当たって取り組ん

でいきたいなと、そんな思いでおりますので、先般の全員協議会での皆さん方の御意見、

特にいろいろと全協の場で御提案をいただいたと思います。必要あるのかという御意見も

ありましたけれども、伊藤厚紀委員からも、しかし、石じゃなくてもほかのものにという

ことも考えておらんのかと、あるいは御提案もいただいて、それぞれ各議員さんから御提

案もいただきました。 

 植樹、トイレの問題もいろいろと御意見をいただきました。植樹のことについても皆さ

ん方から、むしろ積極的な御意見をいただいたなと、三輪委員さん御自身も、むしろ伊藤

厚紀委員さんおっしゃる石と違ったデザインのものはどうだということについても、三輪

委員さん自身も、それはメンテにお金がかかるような気がするので石のほうがいいじゃな

いかとか、特に銘板については設置場所、非常に見通しが悪いので危険だというようなこ

ともおっしゃっていただいておりました。 

 しかし、三輪委員さん自身も場所を少し検討したらどうだと、後ろへ下げたらどうだと、

あるいは位置を確認して考えていったらどうだろうかというようなお話もいただいており

ましたので、私も実は非常に、正直この１週間ほど戸惑っております。困惑しております。 

 しかし、やはり議会の皆さん方の御意見も確かに皆さん方のおっしゃるとおりの点もご

ざいますし、私どもとしても真摯に受けとめさせていただいて、そして、より私どもとし

ては精査をさせていただいて、何よりもやっぱり町民の皆さんに喜んでいただかなきゃ意

味がないことですから、そこらあたりは議会の皆さん方としっかりと協議させていただい

て、より皆さん方に御理解のいただける形で取り組んでいきたいなというのは、私の今の

正直な心境でございます。 

 それぞれ担当課のほうで知恵を絞ってここまで来たところでございます。そこらあたり

は御理解をいただきたいなと思っています。 

 以上でございます。 

○副委員長（三輪一雅君） 町長おっしゃるように、全協の段階で私は反対するような発

言はしておりません。それはどうしてかというと、物事を判断していく上で、いつも自分

で判断基準とするものが、自分自身の観点からと町民の皆さんの観点からと行政からの観

点と、それから政治的な観点、この４つ、僕は何かを判断するときはいつも考えるんです。 

 自分自身の観点で言わせていただくと、最初にこの資料をいただいた段階で、全て必要

ないというふうに私は思いました、正直な話が。ところが、少し前に町長と雑談で話しし

ましたけど、例えば町民の皆さんの観点だとか政治的な観点、行政としての観点という部

分を、やっぱり議員という立場であれば一歩引いて考えなきゃいけないというふうに私も

思ったわけです。 

 そこで、いろいろ自分自身考えた中で必要かもしれないなという、本当に五分五分ぐら

いの気持ちで全協へ臨ませていただきました。あえてそこで反対的な話をするとまた皆さ
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んがそれになびくとか、そういうこともいけないと思ったので、あえてその時点で私の強

い考えは申し上げずに、もし設置するとしたらどうかというところに私は論点を絞って話

をさせていただいたと思います。 

 ところが、再度この１週間ぐらいの間にいろいろ考えた結果、最終的にはやはり必要な

のだろうかというふうな方向に結論づけて、少し前に町長にもその話はさせていただいた

と思います。そういうことから、今回の質問にさせていただいたわけですが、その中で、

今、町長が自分のトップダウンでこういうやりたいということで、各課がいろいろと上げ

てきたよということで、それもわかります。 

 ただ、本当に気になっていたのは、先ほどから例えば銘板、今の玄関口につくろうとし

ておる石板の銘板と、それから記念誌、町史につながるものだと思いますけど、この案に

対して、この案は本当に３０周年記念事業をやりたいからという中で、職員側から上がっ

てきたことなのかどうかをちょっとお聞きしたいと思います。 

 というのは、やっぱりここに関しては、多分ほとんどの人が、ほかの委員も今言われて

いましたけど、私も聞いたんです、町外者にも聞きました、３０人ぐらい聞きました。で

すけど、誰一人欲しいという人はいなかったんですよね。そんなもん、別に必要性を感じ

ない、町外者の方ですよ、町外者の方にあえて聞いた。 

 というのは、私の親しい中ですと、私のことを気を遣っていろいろ、あってもいいんじ

ゃないという人もいるかなというような気もしたので、あえて町外者に聞いてみたんです。

そうすると１人もいませんでした、残念ながら。だからこそ、こういうものは政治的な判

断がやっぱり要されるのかというふうに私は思っています。 

 そこで私自身また考えたんですけど、やはり必要性を感じられなかったというのは率直

な意見で、この石板、石の銘板と記念誌に関しては、ほかの例えばコンサートとか、そう

いうのはひょっとしたら上がっていたのかな――私の勝手な考えですよ――と思うんです

けど、この２つに関して、本当に総務政策課あたりからボトムアップで上がってきたのか

どうかと思うと、何か違うんじゃないのかなって私は思うんですけど、そこら辺はどうい

うことでこの案が上がったのか、もう一回お聞きしたいです。長くなって済みません。 

○副町長（森 清秀君） 三輪委員の御質問なんですけれども、いろいろ３０周年記念事

業を取り組もうとするときに、幹部会議のほうへ提案もして、そもそもの話、もう一つ戻

すと、当初予算に３０周年記念事業の予算を上げさせていただいたときに、具体的な内容

については年度が始まってから具体的に変更なり補正なりをさせていただきますというこ

とも申し上げて当初予算、記念式の予算だけお願いしたというのが現状だったというふう

に記憶しております。 

 そんな中での話なんですけれども、いろんな提案やら発案が錯誤する中で、淘汰をして

いってもらったのは当然町長なんですけれども、そのときの銘板のお話というのは、この

是非というのは、よしあし、要否を論破するというのはなかなか難しい話だというふうに
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思うんですね。 

 これがなぜ必要だと思うかどうかというのは、やっぱりその時々のその町が決めなきゃ

仕方がないことだというふうに思いますのですが、ちょっと昔の話になれば、どの屋敷に

も多少なりとも門構えがあって、それは表札と違う門構えがあって、その門構えはその屋

敷の勢力を１つは示すというようなこともありますし、来客される方をもてなすという趣

がどうもあるようなんですね。 

 ですから、今回の銘板というのは、そんなような意図を表現するがためのものかなとい

うふうに考えておるのが１つと、先ほども申し上げておるように、このことについて近隣

市町をずっと見せていただいたんですが、見せていただく中でなかったのは、逆を言えば

川越町の役場が少し違う鉄のプレートに名前を彫り込んだような案内板があったようなこ

とで、他の市町はやっぱり同じようなものが現実的にありましたので、私たちの考え方は、

そこに一致したというのが現状でございます。 

 ただ、具体的な施行ということになれば、今つくるわけですので、これから先の将来に

向けて一番マッチしたものをつくっていけばいいと思いますし、もう一つの考え方の中に、

木曽岬町自身は大変歴史の短いところですので、史跡などというものがほとんどないとい

うのが現状なんです。ですから、過去に史跡になるようなものをその時々にしっかりした

ものをつくり上げていく、これが先々の史跡だというふうに思いますので、そういう観点

からもひとつ予算がお願いできたらなというふうに思って提案させてもらったのが理由で

ございます。 

 それと、記念誌についてもそうなんですけれども、行政にかかわる者の物の見方から申

し上げさせていただくと、業務を進めるときに常に将来にわたっての長期計画を、例えば

総合計画のようなものなんですけど、個々の業務に計画書をつくってそれを実施する、そ

れから進捗するということを前提に仕事を進めておるんですが、もう一つの、今業務に携

わらせてもらっている職員の１つの大きな目的というのは、今やったことをきちんと後世

に残すという仕事も大きな仕事だというふうに思うわけですね。 

 ですから、その意味合いでも、記念誌を、記録誌を残すということは大きな要素があっ

て、全協なりさきの予算説明のときに他市町にというお話をさせていただいたので、特に

伊藤厚紀委員なんかは受け取った側の市町村はそれを３年ぐらいで処分しちゃうんじゃな

いのというような話をなさるわけですが、これ、そういう要素にも使いますけれども、も

ともとは町の行政財産として、これから先、行政に携わる者も使わせてもらう重要な書類

になっていくと思うんです。 

 この資料をずっとつくり終えた後、将来にこれがまた資料になっていくんじゃないかな

というふうに思いますので、今だけではなくて、将来にわたって今を残すことの必要性も

やっぱり十分認識しながらの事業計画だというようなことでございますので、御理解がい

ただければなというふうに思います。 
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 それと、こんな言い方は適当かどうかわからないんですけれども、今、事業費が６００

万円ほどの事業費になっておりまして、これを１冊にすると随分高価な冊子になるのじゃ

ないかというお話もあるんですが、考え方を変えて、過去にあった平成の間の３０年間の

資料を、例えば１年当たりに割ると大体２０万円ぐらいかというふうに思うんですけれど

も、２０万円できちんと整理したものが１つのファイルとして残して、それがいつでも行

政財産として使うことができるような資料が編集できると思えば、この値段の高い安いで

すか、ここらあたりの考え方というのはまた違う側面から評価もしてもらうことができる

んじゃないかなというようなことも考えておりますので、よろしく御検討願いたいと思い

ます。 

 以上です。 

○副委員長（三輪一雅君） 私の今の質問に対して答えていただいていないと思うので、

もう一回そこだけ質問させてください。 

 私が今聞いたのは、副町長が言われることはわかります、その答弁が来るだろうなとい

うのもわかっていましたけど、もともとこの委員会で。ですけど、私が今聞きたかったの

はそうじゃなくて、この２つの案は誰から出したんですかという話を聞いているんじゃな

いですか。ボトムアップから来たのか、そうじゃなくて、町長からこれをやるという話に

なって、これをつくり始めたのか、その話を聞いているだけです。 

 ３０周年記念事業を行うということであって、今、ボトムアップされてきたものもある

でしょうという話はしましたよね。そうじゃなくて、この件の２つは、僕は、皆さん本当

に誰に聞いてもこれの必要性を感じる人がほとんどいなかったので、職員から本当にそう

いう案が出てきたのかなというのを思ったので、それを聞きたかっただけです。そこにつ

いて答えてください。 

○町長（加藤 隆君） 三輪委員御質問のその点については、私が最初に説明がまだちょ

っと足らなかったのかと思いますけれども、特におっしゃるような点については、当然全

幹部会でそれぞれ提案してくれと、考えてくれということも申しましたけれども、特に今

議論になっている部分については、私と副町長、そして総務政策課長、あるいは教育長と

いろいろと相談させていただきました。 

 そして、先ほど来申し上げておりますように、他の市町ではどんな取り組み方をしてお

るんだと、あるいは事業としてどんな取り組みをしておるんだということもありますし、

庁舎なり公共施設にどんなものを残しておられるのかというのも……。 

          〔「そのあたりは結構ですので、わかっていますので」と呼ぶ者あ

り〕 

○町長（加藤 隆君） だから、そこらの部分が今争点になっておるんですから、そこら

については、今申しましたように、副町長、総務政策課長、あるいは教育長、ここらの幹

部ですか、ここらと相談をしながら、そして、先ほど来言っていましたように、他の市町
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のほうも見に行って、必要なものを幹部の中で集約していったというふうに御理解をいた

だきたいと思います。 

○副委員長（三輪一雅君） 今、相談してはいいんですけど、だから、ボトムアップだっ

たのか、トップダウンだったかを聞きたかっただけで、相談していただくのは別に結構で

す。そこの話を聞きたいわけですよ。この提案が本当に、例えば職員から出た提案ならそ

れはそれで１つの判断基準になるかなと思ったので、お聞きしたかっただけです。 

○町長（加藤 隆君） 今、三輪委員がおっしゃっている争点になっている部分について

は、職員から具体的に個々に上がってきたものではないはずやな。 

          〔「トップダウンだったということでしょう」と呼ぶ者あり〕 

○町長（加藤 隆君） はい。私どもからこれとこれをということで……。 

          〔「こういうことをやってみたいけれどもと言ったら、それに対し

ていろいろ考えてくれたよということですよね」と呼ぶ者あり〕 

○町長（加藤 隆君） 集約していったということですから。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤好博君） 先ほども議論が進んでおるんですが、大体３０周年記念という事

業を当初からしっかりと組んでいないというのが１つ、もう少し考えてほしいと思う。と

いうのは、予算が当初予算の倍ですよね、はっきり言って。そういう考えになるというの

はなぜそこそこになるのか、ほかの事業でもそんな事業をしたらちょっとおかしいと思い

ますよ。当初予算の倍の事業、それはどうしてもしなきゃいけない、危機がそこに迫って

おるとか、そういう場合だったらよっぽどあると思いますが。 

 そして、今、よく議論されておるのが、印刷製本でも４０万円の当初予算でしょう。１

２０万円って先ほど言われたんだけど、当初予算が４０万円だったはずですよ。それは委

託料とかそんなのも変わってきていますので、それはいいんですが、追加の工事請負費の

銘板と植樹、これで３５０万円ですよね。それは当初予算で記念誌の印刷が少しふえただ

けなのでそこそこかなとは思わせていただくんですが、ただ、銘板、植樹のときの説明で

もいろいろ全協のときに意見は、やめたほうがええとか、ないほうがええという極端な意

見は出なかったと思います。けれども、実際日数がたつにつれてこれだけの議論がなされ

ておりますので、もう少し執行までに考えていただいたらいいかなとは思います。 

 植樹に関しては余り出てきていないんですが、植樹で、今現在、この施行のときに植栽

した木が大分枯れておるんだけど、それはどういう処置をされておるんですかね。１年ぐ

らいは保証されるわけでしょう。枯れたものに関してはきちっと植えかえしないと、その

ままほかってあるような気がしますが、１年も待っておって、枯れたらすぐ次を植えるの

を義務づけてしっかりとやっていただかないと、１年たってから植えさせておいたらもう

それでよしでしょう、１年の保証しかないんだから。もう少しそこのところを考えてほし

いと思います。 
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 それから、その下の、１５、１６ページのところなんだけど、固定資産の評価審査委員

の組み替えですが、平成２２年度から総務省の指定でなっておるのに、なぜ今までずーっ

とほかっておったかという、その根拠ですね、それが聞きたいのと、もう一つ、１９、２

０ページのところの道路橋梁費なんですが、これも予算の組み替えなんですが、この道路

橋梁維持費の３５０万円と道路新設改良費の１，６５０万円、これはどの部分に当たる、

何のあれで国のほうの組み替えになったのか、もともと町一般財源でやる予定だったのが、

その内容は何ですか、何で認められたんですか。そこを３つちょっとお聞きしたい。 

○副町長（森 清秀君） 一番最初にお問い合わせをいただいた、このたびの平成３０年

の記念事業の予算が何で当初からという段取りが組めなかったのかという御質問について

お答えさせていただくんですけれども、そのときの平成３０年度の当初予算編成のときに

考えた１つの考え方として、予算編成というのは大体前年の１１月とか１２月の段階でつ

くるわけでございまして、そのときになかなか考え方がまとまり切っていなかった、具体

的にまとまり切れていなかったというような現実としてあるわけなんですけど、ただ、そ

のときに全体予算をつくってしまおうと思いますと、例えばですけれども、２５年にやっ

た記念事業がございますが、それをベースに、例えば同額だとか１割増しだとか２割増し

だとか、そんな粗い予算をつくるより方法がなかったわけですね。 

 でも、そんなことをしても、しょせんが後で補正をかけたり組み替えたりというような

ことになりますので、それであれば徐々に煮詰めていきながら、当初予算では式典の最小

経費だけ上げさせておいていただいて、具体的な肉づけについては徐々に議員の皆様方と

例えば相談させていただきながら、３０年の記念事業を態勢したらどうかという考え方が

あったので、当初予算に意図的には外したというような考え方でございます。 

 現に、今回の予算に、教育委員会のほうですけれども、西川ヘレンさんの講演で１００

万円という具体的な予算を上げさせていただいたんですが、このたび皆さんどう思われた

かわからないんですけれども、西川ヘレンさんで１００万円、３０年の記念事業というよ

うなことで御理解がいただけたというふうに思うんですね。 

 ですけれども、これを当初予算で上げれば、何かわからんけれども記念事業で１００万

円だけお願いしますという予算を皆さんにお願いしたというようなことになりますので、

これはどっちがよかったかどうかは議員の皆さんが御検討いただければいいのかなという

ふうに思うんですが、私どもとしては、申し上げたように、より具体的な御提案をさせて

いただきながら、予算をお認めいただくほうがよかれと思ったことですので、それが差し

違えであればお謝りをさせていただきますので、また御指導いただきたいと思います。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ２点目の印刷製本費４０万円が１２０万円となりました。

４０万円の当初予算でお話をいただいた部分は、あくまで式典の案内状等の印刷費を当初

計上しておりましたものですから、それは変わっておりません。今回の式典の記念誌の印

刷は別と考えていただければよろしいかと思います。 
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 そして、３点目の庁舎内に植樹されておる樹木が現在枯れておるような状況もあるのに、

枯れ保証の件もお話を受けました。 

 現状の契約においての植樹部分については、請負業者のほうで枯れ保証１年間がついて

おります。この枯れ保証で、本来一般的には１年間ということなんですけれども、一般的

に業者のほうが申しますのは、施工をされて、要するに植樹してから１年間たった状態で

枯れておったものについては植えかえていきます、保証していますというのは基本という

ことなんですが、役場のほうでは玄関先のものも含めて低木関連が一部枯れてしまったと

いうことがございました。 

 これをことしの１１月までほかってしまうということは、対住民の方やそういったもの

を含めた上で、それは許させることはないと、そういった御判断のほうから、まず、枯れ

た原因をきちっと明確に設計士のほうと調査して、その上で、枯れておるものに対しては、

ほかっておくのでなしにちゃんと植えかえてほしいと。今回、１年が間もなく経過しよう

としておりますので、この１０月の段階で植樹、それから、あとの施工された施設の中で

ふぐあい等が見つかっておるもの、それが確認できるものについては業者、設計士のほう

と立ち会いを行って、その保証行為をしていただくという内容を今計画しております。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） 固定資産評価審査委員の事務局の取り扱いについて、平成２

２年に総務省から通知が来ていたのになぜ今かとおっしゃる質問に対してですが、県の方

が４月に来られて指導されたときに、これは木曽岬町だけじゃなくてほかの市町も実はあ

るんだということで、今まで通知があったときに、本来は国の指導に従って事務局を賦課

の所管課以外のところにすべきであったとは思うんですけれども、やっぱり当町のような

なかなか規模の小さい職員数の少ないところですと、賦課の審査をするということは専門

性があるものですから、他の課で取り扱うのはなかなか二の足を踏むようなところはある

というのが現状であります。 

 ただ、こうやって来庁までされて、国が強く総務大臣通知に従って事務をするようにと

いうことで、全国の市町にこういうのがあるので、それを是正するということで今回力を

入れておられるので、通知だけで本来はすべきであったとは思うんですけれども、そこま

で強く言われるということは、賦課をしている人間が審査をするみたいなところはあるの

は、それは本来余りよろしくないだろうというのも確かにあるので、この機会を捉えてし

っかり本来の姿に戻していこうということで役場庁内で協議しましたので、申しわけなか

ったんですけれども、規模の小さい、職員数のなかなか少ないところの町、県の方が市町

に来られたときにどんな市町があるのとは聞いて、確かにそこの市町もうちと同様な規模

だななんてことを思いましたけれども、でも、そう言っていても仕方がないので、このた

びの機会を捉えて正常化しようということで話をさせていただきましたので、このたびの

機会になったということで御理解いただきたいと思います。 
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 以上です。 

○副町長（森 清秀君） 補足させていただきますと、平成２８年に行政不服審査法の改

正があって、従来からあった法律だったんですけれども、制度が随分改正されて、住民の

監査請求がより簡便になるようなことができてきたんですね。そのときの審査の手だてが

随分過去から見直しがなされまして、その一環の見直しの中に、これも同じような異議の

申し立ての対応の仕方になりますので、そこらあたりがちょっと絡んで県の指導が徹底し

たのかなというふうに思います。平成２２年のものが今になったのは、本当に大変謝るし

かないんですけれども、きっかけはそういうふうなことがあったというふうに理解してお

りますので、よろしくお願いします。 

○建設課長（浅野 覚君） １９ページ、２０ページの土木費の道路橋梁維持費と新設改

良費の財源更正の関係です。 

 制度そのものなんですけれども、いわゆる県の補助金である事業調整制度補助金と申し

ますのは、町が負担する分の２分の１以内であれば充当はオーケーということでございま

す。例えば新設改良費のほうにつきましては、雁ヶ地・福崎線のほうに充当しています。

もっと言いますと、雁ヶ地・福崎線は、ことし６，６００万円の事業予算を組んでおりま

す。これは国の補助事業で、２分の１の３，３００万円が補助金が出ます。残り３，３０

０万円は当初予算、６月補正におきましては一般財源としておりましたが、３，３００万

円の２分の１であれば充当はオーケーということですので、１，６５０万円をこの財源で

使わせていただくということでございます。 

 予算内示が２，０００万円がありましたので、残りの３５０万円につきましても予算の

範囲内で橋梁維持費のほうの鍋田川線のほうに充当したという、県の補助金のルールに基

づいた充当ということで御理解いただけばと思います。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤好博君） 今の３０周年記念事業ですが、総費用を全部合わせると８００万

円のようやったか、９００万円ぐらいになったんですかね。このあたりざーっと見たらそ

のぐらいじゃないかなと思っておったんですが、ヘレンさんも別に３０周年事業で交響楽

団か、そんなもんいいんですが、なぜここで今問題になって、皆さんが質疑が多い銘板と

かに傾いてくるかということもしっかりと考えていただかなければいけない、ほかの事業

はそんなに問題視されていなかった、前々日の文教の委員会の中でも私は御質疑があった

んですが、なかったように思います。 

 それで、枯れ保証の問題は、今度も植樹という３０周年にありますので、要は、なぜそ

れが枯れておるか、すぐ下の西口なんかは、あれはハナミズキでしたか、何か植えてあっ

たんですが、ある程度大きい低木が。枯れた後の草の勢いのいいことはもっさりと生えて

いましたよね。 
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 だから、そういうことで原因が何かなと思って、草は本当にすばらしい勢いで出てきて

おるのになぜ枯れたのかなということもありますので、私はそういう植樹に関しても、全

協でも言いましたけど、きちっと下の土台、根の張るところを、記念樹として背の高くな

る木を植えるのであればそれなりに下へ張る根が必要ですので、地盤のしっかりした、植

える圃場のしっかりしたところに植えていただかないと、植えた記念樹が１年もたって根

が張っていったら枯れていったがや、あっちの枝、こっちの枝が枯れていくがやというよ

うな、それこそみすぼらしい記念樹では、すくすく伸びて町の成長と同じように伸びてい

くための記念樹の植樹になるわけですから、しっかりとそこのところを考えて成功してい

ただかないといけないかなと思っています。 

 ５０万円かそこらでしたが、費用もかけてはいかんのじゃなしに、かけりゃかけるだけ

の価値のあるような記念誌でもいいですが、そういうことが望まれるからこんな意見が出

てきておるんじゃないかなと思いますので、そこのところでもう一度しっかり執行部のほ

うで、こういう執行前に予算内容をしっかりと協議していただいて、再度練ってほしいと

思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○町長（加藤 隆君） 伊藤好博議長から３０周年事業のこと、それから植樹のこと、植

えたやつが枯れておるじゃないかというような御心配、御指摘をいただきました。 

 私自身もそうなんですが、まず最初に、３０周年記念事業についてですが、それぞれこ

の委員会で各委員さん方から本当に貴重な御意見をいただきました。私ども、これを提出

させていただくに当たって、もっとよくという精査をしてということですが、それぞれ担

当のほうから説明させていただいた経緯の上で予算としてお願いさせていただいたところ

でございますが、当常任委員会の場で、それぞれ各委員さん方から非常にかぶとの高い貴

重な御意見を頂戴いたしました。しっかりと受けとめさせていただいて、事業の内容をよ

く精査させていただいて、また議会の皆さん方に相談させていただき、御意見をいただき

ながら、しっかりと町民の皆さんに本当に真に喜んでいただけるようにしていきたいと思

っております。これが１つ。 

 それから、植栽のことでございますが、私自身もこの庁舎の外構工事に、複合型施設の

外構の植栽について、月日といいますか、日がたつごとに症状がおかしかったものですか

ら、そして、また、御指摘のように、御案内のように枯れておる植樹もございます。そん

なことで、枯れた原因、設計に問題があるのか、施工に問題があるのか、管理に問題があ

るのか、そこらをきちっと検証して、そして、次の作業に当たるようにということで指示

をしております。少し時間がかかっておりますけれども、やはり当然次に当たるときには

同じような問題が起きないようにしっかりと改善して、御指摘のように取り組んでいきた

いと思っておりますので、御理解のほどをお願いいたします。 

 以上でございます。 
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○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もありませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 ここで暫時休憩といたします。そうしたら、１０時５５分より始めたいと思います。 

                            午前１０時４０分休憩   

                            午前１０時５３分再開   

○委員長（服部芙二夫君） それでは、ちょっと早いですが、休憩を解き、会議に戻しま

す。 

○議会事務局長（白木 悟君） まことに申しわけございません。日程表の議案第４２号

で誤植がございましたので、日程表を差しかえさせていただきましたので、申しわけござ

いませんが、取り扱いだけお願いします。「自」という字が入ってしまいましたので、済

みません。 

 進めてください、お願いします。 

○委員長（服部芙二夫君） それでは、次に、議案第４２号、木曽岬町工場立地法に基づ

く緑地面積率等に係る準則を定める条例の制定についてを議題とします。 

 事務局に議案の説明を求めます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） それでは、議案第４２号の説明をさせていただきます。 

 木曽岬町工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例の制定についてでご

ざいます。 

 木曽岬町工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例を別紙のとおり制定

するものでございます。 

 下段、提案理由でございます。 

 工場立地法第４条の２第１項の規定により、緑地規制を緩和することを目的に、規制緩

和の基準等の事項を市町村の条例で定める必要があり、地方自治法第９６条第１項第１号

により、議会に議決を諮る必要がある。これが提案理由でございます。 

 補足をさせていただきます。 

 平成２９年の４月に工場立地法が改正されましたことによりまして、従来、市町村の区

域にある特定工場、いわゆる敷地面積が９，０００平米以上または建築面積で３，０００

平米以上の建物などにつきましては、新設などの届け出が市町村条例を定めることにより

まして、市町村への権限に委ねられることになりました。 

 現在、木曽岬干拓地への企業誘致に向けて土地計画手続を進めておりますが、今後の町

内の企業誘致の推進を図るために、町内の工業地域及び干拓地の地区計画区域における緑
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地等の面積について、緩和する条例を制定するものでございます。 

 おめくりいただきまして、条例の本文でございます。 

 第１条では、工場立地法第４条第１項の規定に基づき、町で適用すべき準則を定めるこ

とを規定しております。 

 第２条では、この条例で使用する用語の定義を定めるものでございまして、条例で定め

る区域の範囲並びに緑地及び環境施設の敷地面積に対する割合を示すものでございます。 

 第３条では、本条例で適用する区域と緑地面積率、環境施設の面積率を定めるものでご

ざいまして、この条例で定める区域は町内の工業地域及び木曽岬干拓地の地区計画区域と

して緩和する基準につきましては、緑地面積につきましては、現行の２０％以上というこ

とから５％以上に緩和すると、環境施設面積につきましては、現行の２５％以上というも

のを１０％以上までに緩和するものでございます。 

 続いて、項、変わりまして、第２項でございますが、第３条に定めます環境施設の割合

の算定に当たりまして、工場立地法施行規則第４条に定める施設の土地、いわゆる屋外運

動場であるとか屋外広場等を指しますが、及び同規則の３条に定める建築物の屋上等の緑

化施設などの面積につきましては、この算定面積の２分の１以上に算定することができな

い旨を定めているもの、いわゆるこういった施設というのは、算定された面積に対して半

分以上の面積にこういった施設を含むことを加算することはできないと、要するに２分の

１までの施設であれば、緑地施設並びに緩和施設に勘案できるという算定を含むことがで

きるということを定めておるものでございます。 

 第３項では、特定工場の敷地が２つ以上の区域にわたる場合の適用の是非を定めている

場合、第４条におきましては、特定工場が隣接する地方公共団体の区域にわたる場合の本

条例の適用について定めたものでございまして、第５条では、本条例の施行に関し、必要

な事項につきまして、町長が定めるものを規定するものでございます。 

 附則でございますが、第１条では施行期日を定めたものでございまして、第２条では、

既存工場等の緑地及び環境施設の算定に当たり、変更が生じた場合の面積の算定方法につ

きましては、規則で定めることを規定するものでございます。 

 以上、木曽岬町工場立地法に基づく緑地面積率等に係る準則を定める条例の制定につい

ての説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑のある方は御発

言ください。 

 御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑がないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 次に、議案第４３号、木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除

に関する条例の制定についてを議題とします。 

 事務局に議案の説明を求めます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） では、議案第４３号の説明をさせていただきます。 

 木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の制定に

ついてでございます。 

 木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例を別紙の

とおり制定する。 

 下段、提案理由でございます。 

 地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律により、固定資

産税の課税免除をすることによって地域経済牽引事業の促進を図ることを目的に、地域経

済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除の基準などの事項を市町村の条例で定め

る必要があり、地方自治法第９６条第１項第１号により、議会の議決を得る必要があると

いうものでございます。 

 補足させていただきますと、本条例の制定につきましては、先般の全員協議会でも説明

をさせていただきましたとおり、平成２９年度に地域未来投資促進法、正式名称は地域経

済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律でございますが、これが

施行されたことによりまして、町村条例を制定することによりまして、その区域に新たに

新設並びに常設しようとする企業の固定資産税の優遇措置を定めようとするものでござい

ます。 

 おめくりいただきまして、条例本文でございます。 

 第１条では、本条例の設置目的を定めるものでございまして、第２条では、法律に定め

る基本計画、いわゆる三重県の計画でございますが、この同意の日から５年以内に新設ま

たは増設した対象企業の固定資産税――いわゆる土地と構造物でございます――につきま

しては、賦課期日の年度から３年分の課税免除をするということを規定したものでござい

ます。 

 第３条におきましては、申請書の提出期限を定めておりまして、条、変わりまして、第

４条におきましては、当該申請書の審査と課税免除の可否を町長が決定する旨を定めたも

のでございます。 

 第５条におきましては課税免除の取り消しの規定を、第６条では課税免除の継承基準を、

第７条では、本条例施行に関し、必要事項について規則で定めることを規定したものでご

ざいます。 

 附則でございますが、本条例の施行期日を平成３１年４月１日と定めるものでございま

して、この施行期日は、現在、同法に定める県の基本計画に木曽岬町を区域指定すること
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について申請中であることから、国の同意が得られる予定期日を施行日としたものでござ

います。 

 以上、木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の

制定についての説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑のある方は御発

言ください。 

 御質疑ございませんか。 

○副委員長（三輪一雅君） 今回のうちの条例の中で、第１条は目的、第２条は課税免除、

第３条が課税免除の申請ということで、その後に、第５条で課税免除の取り消しというの

が項目として上がっているわけですけど、この間に本来だったら、変更等の届け出という

ような項目が入ってこないといけないのではないかなというふうに思ったんですが、要は、

事業の変更等があったときに速やかにその届けを出さないといけないというような項目は

今回上げられていないみたいですけど、それは入れ込む必要はなかったのかなというふう

に思うんですが、いかがでしょうか。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 私どものこの条例で施行しようとするものは、県の計画

が承認されて以降の賦課期日現在において、いわゆる私どもの干拓地での計画地内におい

て建物を建てられてから３年間を免除しようとするところが基本でございます。 

 ですので、多分委員おっしゃってみえるのは、例えば認められた場合に、当初から多分

２年目もしくは３年目の中で、著しく固定資産税等の増減等が生じたときにどうなるかと

いう適用条件でございますが、これはあくまで税のほうの課税の基準が原則になりますの

で、この分については、毎年変更があれば税のほうの賦課期日、１月１日現在の賦課対象

物が変わってまいりますので、それを基準ということかと思います。 

 ただし、それを１度受けられた減免の中で、それが再度２年目に入ってまたそこから３

年受けられるかというと、そうではございませんので、受けられた対象の基準から３年以

内の減免となりますので、減免の間に建物等が変更になったとしても、それはこの減免、

いわゆる非課税とするわけでございますから、それについては、この条例の中で範囲とす

るものではないというふうに理解をしております。 

○副委員長（三輪一雅君） 必要ないということでいいと思うんですが、ちょっと何で気

になったかというと、他市町のを調べていたときに、この項目がほとんどのところで明記

されていたように思ったので、変更届を出す必要がないという、今の総務政策課長の答弁

であれば結構です。ただ、私も今、実際これを実用したときに、どのような現状が起こっ

てくるのかというところまではなかなか、実務を担当しているわけじゃないのでわからな

いので、よければ大丈夫です。ただ、他市町ではこれが上がっていたので、必要ではない

のかなというふうに思った次第です。 

 以上です。 
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○総務政策課長（伊藤啓二君） 私はそのような認識で説明をさせていただきました。 

 他市町のことを御指摘いただきましたので、本日もう一度確認させていただいて、答弁

のほうをさせていただきたいと、時間をいただきたいと思いますが、先ほど申したとおり

最終確認をとらせていただきますが、万が一、この条例で先ほど指摘された事項等で不備

があるということであれば、条例承認していただければ今後の議会以降で、一部改正等で

修正を加えさせていただくようなことになると思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（服部芙二夫君） 三輪委員、よろしいですか。 

○副委員長（三輪一雅君） 別にこの条例に反対するわけでもありませんし、きちんとし

たものにしていただきたいので、私のほうでたまたま見つけることができましたので、も

し修正が必要であれば適切に対応していただければというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 次に、議案第４４号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて（所管部分）を議題とします。 

 事務局に議案の説明を求めます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） それでは、議案第４４号、平成２９年度三重県桑名郡木

曽岬町一般会計歳入歳出決算の認定についての説明をさせていただきます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町

一般会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけて議会の認定に付すものでございます。 

 なお、この決算認定の議案につきましては、歳入歳出決算事項別明細書及び監査委員の

意見書を参考資料として、事務報告書を提出させていただいております。 

 説明を申し上げますので、別とじの歳入歳出の決算書の３ページ、４ページをごらんい

ただきたいと思います。 

 これは、平成２９年度木曽岬町一般会計の歳入歳出の決算書の歳入でございます。 

 ５ページ、６ページをごらんください。 

 歳入の合計欄、予算現額が４１億１，９６７万９２０円に対しまして、調定額４１億７，

２４６万６，２９０円、収入済額が４１億３，７３１万６，２２６円、不納欠損額は２６

万４，９７８円、収入未済額が３，４８８万５，０８６円となりまして、予算現額と収入

済額の比較は１，７６４万５，３０６円となりました。 

 続きまして、７ページからの歳出の最終、９ページ、１０ページをごらんいただきたい
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と思います。 

 歳出の部でございます。 

 歳出の合計でございますが、予算現額が４１億１，９６７万９２０円に対しまして、支

出済額は３９億７，５３１万９，４１８円、翌年度の繰越額６，３１５万８，０００円、

不用額８，１１９万３，５０２円となりまして、予算現額と支出済額の比較は１億４，４

３５万１，５０２円となりました。これによりまして、歳入歳出の差引額が１億６，１９

９万６，８０８円となりまして、うち歳計剰余金処分によります基金の繰入額を７，００

０万円といたしております。 

 それでは、詳細説明を、３５ページ、３６ページの事項別明細書で所管課長から説明を

させていただきたいと思います。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、３５ページをごらんください。 

 １款町税については、収入済額については、３６ページをごらんいただきまして、９億

７，８３３万８，９２６円で、収納率は９６．５％です。収納率は０．１％の増となりま

した。今後、収納対策にますます力を入れて、収納率の向上に努めてまいります。 

 それでは、町税の内訳の説明をさせていただきます。 

 １款町民税、１目個人、１節現年度課税分については、収入済額は３億１，４５６万１，

１１５円で、収納率は９７．８％、対前年度比は１０４．８％です。 

 ２節滞納繰越分については、収納済額７２３万２，１９１円で、収納率は４５．３％、

対前年度比は１０２．７％でございます。なお、県税を含めた賦課徴収の概要は、備考欄

記載のとおりでございます。 

 続きまして、２目法人、１節現年度課税分については、収入済額８，２８２万９，３０

０円、収納率は９９．５％、対前年度比８５．４％です。なお、収入済額の均等割、法人

税割の配分は、備考欄に記載のとおりでございます。 

 ２節滞納繰越分については、収入済額が２５万円、収納率は２３．０％、対前年度比２

６７．７％でございます。 

 次に、２項１目固定資産税、１節現年度課税分については、収入済額は５億３５３万７，

３２０円で、収納率は９８．５％、対前年度比９８．５％です。なお、それぞれ土地、家

屋、償却資産の収入額の明細は、備考欄に記載のとおりでございます。 

 ２節滞納繰越分については、収入済額については７２１万４，７０２円で、収納率は４

３．１％、対前年度比で１３９．０％です。 

 続きまして、２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金については、収入済額は１，

９３６万２，４００円で、新輪１丁目２１番地ほか９筆のメガソーラー事業用地に対する

交付金の交付を三重県から受けているものでございます。 

 次に、３項１目軽自動車税、１節現年度課税分については、収入済額は１，７３０万８，

７４０円、収納率は９８．２％、対前年度比１０１．９％です。なお、それぞれの車種ご
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との収入済額の明細は、備考欄の記載のとおりです。 

 ２節滞納繰越分については、収入済額は１８万１，６００円、収納率は３７．０％で、

対前年度比は１２８．８％です。 

 次に、４項１目市町村たばこ税については、収入済額は２，５３９万３，００８円で、

対前年度比は９３．８％です。 

 次に、６項、３７ページに移りまして、入湯税につきましては、収入済額４６万８，５

５０円で、対前年度比９６．５％です。 

 次に、款、変わりまして、２款地方譲与税でございます。収入済額は３，７５３万５，

０００円でございます。１項１目地方揮発油譲与税でございますが、１，０８７万６，０

００円の収入済みとなっております。 

 続きまして、２項１目自動車重量譲与税でございます。２，６６５万９，０００円の収

入済額となっております。 

 次に、款が変わりまして、３款１項１目利子割交付金でございます。１９４万４，００

０円の収入済みとなっております。 

 次に、款が変わりまして、４款１項１目配当割交付金でございますが、４８４万１，０

００円の収入済みとなっております。 

 次に、款が変わりまして、５款１項１目株式等剰余所得割交付金でございますが、４７

５万６，０００円の収入済みとなっております。 

 次に、款が変わりまして、６款１項１目地方消費税交付金でございますが、１億１，３

２９万７，０００円の収入済みとなっております。 

 次に、款が変わりまして、７款１項１目自動車取得税交付金でございますが、１，３６

１万８，０００円の収入済みとなっております。 

 次に、款が変わりまして、８款１項１目地方特例交付金でございますが、２６９万１，

０００円の収入済みとなっております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ９款１項１目の地方交付税、収入済額は９億５６３万５，

０００円で、前年度に比べまして１，２００万８，０００円の増額でございます。普通交

付税分は８億５６１万１，０００円でございまして、国勢調査の結果に伴う算定単位が減

額されたことなどから、前年度に対しまして５２３万６，０００円の減額となっておりま

す。 

 次に、４０ページの最上段でございますが、特別交付税、１億２万４，０００円でござ

います。歳入される防災事業の単独事業費の増額などによりまして、前年に比べまして１，

７２４万４，０００円の増額となったものでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（浅野 覚君） 続きまして、１０款１項１目交通安全対策特別交付金でござ
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います。収入済額が８３万２，０００円、これは道路交通反則金を原資としまして、カー

ブミラーや区画線といった交通安全施設の整備に対し助成される交付金でございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） １１款の分担金及び負担金で、この負担金の６目土地改

良区総代選挙の負担金でございますが、収入済額は３万７，０００円でございます。平成

２９年９月に任期満了の土地改良区総代選挙の事務費負担金を受け入れたものでございま

す。 

 以上でございます。 

○産業課長（平松孝浩君） ４１、４２ページをお願いいたします。 

 １２款１項３目の農林水産業使用料、収入済額が２２万５，２４９円で、見入地区多目

的共同利用施設で利用した電気代や上下水道料を地元自治会から受け入れたものでござい

ます。 

○建設課長（浅野 覚君） ４目土木使用料、収入済額４６７万６，６００円でございま

す。道路占用許可のうち占用料を徴収するもので、主なものとしましては、電柱、電話柱

で１，２００本余り、また、架空線で約２万１，０００メートルなどとなっております。 

 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ６目の総務使用料、２，０８８万８，８４４円の収入済

額でございます。総務政策課の所管におきまして、１節の庁舎使用料につきましては、ふ

るさと創生ホールの使用料、１つ飛びまして、３節の行政財産の目的外使用料につきまし

ては、自動販売機等の使用料でございます。 

 以上です。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ２節自主運行バス使用料では、運賃収入を計上いたして

おります。平成２９年度１年間の乗客数は、中央線、源緑見入線、２路線合わせまして１

３万８，０８９人でございました。なお、前年比でございますが、１０４．６％の増額と

いうことになっております。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） 続きまして、２項手数料、１目１節総務手数料でございます

が、２８４万３，２００円の収入済みとなっております。 

 続いて、４３ページに渡っていただきまして、内容は備考欄記載のとおりでございます

ので、お目通しをお願いします。 

○住民課長（山田克己君） 住民課所管では、戸籍・住民票、印鑑証明などの窓口証明手

数料を受け入れたものであり、内容につきましては備考欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（浅野 覚君） ３目土木手数料につきまして、決算額はございません。 

○産業課長（平松孝浩君） ４目の農林水産業手数料、収入済額が１万１，７００円で、
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農林水産関係の３９件分の証明手数料でございます。 

○建設課長（浅野 覚君） 続いて、４５ページになります。 

 ２項国庫補助金のうち５目土木費国庫補助金でございます。収入済額３，６４３万円で

ございます。社会資本整備の関係の交付金ということで、内容としましては、道路関係で

３，６４０万８，０００円、鍋田川線の舗装修繕工事や雁ヶ地・福崎線の道路改良工事等々

に充当しております。また、住宅関係の２万２，０００円、これは木造住宅の耐震診断委

託に関するもので、ここに充当したものでございます。 

 以上です。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ６目消防費国庫補助金、収入済額１億７，４１０万円で、

津波避難施設整備に係る３つの工事に対する交付金で、補助率は２分の１でございます。 

 続いて、７目総務費国庫補助金、収入済額１，０８０万８，４８７円でございます。３

節の社会保障・税番号制度システム整備費補助金、収入済額３１８万７，０００円のうち

１８２万７，０００円、こちらが危機管理課の所管分となっておりまして、厚生労働省関

係業務に係る番号制度施行に伴う電算改修に伴う補助金でございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（山田克己君） 住民課所管では、その３節の社会保障・税番号制度システム

整備費補助金のうち１３６万円につきましては、女性活躍に伴う番号カード等への旧姓併

記に係る電算改修委託料と、５節の個人番号カード交付補助金の５４万４，０００円につ

きましては、番号カードの交付に伴う事務費などに対して補助金を受け入れたものでござ

います。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ４７、４８ページをお願いいたします。 

 最上段の９節の地方創生推進交付金、収入済額が７０７万７，７４７円でございますが、

これは木曽岬町のわいわい市場の開催や三重大学との協働研究並びにＰＲ動画の作成など

を行った事業費の補助金でございます。充当率は１０分の５でございます。 

 以上です。 

○住民課長（山田克己君） 次に、３項委託金、２目の総務費委託金では、収入済額２４

万３，０００円でございます。住民課所管では、１節の総務管理費委託金で、中長期在留

者住居地届出等の事務委託金として、外国人の住居地届出などの事務費に要した人件費と

物件費相当額を受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ３節の総務費委託金は、危機管理課所管分でございまし

て、備考欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（平松孝浩君） 続きまして、４９、５０ページになります。 
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 ３目の農林水産業費県補助金、収入済額が５，７９５万９，０２１円で、各種農業施策

のための補助金、農業総務費補助金は農業委員会の事務運営に係る交付金、農業振興費補

助金は農業経営の安定に資する補助金で、備考欄記載のとおりでございます。林業費補助

金は、複合型施設建設に当たり三重県産材を利用した木質化に対する交付金でございます。

地籍調査事業補助金は、近江島、外平喜地区で実施しました地籍調査事業の補助金、また、

多面的機能支払事業交付金は、農地の維持や資源の向上・長寿命化等、地域の共同活動や

地域資源の適切な保全管理の推進に対する交付金でございます。 

 以上です。 

○建設課長（浅野 覚君） ４目土木費県補助金、収入済額は１万１，５８０円でござい

ます。おめくりいただきまして、最上段でございます。２節木造住宅耐震等事業費補助金

ということで、耐震に係ります県補助金で、補助率は４分の１となっております。 

 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ６目の総務費の県の補助金、１０節の事業調整制度の補

助金でございますが、木曽岬干拓の関連事業やその他の県営事業の支援に交付されました

補助金でございまして、事業費の２分の１の補助金でございます。 

 以上です。 

○住民課長（山田克己君） 次に、住民課所管では、１４節の消費者行政推進交付金の８

万３，０００円は、消費者行政費の啓発事業に係る県の補助金でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 続いて、３項の委託金、１目の総務費の委託金、収入済

額が１，７５７万９，１２０円でございます。その中で、総務政策課所管につきましては、

１節の総務費の委託金、備考欄記載のとおり、衆議院通常選挙の執行経費など、三重県か

らの権限移譲事務に係る交付金でございます。 

 以上です。 

○税務課長（藤井光利君） 次、２節徴税費委託金でございます。１，１５３万２，６４

４円の収入済みとなります。これは県から県税徴収事務委託金として、県民税徴収取扱費

算定に係る納税義務者数に１名当たり３，０００円を掛けた金額を受け入れたものでござ

います。 

 以上です。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ３節の統計調査委託金は、危機管理課所管分で、６つの

指定統計調査事務に係る委託金でございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（浅野 覚君） ５目に行きます。 

 土木費委託金でございます。収入済額１万３，０００円、これは権限移譲によります建

築確認申請受付業務４件分の事務受託費となっております。 
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 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） １５款の財産収入、収入済額は１，９７７万２，７８１

円でございます。１項１目の財産貸付収入、５４ページでございますが、町有地の貸付収

入でございます。主なものにつきましては、スーパータチヤへの敷地の貸付料の３４０万

５，０００円、その他につきましては、職員の駐車場の利用料、商工会館、駐在所等の普

通公共敷地の貸付使用料でございます。 

 以上でございます。 

○会計管理者（服部孝龍君） 次に、２目の利子及び配当金、収入済額は１，４６７万８，

７９１円で、町の一般会計が保有しております１７の基金から発生しました利子及び配当

金になります。備考欄はそれぞれの基金の利息を計上しております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ２項１目の物品売払収入、３，９７４円の収入済額でご

ざいますが、廃棄物の売払収入でございます。 

 続いて、１６款の寄附金、１項の１目の一般寄附金でございますが、収入済額は１，０

１０万５，０００円で、ふるさと応援寄附金の収入分でございます。 

 ２目の民生費の寄附金、収入済額１，０３０万でございますが、夢ささえあいのまち福

祉基金へ町内の西白鷺川、木村様ほか１件の指定寄附を受けたものでございます。 

 ページ、変わりまして、４目の教育費の寄附金、収入済額は１，２００万円でございま

す。アイ・エヌ・ジー様ほか３件から夢とふれあい教育基金への指定寄附をいただいたも

のでございます。 

 １７款の繰入金、収入済額は２６３万９２８円でございまして、土地取得会計で保有す

る土地の貸付料を繰り入れたものでございます。 

 続きまして、２項の基金繰入金、２目の財政調整基金の繰入金、収入済３，９００万円、

４目の減債基金繰入金、２，２００万円、６目の基本財産基金繰入金、８億５，９６８万

円、１つ飛んで、１０目の公共施設等建設基金の繰入金、６，５００万円、いずれも一般

財源を補塡するための基金の繰入金でございまして、主に複合型施設の建設や地方債の償

還財源として取り崩したものでございます。 

 続いて、１８款繰越金、１項１目でございますが、収入済額は４，６２０万４，２３２

円の決算でございます。繰越事業費を含む前年度からの繰越金でございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） １９款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金で

ございます。これにつきましては、滞納税額の延滞金として２４８万２，４８０円を受け

入れたものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ２項１目の町預金利子、収入済額４万３，９３１円で、
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歳計現金の預金利子でございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（平松孝浩君） ３項１目農林水産業費受託事業収入、収入済額が４２４万９，

３００円で、次ページ、おめくりいただき、１節から３節まで各種事務の受託金で、備考

欄記載のとおりでございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ２目の総務費の受託事業収入でございますが、１節の収

入済額１，１１４万４，０００円につきましては、木曽岬干拓地の排水機場の運転管理業

務の受託事業収入でございます。 

 ２節は、木曽岬干拓地のわんぱく原っぱの受託事業収入でございまして、この管理の内

容は、施設の施錠管理や場内の清掃、除草等の費用でございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（浅野 覚君） ３目土木費受託事業収入、収入済額が６１３万７８１円でご

ざいます。国土交通省からの受託事業で、木曽川堤防ののり面除草に係る受託費用でござ

います。 

 以上です。 

○税務課長（藤井光利君） 次、４項雑入、２目弁償金でございます。原動機付自転車標

識亡失弁償金として１，０００円を受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ５目雑入、収入済額１，７８７万５，２３１円でござい

ます。このうち１節団体支出金は、危機管理課所管分で、消防団員４名分の退職報償金を

消防団員等公務災害補償等共済基金より受け入れたものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ３節の雑入でございます。収入済額は１，３２５万３，

０１４円でございます。総務政策課の所管でございますが、上段から２段目の三重県の市

町振興協会の市町交付金４８１万６，６３３円でございますが、これにつきましては、オ

ータムジャンボの宝くじの配分金を受けたものでございます。 

 続いて、６０ページに入っていただきまして、最上段の雇用保険料、臨時職員の自己負

担金額でございます。また、それから２段下がっていただきまして、三重県市町の市町村

互助会の公営企業の助成金の６００万円でございますが、これにつきましては、ふれあい

広場への事業費に３００万円、そして、防災無線のデジタル化に対する事業費の３００万

円の支援を受けたものでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（平松孝浩君） ページ、戻っていただきまして、５８ページの雑入の中の上

から４段目に雑収入がございます。９９万５，５９２円のうち１０万３，６３９円はコピ

ー代、ふれあい広場のゲームブースの売上金でございます。 
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 さらに下がっていただきまして、ふれあい農園３０区画利用いただいております利用料

１９万２，０００円でございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 続いて、またページを、５９、６０ページに戻っていた

だきまして、５項の貸付金元利収入、１目の貸付金元利収入でございますが、その下の４

００万円でございます。タチヤからの貸付金の償還金でございまして、三崎地内の４，４

２１平米を貸し付けた金額でございまして、１０年間で償還するもので、平成２９年度は

９年目の償還に当たります。 

 続きまして、２０款の町債、１項３目の総務債でございます。総務債につきましては、

収入済額が３億１，０５０万円でございまして、１節の臨時財政対策債につきましては、

国の制度改正によりまして、地方財源の不足分を補うための地方債でございまして、元利

償還金は地方交付税の算入をされるものでございます。 

 次の一般単独債につきましては、防災無線デジタル工事の財源として借り入れました４，

５８０万円でございます。 

 ４節の公共事業債、１億４，５３０万円でございますが、備考欄記載のとおりの事業の

財源として借り入れを行ったものでございます。 

 続いて、５目の農林水産業債、２節の公共事業債の収入済額は、２，５７０万円でござ

います。県営の水環境整備事業と県営の湛水防除事業の財源として借り入れたものでござ

います。 

 歳入の詳細説明は以上でございます。 

 続きまして、６１ページから歳出の詳細説明をさせていただきます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、１款１項１目議会費でございます。予算現額

が５，６１８万７，０００円、支出済額で５，４２９万９，９４６円、不用額が１８８万

７，０５４円でございます。主な支出内容といたしましては、町議会議員の８名による報

酬の手当並びに事務職員の人件費が主なものであり、その他の支出につきましては、需用

費におきまして、年度中に４回発行いたしました議会だよりの印刷経費、委託料における

議場放送設備の保守点検料、６４ページに渡っていただきまして、会議録作成費に関する

委託費、また、図書館費の備品購入費、負担金関係では、議長会負担金や北勢５町議会議

長会による負担金が主なものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ２款の総務費、支出済額は１４億２，９６８万６，３６

８円でございまして、この不用額は２，０１４万８，２３２円でございます。 

 １項１目の一般管理費、支出済額が１億７，１０２万７，８３１円でございます。この

科目では、地方公共団体の業務全般の管理事務費や共通経費を支出しておりまして、主に

は、１節から４節までは特別職が１名、総務部門の職員が１５名、臨時職員２名の人件費
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となります。あとの科目につきましては、備考欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○議会事務局長（白木 悟君） ６７ページ、６８ページをお願いいたします。 

 ２目の文書広報費におきましては、支出済額３４５万８，３６６円、不用額１２万３，

６１４円でございます。主な支出内容といたしましては、需用費関係で、町広報紙の２，

２００部の印刷に要した経費、それから、役務費関係といたしましては、広報紙を企業へ

配布する通信運搬費等が主なものでございます。 

 以上でございます。 

○会計管理者（服部孝龍君） ４目の会計管理費では、６９万１，５１７円を支出してお

ります。めくっていただきまして、１１節、１２節において、出納及び決算に要する経費

を支出したものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ５目の財産管理費、支出済額は５，８２１万３，４９３

円でございます。この科目、一般会計が管理いたします町有財産や役場庁舎等の施設、土

地及び基金の管理経費を計上した支出したものでございます。この科目で主なものを申し

上げますと、１１節の光熱水費、庁舎の管理費の電気、水道や光熱水費などの空調設備な

どの燃料費などを支出したものでございます。 

 続いて、１２節の通信運搬費につきましては、庁舎内で使用した電話等の通信でござい

ます。１３節の委託料でございますが、上段の保守委託料につきましては、庁舎の空調機

器や自動ドア、消火設備などの保守の委託料でございます。次の清掃委託料でございます

が、庁舎から発生したごみなどの運搬をシルバー人材センターにお願いした委託料でござ

います。次の作業委託料、地方公会計の財務書類の作成費の委託料でございます。末尾の

庁舎管理の委託料、庁舎の清掃委託、樹木、花壇などの清掃を業務委託した費用や、エレ

ベーターの保守点検費などを支出したものでございます。 

 そして、次に、２５節の積立金につきましては、町が保有します各基金への積立金を計

上したものでございます。ほかにつきましては、備考欄の記載のとおりでございます。 

 次に、７１ページ、７２ページをお願いいたします。 

 企画費でございます。支出済額は２，２３４万２，９６９円でございます。この科目、

総合企画の事務に要する経費を支出しておりまして、主なものは、地方創生事業で行いま

した１１節の需用費、わいわい市場の消耗品やチラシなどの印刷経費を支出しました。１

２節の役務費では、また、わいわい市場のＰＲチラシなどの折り込み手数料を支出したも

のでございます。１３節の委託料でございますが、業務委託料につきましては、にぎわい

市の創出支援を三重大学に依頼したものでございます。 

 １つ飛んで、最下段の政策業務の委託料でございますが、町の紹介用のＰＲ映像の制作

を委託したものでございます。 
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 続きまして、１８節の備品購入費は、にぎわい市で使用する駐車場の看板などを購入し

たものでございます。 

 また、最後に、１９節でございますが、負担金、補助及び交付金でございまして、３段

目の桑名・員弁広域連合の負担金につきましては総務企画部門の負担金、また、それのほ

か、関係協議会への負担金を支出したものでございまして、内容等につきましては、備考

欄記載のとおりでございます。 

 続きまして、７目の木曽岬干拓事業推進費、支出済額は１，３３６万５，４７９円でご

ざいます。木曽岬干拓地に関連する経費を支出しておりまして、主に干拓地の排水機場の

運転管理と除草に要した経費、わんぱく原っぱの管理費で、いずれも三重県からの受託事

業を、排水機場の運転管理につきましては町の土地改良区へ、また、わんぱく原っぱの管

理につきましてはシルバー人材センターへ再委託をしたものでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（山田克己君） 次に、７３ページ、７４ページでございます。 

 ９目の消費者行政費では、支出済額８万３，１００円で、不用額は４，９００円でござ

います。この科目では、消費生活者の安全安心の確保のため、啓発チラシ、啓発物品など

の作成代を支出しております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） １０目の諸費、支出済額は３５１万９，７５７円でござ

います。主に区長会の報酬と、１９節の負担金最下段でございますが、西白鷺川地区の集

会所の修繕工事費の補助金の支出を行いました。この補助率は２分の１でございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（小島裕紹君） １２目高度情報処理対策費、支出済額５，６９１万６，

２７３円、不用額は１８万３，７２７円でございます。この科目では、総合情報処理等に

係る経費を支出しておりまして、各節におきまして、総合情報処理に係る通信回線使用料

やシステムの導入及び保守に係る委託料、また、情報処理機器やシステムの使用料が計上

されているほか、セキュリティーの向上に対応するための消耗品や備品の購入、こういっ

たものの費用が計上されているものでございます。その他につきましては、備考欄記載の

とおりでございます。 

 その次、１３目交通安全対策費でございます。ページをおめくりいただきまして、こち

らの科目では、交通安全の啓発活動に係る費用を支出しておりまして、主なものといたし

ましては、報償費で、街頭指導を行っていただいている２１名の委員の方々への謝礼金、

また、需用費では、幼稚園・保育園、小学校、そして、老人会などへ配布をいたしました

交通安全の啓発物品の購入費用が計上されているものでございます。 

 続きまして、１４目自主運行バス運行事業費、支出済額３，６５７万２，３１８円、不

用額は１６６万２，６８２円でございます。自主運行バスに係る経費の支出でございまし
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て、主なものといたしましては、報酬で１２名の地域公共交通会議委員の報酬を、また、

需用費では回数券の印刷代や車両の修繕料、委託料におきましては、運行委託をしており

ます株式会社セントラルサービスに対する運転管理経費の計上がなされておりまして、そ

の他につきましては、備考欄記載のとおりでございます。なお、不用額１６６万２，６８

２円につきましては、車両の修繕料や乗車定員を超えた場合に対応するための追加車両運

転経費、こういったものの不測の事態に備えて確保しておくために生じたものでございま

す。 

 続きまして、１６目防犯対策費でございます。支出済額７５０万１，１４９円、不用額

は５１万６，８５１円でございます。防犯対策に係る経費の支出でございまして、主なも

のといたしましては、報酬におきまして１１名の防犯委員会委員の報酬、そして、また、

年末夜警２回分の消防団員に対する出動報酬を支出しております。需用費では、７６９基

の安全灯の電気代及び修繕料を、また、負担金、補助及び交付金では、関係団体への負担

金を計上しておるものでございます。なお、不用額につきましては、消防団員が救助、捜

索支援、そういったものを行うための出動報酬、そして、また、防犯灯の修繕料等、不測

の事態に備えて確保しておくために生じたものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） １７目の複合型施設の建設事業費、支出済額は９億６，

４３０万５，０２７円でございます。継続事業として施行してまいりました複合型施設の

建設に要した経費などでございます。主な支出内訳を申しますと、まず、１１節の消耗品

につきましては、竣工式の案内状等の印刷費でございます。 

 ７８ページをお願いいたしまして、１２節の役務費、施設の建築確認の手数料や完了検

査の手数料でございます。１３節の委託料、技術センターに委託をいたしました施設の施

工管理業務及び設計事務所への設計管理費でございます。 

 次に、１４節の使用料の式台リース料、竣工式で使用いたしました看板などのレンタル

費でございます。１５節の工事請負費、まず、整備工事費は、庁舎のロールスクリーン、

カーテン、ブラインド等の設置工事、また、複合型施設の電話設備工事、教育文化棟トイ

レ棚の設置工事費などでございます。複合型施設の建築工事につきましては、継続事業で

施行しました施設工事費の最終精算額でございます。 

 また、２２節の補償費、庁舎建設に伴いまして、電柱移転に伴います光ケーブルの迂回

経費の補償費でございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） 続きまして、２項徴税費、１目税務総務費につきましては、

支出済額は３，２９９万２，９３６円で、不用額が１０９万６，０６４円でございます。

こちらでは、税務行政の経常経費を支出する科目ですが、主な支出につきましては、一般

職員４名分及び補助員の２名分の人件費が主な経費でございます。ほかのものは、人件費
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がここの科目の主なものですので、備考欄記載のとおりで、省略させていただきます。 

 続きまして、めくっていただきまして、７９ページ、８０ページをごらんください。 

 ２目賦課徴収費につきましては、支出済額につきましては２，５３２万４，５３１円で、

不用額は１１８万４，４６９円でございます。こちらでは、賦課徴収に係る経費を支出し

ているものですが、主な支出につきましては、１３委託料、課税収納に係る電算委託料及

び滞納を管理するシステムの電算委託料によるものや、固定資産税課税のための地番図、

家屋図などの修正業務の委託料などの経費を支出しております。ほかのものは、備考欄記

載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（山田克己君） 次に、３項１目戸籍住民基本台帳費では、支出済額１，８５

７万２，８９９円で、不用額は１５７万７，１０１円でございます。この科目では、住民

基本台帳や戸籍などの窓口業務に係る経費を支出しており、主なものといたしましては、

職員１名分と補助職員１名分の人件費、８１ページ、８２ページに行きまして、委託料で

は、各種電算システムの保守料やサポート委託料などを支出しております。 

 また、負担金、補助及び交付金では、個人番号カード等事務委任交付金として、地方公

共団体情報システム機構、Ｊ―ＬＩＳといいますが、Ｊ―ＬＩＳへの関連業務を委任した

ものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ４項の選挙費、支出済額が１，０８０万９，９３４円で

ございます。１目の選挙管理委員会費、支出済額が６４万８，７８３円でございまして、

選挙管理委員会の運営経費と選挙人名簿の登録に係る経費などを支出したものでございま

す。 

 ２目の選挙啓発費は、広報紙やホームページなどを利用しましたので、費用の支出はご

ざいませんでした。 

 続いて、８３、８４ページでございます。 

 ３目の衆議院議員総選挙費、支出済額が５１７万７，３８９円でございます。平成２９

年１０月２２日に執行されました衆議院議員総選挙の執行経費でございます。 

 ５目の町長・町議会議員選挙費、支出済額は４９４万６，７６２円でございます。平成

２９年４月２３日に執行されました町長・町議会議員選挙の執行経費でございまして、内

訳は備考欄記載のとおりでございます。 

 ６目の土地改良区総代選挙費の支出済額が３万７，０００円、こちらは平成２９年８月

２７日に執行されました土地改良区総代選挙の立会人の報酬でございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ５項統計調査費、２目指定統計調査費、支出済額２６万

３，８３６円、不用額は８万９，１６４円でございます。この科目では、指定統計調査に
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係る調査員報酬や調査に必要な消耗品代などを支出しているものでございます。平成２９

年度におきましては、４つの指定統計調査を実施いたしまして、２つの統計調査の準備作

業、合計６種類の統計調査が対象となっております。 

 以上でございます。 

○議会事務局長（白木 悟君） ６項１目監査委員会費では、支出済額３０８万４，５３

２円、不用額１９万１，４６８円でございます。監査委員２名の報酬、旅費、派遣職員１

名に係る委託経費が主な支出でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（服部芙二夫君） 当局の説明が続いておりますが、ここで暫時休憩として、お

昼の休憩にしたいと思います。それでは、午後の会議は１時半から始めさせていただきま

す。 

                            午前１１時５４分休憩   

                            午後 １時３０分再開   

○委員長（服部芙二夫君） 休憩を解き、委員会に戻します。 

 それでは、事務当局、説明をお願いします。 

○産業課長（平松孝浩君） それでは、説明させていただきます。 

 ５款農林水産業費、予算現額２億６，６１６万３，０００円、支出済額２億２，６５１

万２１９円、繰越明許費３，６７９万円、不用額２８６万２，７８１円でございます。 

 １項１目農業委員会費は、支出済額が１７７万７，３３６円で、農業委員会の運営に要

した費用を支出したもので、報酬では、委員１４名の委員報酬、その他、備考欄記載のと

おりでございます。 

 ２目農業総務費は、支出済額２，８１９万２，９９８円で、農業行政全般に係る共通経

費を支出したもので、給料から共済費は職員３名分の人件費で、ページをおめくりいただ

き、その他は備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目農業振興費は、支出済額４１７万７，４８７円で、この科目は、農業振興のための

普及事業や農地の利用集積等に係る経費を支出したもので、報酬では、立会人１名分の報

酬と３名分の委員報酬、報償費では、どでカボチャ日本一町長賞記念品代、また、負担金、

補助及び交付金のうち、ページをおめくりいただきまして、経営所得安定対策等推進事業

補助金や農地中間管理事業補助金などを支出しております。その他は備考欄記載のとおり

でございます。 

 ４目生産調整推進対策事業費は、支出済額７８５万２，１００円で、米の需給調整の事

務的経費や補助に要する経費を支出したもので、負担金、補助及び交付金の町単新生産調

整対策補助金では、小麦や備蓄米等の転作に対する補助金と生産調整達成地区８地区への

地区推進調整助成金でございます。 

 ５目農業者年金費、支出済額４万９，８９２円で、農業者年金に係る事務費を計上した
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もので、備考欄記載のとおりでございます。 

 ６目地域農政推進対策事業費につきましては、支出済額４０万８，５９２円、新たな人

づくりや農政の管理事務経費を支出したもので、備考欄記載のとおりでございます。 

○建設課長（浅野 覚君） ７目農業集落排水事業費、支出済額６，８９３万３，０００

円でございます。農業集落排水事業特別会計の財源補塡のため、一般会計から繰り出した

ものでございます。 

○産業課長（平松孝浩君） ８目産業文化祭費は、支出済額３５４万３，８６５円で、伸

びゆく木曽岬町のふれあい広場運営に要する補助金でございます。 

 ２項１目農地総務費は、支出済額１，５２７万３，０１５円で、農地行政に係る経費を

支出したもので、給料から次ページの共済費は職員２名分の人件費で、その他は備考欄記

載のとおりでございます。 

 ２目土地改良費では、６，２２２万４２８円で、農業基盤整備として取り組んでいます

各種事業の支出で、報償費は８名の地籍調査事業推進委員の報償費、委託料は、地籍調査

事業で外平喜、近江島地区で実施したもので、負担金、補助及び交付金では、県営地域用

水環境整備事業負担金は、中央幹線排水路の水質浄化の環境整備に要した事業の負担金、

また、多面的機能支払事業負担金は、農地の維持、保全のため、町内１６地区と１組織の

取り組みに対する負担金で、その他、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目湛水防除費では、３，２５４万２，４０１円で、この科目は、県営湛水防除事業に

要した支出で、次ページ、負担金、補助及び交付金では、木曽岬町土地改良区への排水機

場維持管理補助金や県営湛水防除事業の町負担金でございます。 

 ４目地域用水機能増進事業費では、支出済額３７万９，１０５円で、中央幹線排水路沿

いの遊歩道やポケットパーク２カ所の維持管理経費で、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３項１目水産業費では、支出済額１１６万円で、水産業の振興のための経費で、負担金、

補助及び交付金の漁業協同組合補助金と養鰻組合活動助成金が主な支出でございます。 

 ６款商工費、予算現額１，３０３万５，０００円、支出済額１，２００万４５７円、不

用額１０３万４，５４３円でございます。 

 １項２目商工振興費は、支出済額４３２万８，５１３円で、負担金、補助及び交付金で

町商工会運営補助金が主な支出でございます。 

 ３目観光費では、支出済額７６４万１，９４４円で、町の観光資源であります鍋田川堤

防桜並木の消毒作業や剪定・伐採工事のほか、次ページの町観光協会への補助金が主な支

出でございます。その他、備考欄のとおりです。 

 ４目交流事業費では、名古屋市で出店しています木祖村アンテナショップの一部スペー

スをお借りしている利用料でございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（浅野 覚君） ７款土木費は、予算現額３億７，５８８万４，０００円、支
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出済額３億７，２２３万２，８２３円で、不用額は３６５万１，１７７円でございます。 

 １項１目土木総務費、支出済額は１，２７８万２，６５８円でございます。土木建設事

務に係る経費を計上しております。主なものとしましては、建設課職員１名分の人件費、

おめくりいただきまして、使用料及び賃借料では、土木積算業務に係るシステム使用料や

データ使用料等といったものを支出しております。その他は備考欄記載のとおりでござい

ます。 

 ２項１目道路橋梁維持費、支出済額８，９２７万１，８２６円で、道路、橋梁の維持管

理に係る経費を計上しております。主なものとしましては、委託料におきます橋梁点検な

どに要しました測量設計業務委託料のほか、町道の除草作業等々と道路等管理作業委託料

のほか、また、工事請負費におきましては、交通安全施設の整備や修繕に要した経費、ま

た、町道舗装修繕工事としまして、鍋田川線の修繕工事に要した経費を計上しております。 

 続きまして、２目道路新設改良費、支出済額が３，７２１万８，３１８円でございます。

新たな道路や橋梁の整備に要する経費を計上しており、建設課職員２名分人件費のほか、

その他につきましては、備考欄記載のとおりでございますが、１点、委託料でございます。

支出済額の２，２５０万円、これは町道雁ヶ地・福崎線の道路改良工事を県に委託したも

のでございます。このたびの町道施行区間が三重県に発注しました県道バイパスの工事と

隣接しておりまして、円滑な工事間調整を図るため、町工事を県に委託し、合併施行とす

るものでございます。なお、不用額の１５０万円でございますが、県からの引き渡しが年

度末になったことから、その精算見込みを立てる際、不測の事態を想定しまして、予算を

確保をしたことによるものでございます。 

 ３項１目河川総務費、支出済額が６４２万３，３２２円でございます。河川行政に係る

経費を支出しております。主なものとしましては、委託料の中の木曽川堤防除草業務委託

料として５５５万円余、これは国交省からの委託事業で、シルバー人材センターと沿川地

区９自治会へ除草作業を委託したというものでございます。その他は備考欄記載のとおり

でございます。 

 ２目の交流事業費、支出済額３１万６，１２０円、これは木曽川の上下流交流の一環と

しまして、長野県木祖村で開催されました木曽川源流夏祭りに参加した経費でございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ４項都市計画費、１目都市計画総務費、支出済額は９万

９，００２円でございます。この科目、都市計画行政に係る経費を支出しておりまして、

主な経費、支出につきましては、１３２ページの需用費が都市計画法規関連の追録費、そ

して、１９節につきましては、木曽三川都市公園の建設期成同盟会への負担金などが主な

経費でございます。あとは備考欄記載のとおりでございます。 

 以上です。 

○建設課長（浅野 覚君） １３１ページ、続きです。 
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 ２目都市下水路費、支出済額６３万９，９５２円、都市下水路関係の維持管理経費を計

上しております。内容につきましては、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目公共下水道費、支出済額２億１，９７９万３，０００円でございます。公共下水道

事業特別会計の財源補塡のため、一般会計から繰り出したものでございます。ちなみに、

昨年度に比べ２，６２９万５，０００円の減額となっております。 

 続きまして、５目公園費、支出済額は５９３万８０６円でございます。都市公園、児童

公園などの公園に係る管理経費を支出しております。内容につきましては、備考欄記載の

とおりでございます。 

 ５目住宅費、支出済額７万３，９３９円でございます。住宅関係の費目で、主に木造住

宅の耐震補強に関する経費となっております。１３節委託料４万６，３２０円は、申請の

ございました木造住宅の耐震診断を委託した費用となっております。 

 以上です。 

○危機管理課長（小島裕紹君） ８款消防費、１項１目常備消防費、次ページにかけての

記載となっております。支出済額が８，７５５万６，９３５円でございます。この科目で

は、消防業務と救急業務を桑名市へ委託しておりまして、それに伴う委託料を支出してい

るものが主なものでございます。 

 続きまして、２目非常備消防費、支出済額８５１万９，１４５円でございます。この科

目では、消防団員８２名の活動経費を計上しておりまして、出動報酬や退職消防団員に対

する５名分の報償金になります。また、各種負担金など消防団に係る経費を支出しており

まして、内容につきましては、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目消防施設費、支出済額４８１万５，６７９円でございます。この科目では、町が管

理しております消防水利施設の維持管理経費のほか、消防団で使用いたしますポンプ車や

資機材の維持管理に要する経費を支出しておりまして、内容につきましては、備考欄に記

載のとおりでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、４目水防費、支出済額２万６，１２５円でございま

す。この科目では、水防活動に要する経費を支出しておりますが、主なものといたしまし

ては、加路戸水防倉庫の電気代や町内に５カ所ございます水防倉庫の火災保険料などでご

ざいます。 

 同じく、５目災害対策費でございます。支出済額４億１，２４９万７，７９７円でござ

います。この科目では、災害予防、災害対策に係る経費を支出しております。報酬、共済

費では、２８年度から採用いたしております防災指導員１名分の経費を、職員手当では、

台風等での災害対策本部を設置したことに伴います職員の時間外勤務手当を、需用費では、

備蓄非常食の買いかえや、防災訓練における参加者にお配りする記念品の購入費、また、

委託料では、津波避難タワー、防災センター、鍋田川上流排水機場外づけ階段、それぞれ

の工事の管理業務、また、防災行政無線設備の保守点検業務などを計上いたしております。
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工事請負費では、北部地区津波避難タワー建築工事、鍋田川上流排水機場外づけ階段設置

工事、木曽岬防災センター建築工事など、避難施設整備に要する経費、そしてまた、防災

行政無線デジタル化更新工事に要します経費、それらを支出しておりまして、その他の項

目につきましては、備考欄に記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） ページを、１６１、１６２ページまでお願いいたします。 

 １０款の公債費、１項１目の元金でございます。支出済額が９，８８６万６，０８６円

でございます。起債３５件分の定期償還の元金でございまして、昨年度に比べまして１，

４００万円余りの減額となっております。 

 同じく、２目の利子でございます。支出済額は１，６６５万５，９１１円でございます。

起債４８件分の償還利息でございます。 

 ページを、１６３、１６４ページへお願いします。 

 １１款１項１目の予備費でございます。この予備費のうち２５２万５，０００円の予算

を充当させていただきました。総務費への充当につきましては、２９年度末で早期退職し

た職員への退職手当の特別負担金、また、土木費への充当は、土地開発基金の積立金への

充当でございます。 

 １６５ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書をごらんください。 

 歳入の総額が４１億３，７３１万６，２２６円、歳出の総額が３９億７，５３１万９，

４１８円、歳入歳出差引額は１億６，１９９万６，８０８円となりました。このうち翌年

度へ繰り越すべき財源といたしまして、（２）番の繰越明許費の繰越額は２，９５１万６，

０００円、（３）番の事故繰越、繰越額は２３４万２，０００円の合わせて３，１８５万

８，０００円となりますので、実質収支額は１億３，０１３万８，８０８円となりました。

この実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金への繰入額を７，０

００万円の歳計剰余金処分とさせていただきまして、平成２９年度の決算とするものでご

ざいます。なお、平成３０年度の繰越額は６，０１３万８，８０８円となります。 

 以上が実質収支の説明でございます。 

 財産に関する調書につきましては、会計管理者から説明させていただきます。 

○会計管理者（服部孝龍君） それでは、財産に関する調書について説明します。 

 １６６ページへお願いします。 

 まず、公有財産、土地については第２栄の集会所の敷地部分が５．７６平米増になりま

した。 

 次に、建物については、福祉棟２階部分が５７．４５平米、北部地区津波避難タワー及

び防災センターが合わせて６２７．６４平米、教育文化棟が１，５５４．９２平米、福祉

棟の１階部分が２．６３平米の増になり、全体で２，２４２．６４平米の増となっており
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ます。 

 めくっていただきまして、１６７ページへお願いします。 

 出資による権利及び出損金については、増減はありませんでした。 

 次に、１６８ページの物品、車については、２台を廃車し、公用車を１台購入しており

ます。また、その他物品につきましては、取得価格１００万円以上のもので、図書館用の

備品を７台、町民ホール用の備品を１台、給食センター用で１台、幼稚園・保育園用で１

台で、計１０台を購入しております。 

 まためくっていただきまして、基金では、町の一般会計が保有しております基本財産基

金から、１６９ページから１７２ページになります、みえ森と緑の県民税市町村交付金基

金までがそれぞれ一般会計の保有する基金として状況を計上しております。総額で３４億

４，８６０万７，５０１円になっております。 

 最後に、債権では、企業誘致融資制度融資額では４００万円の減となり、就学奨学金貸

与金額は、貸与と返還を相殺して、１６万円の増となっております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑がある方は御発

言ください。 

 御質疑ございませんか。 

○委員（鎌田鷹介君） 事務報告書の４２ページ、４３ページの部分なんですけれども、

町民税が２，０００万円増額になったんですけれども、法人税が１，４００万円減ってい

る背景に何があるんでしょうか、お聞きいたします。 

○税務課長（藤井光利君） 事務報告の４３ページのところの話ですか。 

 済みません、質問をもう一回言ってもらっていいですか。 

○委員（鎌田鷹介君） 町税の法人税の部分、これが１，４００万円減になっているんで

すけれども、この背景はどうなっているのか、お聞きいたします。 

○税務課長（藤井光利君） 平成２９年度の課税額と前年度の課税額の差ということでよ

ろしいですかね。 

 今手元に資料がありませんので、後ほど回答させていただきます。 

○委員長（服部芙二夫君） よろしいですか。 

○委員（鎌田鷹介君） 同じく、事務報告書の２２ページ、２３ページの部分なんですけ

れども、ＰＲ事業に関して、実施内容というのがどのようになっているかというのを教え

てください。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 先ほど説明もさせていただきましたように、地方創生事

業の一環としまして、平成２９年度で町を紹介するＰＲビデオを作成させていただきまし

た。現在までに作成したものにつきましては仕上がっておりまして、今後、町のいろんな

イベントであったりとか、そういった行事、また、今後予算をいただけて承認いただけれ
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ば予定します式典関連につきましても、このビデオの活用をしていきたいと。また、まだ

今現在小中学校のほうへ渡しておりませんが、授業の一環としても使っていきたい。大体

映像といたしまして１５分程度の映像にまとまったＰＲビデオでございますので、また議

員の皆様にも機会があれば見ておいていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤厚紀君） それでは、７０ページの財産管理費の委託料、１３節清掃委託料、

庁舎の清掃とかそういったことに使っているということなんですけれども、どういう契約

になっているんでしょうか。面積とかなのか、面積がこれだけでトイレが幾つだから幾ら

ということになっているのかということと、それから、７２ページ、６目企画費、それで、

１３節の業務委託料、たしか三重大か何かにお願いしてというような感じで８６７万７０

円、これについて、いわゆるコストパフォーマンスはどうだったのかということ、結果が

出てきているのでしょうかということと、ＰＲ画像、４５３万円、鎌田委員もおっしゃら

れていましたけど、こちらについて、例えばこれだけの費用を使ってつくったんですけれ

ども、先ほど小学校で放映したりとか、イベントで流したりとか、町民の方が気軽に見ら

れるように町のホームページで動画を見られるようにしたりとか、そういったことはされ

る予定はないのでしょうか。 

 それから、戻って、４ページになります。 

 町税の歳入のところで、不納欠損額、収入未済額というのが上がってきておりますけれ

ども、不納欠損額というのは回収できない金額というふうに認識しているんですけれども、

回収できないという原因を教えてください。 

 それから、収入未済額が不納欠損額になりそうな収入未済額がこれだけあるんですけれ

ども、これについての回収の見込みはあるのかどうかということと、それから、次ページ、

おめくりいただいて、不用額のところが８，１００万円とありますが、このところ、多い

のか少ないかというと、個人的に言うと多いと思うんですけれども、この辺、予算立ての

段階で何とかうまいことならなかったものなんでしょうかということ。 

 歳出、一般会計歳入歳出決算の１０ページです。歳出合計の不用額というところ、合計

すると。所管部分というのがあると思いますけれども、合計で８，１００万円幾らという

のが不用額として最終的には上がってきているんですけど、そこのところというのは、予

算立てというのは、全体的に見ればこれは少ないものですよというような感じなのか、そ

れとも、もうちょっと予算を立てるときにうまいことすればよかったなかとか、そういう

ことを聞かせてください。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） では、順番に行きますが、まずは７０ページの清掃委託

料でございますが、まず、この清掃委託料、先ほど庁舎の清掃について委託されておると

思うんだがということでしたけれども、まず、この清掃委託料の５１万２，５６９円とい
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いますのは、庁舎から出るごみとかの廃棄物、これをシルバー人材センターのほうへ委託

した処分の処分費でございます。 

 ですので、多分委員が御指摘される部分については、庁舎の管理委託料、これが庁舎の

清掃であったりとか、そういったものも含んでおる委託料でございますが、この委託する

根拠といいますのは、やはり面積と回数と年間業務契約の中で、そうした仕様の中で見積

もり競争いただいた結果の中で契約をさせていただいたものでございますので、よろしく

お願いします。 

 そして、次に、７２ページの１３節の企画費の業務委託料８６７万７，０００円でござ

いますが、これは先ほど説明しましたように、三重大学さんのほうに平成２９年度の地方

創生事業のにぎわい市などの企画等について委託したものでございます。 

 具体的にこれに対しての成果はどうだったんだという御質問でございますが、先ほどの

事務報告書のほうにも記載をさせていただいていますが、この事業を平成２７年度から平

成２８年度に取り組んでおるのでございますけれども、いわゆるにぎわいを創出していく

ということで、わいわい市の開催等を主体にして事業を行っております。 

 その中に、中学校のジュニア大使であったりとか、そういった方々も、いわゆる中学校

の段階から町の産業やそういった機会の中を捉えていただきまして、町内の将来的なこの

子たちに魅力を感じていただけるような事業として、支援的なアドバイスをいただいてお

りますものですから、にぎわい市の効果というものをどのような形ではかっていくかとい

うのは非常に難しい立場ではあるかと思うんですが、ただ単に開催したそのときの集客し

たお客さん方の人数だけではなくて、やはり将来の町に向けてのプロジェクトでございま

すので、その辺の御理解をいただきたいというように思っております。 

 次に、同じく１３節の制作業務委託料のＰＲビデオでございますが、説明は先ほど鎌田

委員さんからの説明のとおりです。もう少しこういった具体的なものを町の一般の方が見

られるようなホームページで掲載できないかということでございましたが、これについて

は、今の１５分ぐらいのビデオについて、それを映像としてホームページ上に載せた中で、

うちのホームページのコンテンツの中でどのような形で載せていけるかについては、今後、

また担当部局の危機管理課のほうと調整させていただきながら、そういう機会の中で、う

ちのほうのコンテンツの中で支障が出ないというものであれば、また検討はさせていただ

きたいと思います。 

 １０ページの歳出予算額の不用額、総額で８，１００万円ほどあるわけでございますが、

特にこの内訳、８ページを見ていただきますと、それぞれの課にわたって不用額が多く発

生しておるわけでございますが、特にこの中で総務費におきましては総額で２，０００万

円の不用額、中でも一番多いのが総務管理費の１，４００万円でございます。 

 これについては、歳出のほうで特に財産管理費、これは７０ページになりますが、先ほ

どの点でございます。この財産管理費の目におきましては、５０８万６，０００円ほどの
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不用額を持っております。特にここで不用額の多いのが需用費と委託料、この部分で約４

５０万円ほどあるわけなんですが、需用費については、電気料であったり水道料であった

りと見込んでおるんですが、やはり年間を通して見込む中で予算を持っておるものですか

ら、ちょっと全体部として最終補正の段階までに、やはり３月末までの分を見越すという

ことが若干の予算を確保しておるということもございます。 

 あと、業務の委託料につきましては、本来ならば保守委託であったりとか、そういった

ものについては年度途中の段階でおおむね請負額が決定をしてまいるわけでございますが、

一部作業委託であったりとか、そういったもので年度途中で発注しなければならないもの

等もある関係で、不用額を多く残してしまったということが財産管理費では言えるのかと

思います。 

 そして、あと、大きなものは徴税費であったりとか、企画費であったりとかという不用

額も持っておるんですが、大きく目新しいものもそうなんですが、全体の予算額から通し

た中で８，１００万円と申しますのは、執行額全体の中の１０％の範囲内ということの金

額の範囲の中でございますので、そういった点も含めて御理解をいただければと思います。 

 総務政策課の所管は以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） 不納欠損額の話なんですが、これにつきましては、賦課から

５年たつと時効という形で消滅します。それで、中身につきましては、所在が不明、要は

行方不明になった方とか、例えば帰国された方とか、あと、生活困窮により取れなくなっ

た方などを含めて、積み重ねてきたのが不納欠損額につながったというものなんです。 

 次に、収入未済額の話ですが、これにつきましては、今、鋭意、滞納繰越分の予算のと

ころにあるように、翌年度分に繰り越しまして、それで徴収をしておるわけですけれども、

支出予算のところにもあるように、滞納管理システムというのを置いていまして、そこに

各それぞれの納税者の方の記録、どういうふうに交渉したとか幾ら残っているとか、そう

いうふうなシステムを組んでいまして、それで、一番主には分納誓約、まず、滞納がある

と２０日過ぎると督促を出しまして、それで、それでも納まらないと年２回、１０月と３

月に催告書というのを送って対応しているわけですけれど、そこの中で、まず、滞納が起

こると来ていただいて、それで一括で納めてもらえる方というのは一括で納めてもらいま

すし、なかなかそれが困難な方がおられると分納誓約という形で、どういうふうに納めら

れるのと。計画を立てましょう、じゃ、来月から毎月幾ら幾ら納めましょうということを

小まめにやっているということと、あと、それでもなかなか守らない方については、三重

地方税管理回収機構というところに年５回の枠がありますので、それで送ったり、これも

支出の予算のところに今回も上げさせてもらっておるように、そういうふうに送っている

方もおられますので、それを鋭意やりながらするのと、それと、あと、なかなか、少額の

ものについては、先ほど申しました分納誓約もとるんですけれど、それでもなかなかまま

ならない方については、預金の差し押さえであるとか、場合によっては給与の差し押さえ
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であるとか、法の範囲の中でいろんな手法を使って鋭意努力して取っているというような

ことでやっているということでございます。 

 続いて、鎌田委員の事務報告の件で報告をさせていただきます。 

 ４３ページの法人税の件ですけれども、各社いろいろ事情があるわけなんですけど、例

えばこの資料に基づいて仮にＡ社とします。Ａ社については設備投資を行ったというとこ

ろで、平成２８年度に比べて平成２９年度の法人税割という９．７％の利益に基づいた法

人税割の中で、そのＡ社については７４０万円１年間で税額が減額したことになったこと

と、あと、Ｂ社については業績による減収ということで、そこは２８０万円減額したもの

とか、あと、Ｃ社については、これは設備投資ですね。これも設備投資をしたことによっ

て法人税割が２４０万円減額したものなどなど、そういう設備投資によって法人税割が減

収したものや業績が減収したものなど、それぞれがあるということで御理解いただきたい

と思います。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ありませんか。 

○副委員長（三輪一雅君） 以前にもちょっと聞いたことがあったんですけど、今回改め

てお聞きしたいのは、１２８ページの１５節の工事請負費で道路関係の補修が、ここに予

算として工事とか補修が入ってくるんですけど、今回の工事請負費の中でもほとんどが鍋

田川の堤防の修繕工事に多分費やしているのかなと思います。 

 なかなかこういったメインの道路以外の生活道路なんかでも割と修繕をしてほしいとか

という要望等もあると思うんですけど、現時点の、平成２９年度決算時点、３月で締めら

れた時点で、そういった要望で確実にそういうところも修繕されていればいいんですけど、

多分見送っているところも多々あるのじゃないかなというふうに判断するんですけど、実

際どれぐらいの件数を、決算の時点ではそういう要望に対して修繕できずに見送った箇所

があるか、ちょっとお聞きしたいなと思うんですけど。なかなか個別の予算とかによって

も変わってくるので、ちょっとした穴とかと大きい崩れたところとか、いろいろあるとは

思うんですけれども、ただ、単純な要望として、どれぐらい件数を持ってみえるのか、一

度お聞きしたいなと思います。 

○建設課長（浅野 覚君） 舗装修繕の件につきましては、いろいろな場面でまさにいろ

いろな方からもう少し何とかならないのかといった要望は受けております。 

 ただ、それが具体的に何件かというのは、済みません、今把握しておりませんが、実は

昨年、特に１級、２級といういわゆる主要道路につきましては、路面性状調査を実施しま

して、舗装状況を確認しております。その中で、特に修繕が必要なものにつきましては、

また計画的に実施していくということで、本年度から予算もいただきまして、やっていき

たいと思っています。 

 ですから、御指摘のとおり、もう少し鍋田川線の関係、修繕のほうに注力を注がざるを
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得ないという現状がございますが、こういったところが完了してきましたら、もっと全体

的に舗装のほうに力を入れていきたいと考えておりますので、御理解ください。お願いし

ます。 

○副委員長（三輪一雅君） 今、件数は把握されていないということでしたけど、例えば

５０件以上ありますわとか、１００件以上ありますわとか、概算でいいので、細かい数字

で別に教えてくれということは言いませんので、おおむねこれぐらいはあるかもしれない

ぐらいは、ちょっと教えてもらえますかね。 

 どうしてそういう質問をしたかというと、やっぱりなかなか地元でもお話を聞くのは、

修繕がされていかないというようなことも聞くので、予算配分をどういうふうにされてい

るのかなというふうに思うわけです。もうちょっと突っ込んだ話をすると、今回でも７，

０００万円の要は財調積み立てが行われるという中で、実質１億円繰り越しているわけで

すね、減債基金の積み立ても出てくるので、予算替えをしただけで実質１億円やっている

と。毎年大体この１億円をずっと１０年間積み上げてきて、財調も本当にちょうど倍ぐら

いになったんですよね、倍以上ですか。 

 本当にそういうところにやっぱりちょっと、２０周年、２５周年、３０周年記念もいい

んですけど、例えばなかなか道路ってできるだけ補助金をもらって施行したいというのは

多分あると思うんですね、執行側の立場としては。ですけど、それを待っていると全然で

きていかないと。例えば１００メートルある中で、じゃ、１０カ所穴があいたら一括でや

ろうかとか、多分そういうところになると予算もつくよと。だけど、１カ所の穴があいた

ぐらいやったら、それは補助もつかんし、単費ではやめておこうかというような感じで多

分やらないんだろうなというふうに思うんですね。 

 これだけお金を毎年繰り越すこと、十分もう財調も潤ってきているので、もちろんこれ

から地方債とかの償還等が入ってきますけど、それでもそれほど経常収支比率も悪くない

し、例えば５年に１度、５，０００万円なら５，０００万円をそういうところに予算をぽ

んっと単費でつけて修繕していくというような計画でやるようなこと等を考えてもらえん

かなというふうに思うんですが、その辺、もう一回答弁をお願いします。これは町長の考

えも入ってくるかもしれませんけど。 

 質問をもうちょっとつけ加えさせていただくと、多分道路、いろいろ長さによったりも

いろいろありますので、同じ１個でも１００メーターのところを直してくれという要望も

あれば、これだけのことをやってくれということもあるので、判断、そういうのをやるの

は難しいのはわかっています。 

 逆に言うと、どれぐらいの修繕予算がまだかかりそうだなという、件数というか、予算

の分を抱えておるかというふうに聞いたほうがいいのかな。例えばここへ要望が来ました

と、そうすると、ここの道路を舗装しようとすると１，０００万円かかります、５，００

０万円かかりますというのが、例えば一応は多分直すということになれば多少計算してい
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るのかどうかわかりませんよ、そちらでそれを把握しているかどうかは。でも、普通やっ

たら把握して、あっ、これとこれが重なったで一遍にやろうかとか、多分そんなようなこ

とで積み上げていくんじゃないのかなと私は思っていたので、いや、そういう計画も一切

ないですわというのなら、それでそういう答えをいただければいいんですけど、例えば、

まだ２億円分ぐらいの修繕を抱えておるよとか、そういうのでも数字が出てくればわかり

やすいんですけど、何もないとどういう状況なのかなと。 

 実際うちの近所も多分もう３、４年前に応募しておるはずなんやけど、いまだにそれが

直っていかん。それは別にうちを優先してくれということじゃないですよ、本当に優先順

位をつけて、やるべきところからやっていただければ全然いいんですけど、本当にそこも

余りよくないなと思っているんです。いつまでたっても直らんので、どういう状況かなっ

て本当に思って。ということは、ほかにもあるだろうなと、僕は余り把握していないです

けど、全ては。ですから、この質問をさせてもらいました。 

 過去にいうと、例えば伊藤厚紀委員が一般質問でもされていましたね、団地内の道路を

やってくれという要望もあったと思うんですけど、そういうのがあればどれぐらい予算が

かかるかなとか、大体調べていくのが普通かなとも思うんですけど、ないならないでいい

ですよ、答えられる範囲で答えていただけば。 

○建設課長（浅野 覚君） 具体的な数字ということですので、調べさせていただきまし

て、答えさせていただいてよろしいでしょうか。 

○副委員長（三輪一雅君） それ、数字が出せるんですか。ちょっとわからないけど、出

せないところは出せんと言ってもらっていいですよ、別に無理に積み上げてもらう必要も

ないし、ないならないと言ってもらったほうが早いというの。 

 僕が言っておるのは、件数と言ったのは、たまたま１つの数字として見たかったから言

っただけで、これぐらいの要望が来ていますよと、５件なら５件、１０件なら１０件でも

いいんですよ。そういう要望を受けていますよと、要望を受けた状態が今どれぐらいある

のかなと聞いておる。それが答えられんのやったら、せめて今まで上がってきた要望の中

が全部でどれぐらいまだ工事修繕に金がかかるのかなって、お金がかかるのかなという、

そのあれは一応見積もりはしておるのかなと思ったので、それがあればそれを出してもら

ってもいいしということで話をしただけで、両方ないなら両方ないでいいし、でも、要望

ぐらいは多分普通に考えて件数ぐらいわかってくるはずですよね。区長さんなら区長さん

から通常区長要望が入るので、個人的に入るやつもあるかもわかりませんけど、基本的に

は区長要望から入るでしょうから。 

○委員長（服部芙二夫君） 暫時休憩とします。 

                            午後 ２時２５分休憩   

                            午後 ２時４０分再開   

○委員長（服部芙二夫君） 休憩を解き、委員会に戻します。 
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 先ほどの道路の話は浅野課長が帰ってみえてからにして、ほかの御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤好博君） 先ほどもちょっと出ておったんだけど、事務報告書の中の今の税

務のところなんですが、事務報告書の４３ページ、平成２９年度の税額とかと書くのは、

これ、本当は実質収支の金額であらわすんじゃないの、こういうときって。実質収支の金

額と違うでしょう。どういう出し方をしてみえるのか、そこのところ、調定額の金額が上

がっておれせん、これ。調定額の金額でしょう。こういう項を見るには実質収支の金額を

見るんじゃないの、あらわすんじゃないの。私はそんなような気がする。 

          〔「課税額か申告額かということですよね」と呼ぶ者あり〕 

○委員（伊藤好博君） うん。金額のあらわし方が、こういうときは実質収支の金額であ

らわすべきであって、こんな調定額であらわすもんじゃないと思うよ。 

 それから、もう一つ、１０６ページの財産に関する調書のところで、いろいろ前からち

ょこちょこは出ておるんですが、東部公民館とか見入多目的共同施設、これに対する町の

考え方がいまだにそのままほかられておるので、金額的にここに見積もられるはいいんだ

けど、もう少し利用料なら利用料でそれを取っておるのであれば、ほかの修繕費は町が全

部出すべきであって、もう少し施設の考え方をしっかりと、財産と本当に見るのなら見た

徴収額をすべきではないかと思いますが、そこのところの見解。 

 それから、１３３、１３４ページのところですが、消防費の中の２目の非常備消防費の

ところなんですが、いろいろ出初め式もいろんなところで消防団にお世話になって活動は

していただいておるんですが、実質８５名ですか、今、消防団員。 

 活動消防団員というのか、活動可能なというのか、実質動ける消防団員が少ないような

状況の中でずっと維持しているんですが、もう少し団員内容というのか、機能別団員とか、

今の何分団のやつを実質出られるような人の数にしておいて、出られない分の消防はもう

少し機能を果たせるような、すぐ出られるような消防団員の団員のつくり方、消防団員の

考え方を本当に考えるべきじゃないかと思うんですが、家にみえる人の婦人消防団員でも、

老人と言うてはあかんけど、高齢者の、ちょっと６５歳以上ぐらいの、そういう実質活動

ができるような消防団の考え方というのもぼちぼち考えるべきで、出席しておらん団員に

それだけの報酬を払うなら、もう少し考えるべきじゃないかと思うんですが、それは考え

てみえているのかなと。 

 ちょこっとテレビなんかでやっておったのは、機能別団員ということで、消防団員を分

けてやっている市もあって、もう少しそこのところを本当に考えたほうが、第１種は８５

名だよね、実質半分ぐらいしか出てこないようなのに報酬を上げてこられても、ぼちぼち

そういうことを考えたほうがいいんじゃないかなと思いますが、考えてみえますか。 

 それと、１２１ページ、１２２ページのところの２目の土地改良費の中の委託料で、地

籍調査委託料が２つに分かれてありますが、実質地籍調査の調査と登記に入ってくるほう

とあるんですが、登記はこれで何年分までの登記がなされておるのか、これはどっちが登
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記に関しての地籍調査委託料なのか、７００万円のほうと四百何万円のほうと２つありま

すが、何年度まで今登記が進んでみえますか。それで、あと何年分残っていますか。 

 各地区もそれぞれ来ているんですが、そういう最終的な登記が進んでいかないと、次の

測量調査をどんどんやっていってもちょっと難しくなるんじゃないかなと。同意書をとっ

て測量調査をやっていっても、五、六年先になると、やった本人も忘れていくような年に

なってからなので、そこは平成２９年度で何年分まで終わりましたか、お聞きしたいです。 

 それから、１１５、１１６のところで、農業委員の報酬なんですが、１４名と言われた

んですが、今、農業委員は６名かそこらじゃないんですか。農業委員って１４名いなかっ

たと思うんですが、これは説明で１４名の農業委員の報酬だと言われたので、農業委員は

現在１４名ですか。 

 それから、５７ページ、５８ページ、雑入のところの１，０００円の原動機付自転車標

識亡失弁償費というの、これ、ナンバープレートやろう、これの弁償費がここに上がって

くるんですかということと、３７、３８ページのところの一番上の６目の入湯税、その前

の３５、３６のところから続いた入湯税、これも４６万８，５５０円で前年比４６．５と

かという報告でしたが、これは前も、いろいろ今までもあったんですが、入湯税のこの出

し方がきちっとしておるのか、金額でただ４６．５％になったのか、そこのところは申告

の方法等、教えていただけたらと思います。 

 以上です。 

○産業課長（平松孝浩君） まず、４２ページのところで、３目の農林水産業使用料の中

で多目的施設の使用料、このあたりのところで御質問があったわけなんですけれども、今

後、使用料、それから、維持管理であったり、修繕であったり、そのあたりをもう少しき

ちっとしていくべきではないのかという御意見でございましたが、その件につきましては、

現状、使用料としていただいておりますのが、御説明させていただいたように、電気であ

ったり上下水道の使用料、これは町のほうで支払っているわけですが、その分について、

維持管理費として地元からいただいているというようなことになっております。 

 地元とは、維持管理の契約の締結を過去にしている経緯がありまして、その契約によっ

てこういう形をとっているということでございますが、委員御指摘のように、もう少しき

ちっとしたほうがいいのではないかという御指摘でしたので、また改めてこの辺も検討し

ていくべきかなというふうに考えます。 

 それから、１１６ページのところでございますが、農業委員会の定数の関係で御質問が

ありました。 

 農業委員会につきましては、農業委員さんは９名でございますが、現在、農地利用最適

化推進委員という方も５名おみえになりまして、合計すると１４名ということで、そうい

うことで１４名という説明をさせていただきました。 

 それから、１２１、１２２ページの地籍調査に関連した御質問ですけれども、地籍調査、
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平成２９年度で実施しました７２４万４，０００円と４２１万２，０００円ですけれども、

この予算、これにつきましては、実際の地籍調査事業で７２４万４，６４０円、このうち

の７２３万６，０００円が委託事業として使った分になりますけれども、それは外平喜、

近江島の地籍調査業務になります。 

 そして、４２１万２，０００円の平成２８年度の繰越分として行った分につきましては、

地籍調査の、これは外平喜地区で行った分の地籍調査業務になります。 

 認証業務につきましては、繰越明許の中で４６４万４，０００円という数字が上がって

おりますけれども、こちら、本来平成２９年度で事業を実施しようというふうに考えてい

たわけなんですけれども、三重県のほうがなかなか認証業務のおくれがありまして、当初

は１名でどうも業務を行っていたようです。おくれてきているということで各市町が指摘

をしていたところ、今後、人数をふやして実施していくという情報を得ています。この４

６４万４，０００円、これが繰り越しをして、認証業務に使わせていただこうというふう

に考えております。 

 以上です。 

○税務課長（藤井光利君） まず、３８ページの入湯税の件ですけれども、入湯税に関し

ては申告課税方式になっておりますので、これ、当町義務者が３業者からの申告に基づい

た課税ということですので、申告の数字に基づいて課税、そして、納付をいただいている

という形ですので御理解いただきたいということと、対前年度比ですけど、済みません、

僕の説明が足らなかったと思うんですけど、対前年度比については９６．５％という形で

御理解いただきたいと思います。 

 続きまして、５８ページ、雑入の弁償金なんですけれども、原付を廃車するときはナン

バープレートを返していただくというふうになっていますが、なくしたという方について

は、弁償金としてその弁償金を払っていただく、１件１，０００円という形でいただいた

ものということでございます。 

 続きまして、事務報告の４３ページの件ですけれども、４３ページのところは課税状況

の報告になっておりますので、様式として課税状況をあらわすもので、４４ページについ

ては、収納状況という形ですので収納額をあらわした、調定額と収納額、そして、その収

納率を記載するところということで、御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○危機管理課長（小島裕紹君） 消防団員の件に関してでございます。 

 現在、大団長、副団長を合わせまして８２名で団員構成がなされておるわけでございま

すけれども、現状の活動の中で、訓練内容の見直しであったりですとか、報酬の見直しで

あったり、そういったところで活動になるべく参加しやすいような環境をつくっていると

いう状況になります。 

 また、高齢者のことも一部おっしゃっていただきまして、条例のほうでも年齢制限を撤
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廃して何とか訓練並びに実際の火災のときに本当に出動していただける人間を確保したい

という思いで、現状の活動の中で検討しているというのが今の現状でございます。 

 委員から御指摘いただきました婦人消防団員ですとか機能別消防団、また、あるいは他

の市町ですと少年消防クラブといったような消防団員を入りやすくするような、実際に動

きやすくするような動きがあるということも私どもも把握はしておるところですけれども、

今現状の活動の中で、なかなか新人団員を確保できていない状況の中で、新たな団員確保

のほうへ動いていくという検討まではまだ実際のところはしていないような状況でござい

ます。 

 今回御指摘をいただきましたので、そういったことも検討できるのかどうかというとこ

ろからまず始めていきたいなというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○委員（伊藤好博君） 今の地籍調査のほうなんですが、登記は何年度調査のところまで、

地籍調査が始まってから大分たちますが、当初から何年分登記までいっておるのかという

ことを聞いたんですが、返事をいただいておりません。 

○産業課長補佐（多賀達人君） 去年から登記のほうを進めていまして、去年は平成２１

年度分、それから、古いのから優先してやってはいるんですけど、当然新しいものもおく

れが生じてしまうということもありますので、去年は平成２１年度と平成２９年度の前に

成果が出ている平成２８年度分をやっています。 

 今後の予定につきましては、平成３０年度に平成２２年度分と平成２３年度分、それと

平成２９年度分の成果について、登記のほうを進めております、今。それから、平成３１

年度については、平成２４年度分、平成２５年度分、それから、今年度やります平成３０

年度分の成果分について、登記のほうを持ってきます。それから、平成３２年度について

は、平成２６年度分、平成２７年度分、それから平成３１年度分ということで、平成３２

年度までに認証遅延は解消するという計画で進めております。 

 この計画で、おくれているものを一気に１年分でできないのかという話もありましたけ

ど、これについては、法務局、それから県の検査もありますし、法務局のほう、あと、国

のほうもありますので、その辺と協議した結果、一気にそんなに持ってこられても法務局

のほうも対応できないということで、県としても、三重県全体で平成３２年度までに、ほ

かの市町も含めて法務局の登記まで持っていくということで、今、三重県全体として動い

ております。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○副委員長（三輪一雅君） さっき出た入湯税、私、監査のときもちょっと言わせていた

だいたことがあるんですけど、これ、今約４６万８，０００円ですか、もともとの予算も

５５万ということで、額も大したことないんですけど、入湯税ってたしか５０円だったか

なという気がするんですけど、違いましたっけ。単純に割ると１，０００人ぐらいなんで
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すよね。３分の１で割ると１軒あたり３００人ぐらい、要は１日１人ぐらいのお客さんの

感じになるんですね。申告税ということで、どう見ても何かおかしい数字にしか出てこん

のですけど、そこらはどういうふうに思われているのか、お聞きしたいなというふうに思

います。 

○税務課長（藤井光利君） 町の税条例の中で、宿泊の方については１人１５０円、日帰

りについては１人５０円納めるという形で、御指摘のあったように、先方から申告をいた

だいて、それに基づいて納めていただくという形ですので、その申告がそういう数字であ

れば、そういうという形で現状動いているのが実態ということです。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤厚紀君） 先ほど三輪委員がおっしゃられたことでやっぱり、庄助さんは余

り僕は行かないんですけど、木曽岬温泉さんや鍋田川温泉さんはよく行くんですけれど、

結構お客さんが入っていますけど、今三輪委員さんがおっしゃられた、数字と合わないよ

うな気もするんですけれども、そういったところはやっぱり申告だからというふうに片づ

けられるんでしょうか。 

○税務課長（藤井光利君） 何となくの話としては、そういう疑念はあるのかもしれませ

んが、所得の申告もそうですけど、あくまでも申告に基づいての課税となると、先方が申

告をしてこない限り、別の数字じゃないのかというのは、例えば僕らが捜査権か何かがあ

って、確実にその数字だというものの何かがつかめるようなことがあれば、そのそごがと

いうところはあるんだと思うんですけれども、何せ捜査もなかなかだと思いますので、数

字の実態として、僕らがつかめることができればその辺のところを追及はできるのかもし

れないんですが、現状としては、あくまでも所得の申告と一緒で、自主申告というか、申

告した内容で納めていただいているというのが現状ということでございます。 

○建設課長（浅野 覚君） 先ほど三輪委員からいただいた質問の道路の補修の計画でご

ざいます。 

 今、補修の話につきましては、いろんなところから聞くというものの、具体的に区長要

望で上がってきているもので、今確認できるものについては３本でございます。南栄団地

とか新富田子の団地、あと、ことし実施します小学校西の雁ヶ地・松永線のあたりになっ

ています。 

 それと、実際去年、路面性状調査をして、町内の１級、２級という主要道路の路面状況

を調査した中で、今後、どういった計画で修繕していくのかという話なんですが、実は去

年から新設されました公共施設等適正管理推進事業債という新しい起債の事業がございま

して、こういった有利な財源を使って舗装の修繕をしていこうと考えるところでございま

すが、こういったものの全体の予算のパイと申しますか、予算総額の中からこういった事

業を、これにつきましては平成３２年までの時限措置ということになっていますので、一
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応平成３２年までにこういったものを使いながら、全体で約２，９００メートルの１２路

線、予算にしまして７，０００万円程度を計画でしていきたいと。ただ、これにつきまし

ても、当然予算議論の話でありますので、今後の来年度の予算議論の中でしっかり詰めて

いきたいと思います。 

 それと、もう一つ、それだけではなくて、本当になすべきところが一体どれだけあるん

だ、それが幾らなんだというところにつきましても改めて整理して、また予算議論の中で

しっかりと議論させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もありませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑終わります。 

 次に、議案第４８号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出決

算認定についてを議題とします。 

 事務局に議案の説明を求めます。 

○総務政策課長補佐（中山重徳君） 議案第４８号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町

土地取得特別会計歳入歳出決算認定について説明を申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町土地取

得特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけて議会の認定に付すものでございます。 

 ２３、２４ページをごらんください。 

 歳入の合計欄、予算現額３００万円に対し、調定額、収入済額ともに、２９９万９，９

４９円でございます。 

 次に、歳出です。 

 ２５、２６ページをごらんください。 

 歳出合計でございます。予算現額３００万円に対し、支出済額２９１万７，００２円と

なりました。これにより歳入歳出差引残高が８万２，９４７円となり、この額を翌年度へ

繰り越すものでございます。 

 それでは、２１９、２２０ページの平成２９年度木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出決

算事項別明細書をごらんください。 

 歳入でございますが、３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金です。収入済額３

３万１，０００円で、保有財産の管理に伴う財源を町一般会計から繰り入れたものでござ

います。 

 ４款財産収入、２項財産運用収入、１目財産貸付収入、収入済額２６３万９２８円で、
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和富地内すいせんの里、湾岸さくら医院、さくらの森等への土地貸付収入であります。 

 ２２１、２２２ページ、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目財産管理費、支出済額２９１万７，００２円であり

ます。主に保有財産の管理経費で、１３節委託料では、保有財産の除草作業に要した経費

であります。２８節繰出金では、財産貸付収入を一般会計へ繰り出したものでございます。 

 ２款予備費においては、支出はありませんでした。 

 ２２３ページ、実質収支に関する調書をごらんください。 

 歳入総額２９９万９，９４９円、歳出総額２９１万７，００２円、歳入歳出差引額８万

２，９４７円となり、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は８万

２，９４７円となりました。この金額が平成３０年度への繰越金であります。 

 次に、２２４ページ、財産に関する調書です。 

 この会計が保有する財産で、年度内の移動はありませんでした。保有財産は、三崎、源

緑輪中、和富地内の土地、合わせまして２万７，３８４平米であります。 

 土地取得特別会計の決算説明は以上でございます。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑のある方は御発

言ください。 

 御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 次に、議案第４９号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定についてを議題とします。 

 事務局に議案の説明を求めます。 

○建設課長補佐（伊藤雅人君） 議案第４９号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町農業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

 決算書の２７ページ、２８ページをごらんください。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金から５款の諸収入におきまして、収入済額９，９６２万６，７０

４円でございます。 

 続いて、２９、３０ページ、歳出でございます。 

 １款施設費から３款予備費において、支出済額９，４７５万６，６００円、歳入歳出差
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引残額は４８７万１００円となりました。このうちの基金繰入額はございません。 

 詳細につきましては、２２５ページ以降の事項別明細書にて説明のほうをさせていただ

きます。 

 ２２５ページ、２２６ページ、歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、２項負担金、１目農業集落排水事業負担金として、収入済額２

５２万８，０００円、新規加入者８件分の負担金でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目使用料のうち１節現年度下水道使用料が、収入済額２，

５１３万４，２２０円、２節過年度下水道使用料は、収入済額１１万８，６３６円でござ

いました。不納欠損についてはございません。なお、収納率については、現年、過年度分

合わせて９９．４％となっております。 

 ２項１目手数料は、収入済額１万５，９２０円、１１９件分の督促手数料でございます。 

 ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金、収入済額６，８９３万３，０００円、本会計の

歳入不足を一般会計から補うものでございます。 

 ４款１項１目繰越金は、平成２８年度からの繰越金であり、収入済額２０８万３，１２

６円でございます。 

 ５款諸収入、１項預金利子、１目歳計現金の預金利子で１００円、２項２目雑入で、建

物災害共済金９万１８０円、台風１８号の暴風で被害を受けた西部地区クリーンセンター

の補修費に支払われた保険料でございます。 

 続きまして、歳出になります。 

 ２２７ページ、２２８ページをごらんください。 

 １款施設費、１項施設管理費、１目事務費、支出済額は３１１万６，８７２円、農業集

落排水事業にかかわる補助職員１名分の賃金の人件費と、使用料の賦課徴収に係る経費な

ど、当会計の事務費を計上しております。内容については、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 ２目維持管理費、支出済額は５，１５９万６，６１５円、農業集落排水の４処理区の管

渠や処理場における運転経費等の維持管理費でございます。主なものとしましては、１１

節の需用費の備考欄２つ目でございますが、４つの処理場や中継ポンプ３０基分の電気代

などの光熱水費に８７７万円余、１３節委託料、備考欄４つ目でございます、４処理区の

保守点検や日常管理業務としての１，２９９万８，８８０円、汚泥の運搬委託料で１，０

３５万円余、１５節の工事請負費は、南部地区の管路修繕工事に５２６万９，３２０円、

処理場内のポンプの取りかえ工事など、処理場の修繕工事に２２６万４，７６０円、１６

節の原材料費４５万５，９２２円は、処理場で使用する活性炭の購入費を計上しておりま

す。次ページでございます。１９節の負担金、補助及び交付金の７０４万３，７００円、

桑名広域環境管理センターでの汚泥処理に係る負担金となっております。その他について

は、備考欄記載のとおりでございます。 
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 ２款１項公債費、１目元金は、支出済額３，３７６万５，５９４円、２目利子は、支出

済額６２７万７，５１９円でございます。２２件分の起債償還金でございます。償還のピ

ークが過ぎたことにより、平成２８年度に比べ３０７万円余りの減額となってございます。 

 ３款予備費の支出はございませんでした。 

 以上が事項別明細の説明となります。 

 次に、次ページ、２３１ページ、実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額９，９６２万６，７００円、歳出総額９，４７５万６，６００円、歳入歳出差

引額４８７万１００円、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額が４８７

万１００円、実質収支のうち、地方自治法２３３条の２の規定による基金繰入額もござい

ません。 

 ２３２ページは財産に関する調書でございます。４つの処理区のクリーンセンターの公

有財産として、土地及び建物の財産状況をあらわしたもので、平成２９年度途中の増減は

ございませんでした。 

 以上が農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑のある方は御発

言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 次に、議案第５０号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定についてを議題とします。 

 事務局に議案の説明を求めます。 

○建設課長補佐（伊藤雅人君） それでは、議案第５０号、平成２９年度三重県桑名郡木

曽岬町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町公共下

水道事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

 決算書、３１、３２ページでございます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金から８款国庫支出金において、収入済額３億２７万９，１９３円

でございます。 

 続いて、３３、３４ページ、歳出でございます。 

 １款施設費から３款予備費において、支出済額２億９，５８０万３，０１５円、歳入歳
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出差引残額は４４６万６，１７８円となりました。なお、このうち基金繰入額はございま

せん。 

 詳細については、２３３ページ以降の事項別明細で説明のほうをさせていただきます。 

 ２３３、２３４ページ、歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、１項負担金、１目公共下水道事業負担金は、建設工事負担金の

過年度分で、収入済額５万円、２目の公共下水道事業加入者負担金については、新規加入

者がなかったため、ございません。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目使用料のうち、１節現年度下水道使用料は、収入済額

が４，４５１万１９０円、２節過年度下水道使用料は、収入済額４４万７，１７４円、２

万３，８００円の不納欠損を行っております。不納欠損分は、行方不明等による５件分で

ございます。なお、収納率については、現年、過年分を合わせて９８．７％となっており

ます。 

 ２項１目手数料は、４万４，７２０円、５５９件分の督促手数料でございます。 

 ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金として、収入済額２億１，９７９万３，０００円

でございました。本会計の歳入不足分を町一般会計から補うものでございます。 

 ５款１項１目繰越金、平成２８年度からの繰越金、収入済額１，２９９万３，８８６円

でございます。 

 ６款諸収入、１項預金利子、１目町預金利子で、１６９円、２目雑入として、開示請求

に伴う複写費用５０円でございます。 

 ８款国庫支出金、１項国庫補助金、１目公共下水道事業国庫補助金で、収入済額２，２

４０万円でございます。マンホールポンプ長寿命化などの財源となってございます。この

補助金については、下水道長寿命化に基づく下水道施設の改修工事に対する交付金で、補

助率は事業費の２分の１でございます。 

 続きまして、２３５ページ、２３６ページ、歳出でございます。 

 １款施設費、１項施設管理費、１目事務費、支出済額１，０６０万２，８９９円でござ

います。公共下水道事業にかかわる人件費と事務的経費を支出してございます。主な内容

は、職員１名分の人件費、下水道使用料の賦課徴収に係る事務的な経費などとなってござ

います。その他については、備考欄記載のとおりでございます。 

 ２目維持管理費、支出済額１億２，７１８万３，４３１円、公共下水道施設の維持管理

経費と運転経費となってございます。主なものとして、１１節需用費の備考欄、光熱水費

で１，２５２万８，１１６円、東部地区クリーンセンターと中継ポンプ３４基分の電気代

などでございます。１３節委託料では、次ページ、２３７ページ、２３８ページになりま

すが、備考欄の４つ目、計画策定委託料２，１６１万円は、東部地区クリーンセンターの

電気設備更新工事に係る詳細設計を委託した費用、１つ飛ばしまして、処理場の日常管理

業務委託料として４，３１７万円余、汚泥処理の委託料として９３６万円余でございます。
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１５節工事請負費の３，３６５万２，０２２円は、平成２９年度の現年度分として、クリ

ーンセンターの機器オーバーホールやマンホールポンプの更新工事に１，８１５万円余り、

平成２８年度繰越分として、同じくマンホールポンプの更新工事に１，５５０万円を支出

しております。１６節原材料費１２２万５，８００円は、処理場で使用する活性炭購入費

でございます。その他につきましては、備考欄の記載のとおりでございます。 

 ２款１項公債費、１目元金が１億２，４２３万９，３８１円、２目利子が３，３７７万

７，３００円でございました。３８件分の起債の元金及び利子の償還金でございます。 

 ３款予備費の支出はございませんでした。 

 以上が事項別明細の説明でございます。 

 次に、２３９ページ、実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額３億２７万９，１９３円、歳出総額２億９，５８０万３，０１５円、歳入歳出

差引額４４７万６，１７８円、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額４

４７万６，１７８円、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条２の規定による基金繰入

額はございません。 

 最後に、２４０ページ、財産に関する調書でございます。 

 公共下水道事業会計の公有財産として、土地及び建物の財産状況をあらわしたものでご

ざいます。なお、平成２９年度途中の増減はございませんでした。 

 以上で公共下水道事業特別会計歳入歳出決算についての説明を終わります。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑がある方は御発

言ください。 

 御質疑ございませんか。 

○委員（伊藤好博君） もう古くなってきて、中継ポンプの委託料で出ておるんだけど、

委託料として出ておるだけなんだけど、年間どのくらいの故障が起きておるかは把握でき

ますか。 

○建設課長補佐（伊藤雅人君） 決算事務報告にもつけさせてはいただいているんですけ

れども、中継ポンプの中のレベルスイッチの故障で農集で５カ所、公共でその他中継ポン

プの引き込み線の修繕やレベルスイッチの取りかえ工事で６カ所でございます。どうして

も消耗品というかレベルスイッチなので、動作不良ということが起きればパトランプが回

って、住民さんからの連絡により維持管理業者にその辺の修繕をしていただいているとい

うことでございます。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 
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          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 次に、議案第５１号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認定につい

てを議題とします。 

 事務局に議案の説明を求めます。 

○建設課長補佐（伊藤雅人君） それでは、議案第５１号、平成２９年度三重県桑名郡木

曽岬町水道事業会計決算認定についてでございます。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町水道

事業会計決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

 それでは、決算書のまず１４ページをごらんください。 

 水道事業会計における平成２９年度の事業報告書でございます。 

 概況として、総括事項を記載しております。 

 まず、（ア）給水普及事業としまして、決算年度末の給水件数は２，６３８件で、前年

度に比べ６件の増加、また、給水人口は６，３６１人で、７８人の減少となっております。 

 （イ）業務状況でございます。年間の総配水量は９３万２，０２４トンで、前年度に比

べ２万９，９１６トンの減少となりました。年間総有収水量は８９万２，１４６トンで、

８，４３６トン減となりました。なお、有収率は９５．７％と、２．１ポイント増加して

おります。 

 続いて、（ウ）経営状況でございます。収益的収支は、水道事業収益が１億５，７６９

万８，７９７円で、前年度に比べ１９３万９，６７１円の減収になりました。主な要因と

しては、給水収益が前年度に比べ２０２万８，１１７円の減収となったことによるもので

ございます。対する水道事業費用は１億６，０４７万３，９６３円と、前年度に比べ１，

４３９万７，８９６円の減額となりました。この主な要因は、原水及び浄水費が１，３０

５万６，７８６円の減額となったことによるものでございます。 

 以上の結果により、当年度の収益的収支の純損失は２７７万５，１６６円となっており

ます。なお、資本的収支、資本的支出については、記載のとおりでございます。 

 次に、（エ）建設改良事業の状況でございますが、老朽管の布設替え工事を西対海地、

栄、かおるヶ丘団地内で行っております。 

 １５ページ、（２）は、議会議決事項です。予算決算について裁可を求めたものでござ

います。 

 （３）は、職員に対する事項として、所属職員の状況をお示ししております。 

 めくっていただきまして、２．の工事では、建設改良工事等の概況として、平成２９年

度に行った水道管布設替え工事の契約内容を記載しております。３．の業務では、年度末

給水人口や配水量、有収水量といった主な業務量を記載しており、前年度との比較をして

おりますので、御確認ください。 
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 下の表では、供給単価、給水原価をお示ししております。収益の単価である供給単価は

１６８．１９円と前年よりも６８銭安く、給水に要した費用の単価である給水原価も１７

４．４１円と前年よりも１４円３７銭安くなっております。１４円余り安くなった要因と

しましては、平成２８年度は弘法池タンクの塗りかえや中央監視装置の移設があり、原価

が高額になったためでございます。 

 次ページ、１７ページでは、（２）事業収入に関する事項、（３）事業費に関する事項

として、それぞれ平成２８年度決算との比較をお示ししております。詳細につきましては、

また後ほど明細書のところで説明させていただきます。 

 続いて、決算書類について説明させていただきます。 

 ページ、戻っていただいて、２ページ、３ページでございます。 

 まず、収益的収入及び支出でございます。 

 上の表、収入でございます。１款の水道事業収益のもと、営業収益など３項からなりま

して、決算額１億６，９６３万７，９１３円でございます。 

 下の表、支出でございます。３款水道事業費用のもと、営業費用など４項におきまして、

１億７，１６１万５，８５０円の経費を要したというものでございます。 

 ページ、めくっていただきまして、４ページ、５ページ、資本的収入及び支出でござい

ます。 

 収入は、新規加入者の負担金で８件分、２２０万３，２００円でございます。 

 支出は、老朽管の布設替え工事などに要した１，２９０万９５０円の決算額でございま

す。なお、収入額が支出額に不足する額１，０６９万７，７５０円は、末尾欄外の記載の

とおり、過年度分損益勘定留保資金及び消費税の資本的収支調整額で補塡をしております。 

 じゃ、詳細について、１９ページから説明のほうをさせていただきます。 

 １９ページ、収益費用の明細書でございます。 

 １款水道事業収益、１項営業収益は、主たる営業活動から生じた収益を計上しています。

主なものとして、１目給水収益の１億５，００４万９，７６０円、これは有収水量約８９

万トン分の水道料金などでございます。 

 ３目その他の営業収益１４６万９，８２０円ですが、備考欄の末尾にございます消火栓

の維持補修に要する経費などとなってございます。 

 ２項営業外収益、６０６万７，０９８円ですが、預金利息の２２３万円や地方公営企業

制度の改正により、平成２６年度より適用となりましたみなし償却制度の廃止に伴う６目

の長期前受金戻入３７７万円余などでございます。 

 続いて、２０ページ、費用の部でございます。 

 ３款水道事業費用で、１億６，０４７万３，９６３円を支出しております。１目営業費

用は、主たる営業活動に要した費用、１目原水及び浄水費は、１億１，９３８万４，２３

３円、この大部分を占めますのは、末尾の３２節受水費の１億１，５０６万円余で、県企
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業庁から購入した約９３万トン分の使用料です。これ以外では、１４節の光熱水費１３９

万円余、１８節弘法池の保守点検や水質検査などの委託料で１５１万円余、２１節保守点

検結果に基づく水道施設の修繕費１３９万円などでございます。 

 ２目配水及び給水費、１８２万２４円の主なものは、２１節修繕費、漏水１８カ所の修

繕費で７９万円余り、２９節工事請負費、９３万円余、量水器の取りかえ工事費でござい

ます。その他については、備考欄記載のとおりでございます。 

 ３目受託給水工事費、１０９万５，９６０円、消火栓からの漏水や布設替えに伴う消火

栓の取りつけ工事費でございます。 

 ４目総係費は、この会計の事業活動における事務費でございます。職員１名分の人件費

や検針員２名分の賃金、水道料金の賦課徴収に使用する電算システムの使用料及び保守委

託料などでございます。 

 ２１ページ、５目減価償却費でございます。２，４６４万１，６６９円の支出でござい

ます。この会計が保有する有形固定資産の当年度の減価償却費となってございます。 

 ６目資産減耗費、３６万２，８２７円は、配水管布設替え工事の残存財産などの未償却

資産を処分したものでございます。その他の営業費用は、メーターボックス１０個を売却

した原価の引き落とし分でございます。 

 ２項の営業外費用、４目雑支出、平成２９年度に納付した消費税の仮受消費税の補塡額

６万９，６７７円でございます。 

 続いて、２２ページでございます。 

 資本的収入・支出明細書でございます。 

 収入では、２款の資本的収入で２０４万円、新規加入者の負担金でございます。 

 次に、支出は、４款の資本的支出として１，１９８万７，１９０円、１項建設改良費、

２目配水及び給水施設費で１，１４２万２，０００円、これは水道管の布設替え工事を行

ったものでございます。また、３目固定資産購入費、７２節機械及び装置５６万５，１９

０円、これはメーター器の購入費でございます。 

 ２３ページ、固定資産の明細書でございます。 

 当年度における資産の増減及び減価償却の増減を記載してございます。 

 それでは、詳細の説明は以上でございます。 

 戻っていただいて、６ページ、７ページでございます。 

 まず、６ページが損益計算書でございます。１年間の営業期間における経営成績を明ら

かにするため、その期間中に得た全ての収益とそのための費用を記載し、純利益とその原

因を示したものでございます。 

 下から２行目になります。収益から費用を差し引いた当年度純利益がマイナスの２７７

万５，１６６円となったことを示しております。当年度の未処分利益剰余金も同額でござ

います。 
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 次、８ページ、９ページ、剰余金計算書になります。この会計の剰余金が１年間にどの

ように変動したかをあらわすものでございます。下の表は欠損金の処理計算書でございま

す。当年度の未処分欠損金２２７万５，１６６円を利益積立金から繰り入れ、翌年度への

繰越欠損金を補塡するという計算書でございます。 

 次ページ、１０ページ、１１ページは、貸借対照表となってございます。また後ほどお

目通しのほどをよろしくお願いいたします。 

 最後に、飛んでいただきまして、１８ページ、キャッシュフローの計算書でございます。 

 この帳票については、当該年度における現金の増減を、業務活動、投資活動、財務活動

の３つに区分して表示する財務指標で、現金の獲得や支払い能力、資金に関する財務情報

をあらわしたものでございます。業務活動、投資活動、財務活動のキャッシュフローを合

計した平成２９年度のキャッシュフローは、下から３行目になりますが、８９万５，１３

４円の減となりました。また、年度末残高である一番下の資金期末残高は、９億２，０７

７万１，２１０円となります。 

 以上が平成２９年度の水道事業会計決算でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（服部芙二夫君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑がある方は御発

言ください。 

○委員（伊藤厚紀君） 休憩を願えますか。 

○委員長（服部芙二夫君） 暫時休憩とします。 

                            午後 ３時４１分休憩   

                            午後 ３時４３分再開   

○委員長（服部芙二夫君） 休憩を解き、委員会に戻します。 

 先ほどの事務局の説明に何か御質疑のある方はございませんか。 

○副委員長（三輪一雅君） 多分去年も同じことを言いましたけど、毎年のように赤字が

続いておって、予定どおりというか想定どおり、資産はともかくとして、キャッシュフロ

ー上の現金が現状９億２，０００万円ということで減少傾向にあるわけです。これが幾ら

になったらどうするのかという対応というのは、どうするんだって去年も聞いたかなと思

うんですけど、そこらって、何か協議してみえるのかなというふうにお聞きしたいなと思

います。 

 問題をどんどん先送りすると、本当に結局後の世代にツケが回ってしまうので、せっか

く今黒字のうちにしっかりと対応策を練る必要があると思うんですけど、そこらの協議っ

て、この１年かけての間に特にされていないのか、されているのか、その辺も含めてちょ

っとお聞きしたいなというふうに思います。 

○建設課長（浅野 覚君） 赤字が続いているというお話です。 

 それで、実際問題、これは会計上の話でありますが、言うたらキャッシュとしてまだ９

億円余りあるということで、他市町に比べても本当に水道会計が経営状況がいいか悪いか
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という話についてはいろいろ議論があるところだと思っています。 

 ただ、御指摘のとおり、毎年赤字が続いている中で、１つ、今年度から木曽岬干拓地の

企業誘致と申しますか、都市的土地利用が始まっていく中で、水道につきましても県の財

源をもとに企業庁のほうの協力も得ながら整備していこうという方針もありますので、将

来にわたってこういったところで収益を見込むといいますか、期待するといったことも含

めまして考えていきたいなと考えております。 

 １つ参考までにですが、貸借対照表の中の１０ページ、１１ページをごらんいただいた

ときに、これは財政状況をあらわるいわゆるバランスシートと言われているものですが、

１０ページの流動資産のところで９億２，０７７万円というのがございます。それに対し

まして、流動負債が、１１ページの上段でございますが、１，２１６万円という、ここの

部分が差が近いということは財政が硬直しているということですが、これだけ開きがある

という、これだけを見れば、そういう意味では企業会計としても一定の健全度はあるのか

なという判断はあると思いますので、先ほど申したとおり、将来の木曽岬干拓地の水道利

用を期待するといったことも含めて、今後の議論としていきたいと考えております。 

 以上です。 

○副委員長（三輪一雅君） 明快に答えていただきました。 

 ただ、僕がちょっと心配しているのは、例えばことしは工事が比較的少なかったのかな

と思うし、突発的な破損だとかそういうことが起こると工事の額が上がって、途端に１，

０００万円、２，０００万円の赤字になるということにもつながっているし、そういうこ

とが、今後老朽化していく中で、もちろん今布設替え等もしていただいておるんですけど、

そういうことが起こり得る状況で、もともと、僕がちょうど議員にならせていただいた１

０年ぐらい前のときには、１０年後ぐらいには赤字になるかなみたいな話もしていたぐら

いやったというような気がするんですね、記憶としては。 

 当時、そういうような状況は実際続いておって、ここのところ落ちついているというか、

少し工事も少な目かなという気もして、何とか９億円を維持しているんですけど、具体的

に例えばこれが５億円ならまだ大丈夫だよとか、３億円ならまだ大丈夫なんだよとか、そ

の辺の認識度はどういうふうに考えてみえるのかなと。赤字になっても、まあ、いいや、

一般会計から繰り入れればという概念でおるのか、いや、そうではなくて、やっぱり一定

の額のところになったときにはしっかり水道料金値上げ等も考えていかないかんのかなと

も思うんですけど。 

 ただ、私、思うんです。今、木曽岬町って、おおむね２，４００世帯ぐらいじゃないで

すか。そうすると、例えばわずか２４０万円を確保しようと思っても、一世帯当たり本当

に１，０００円、月にしたら１００円とか２００円レベルかもしれませんけど、それぐら

いは値上げさせていただかなあかんし、もうちょっと黒字に行きたいとなれば、本当に毎

月５００円とかぐらいは上げていかんといかんわけですよね。それが最終的にぎりぎり１
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億円、２億円になってから、あっ、これはいかんわということで値上げしようとなると、

一気に額を上げなきゃいけなくなる。 

 こういうことになるとやっぱり税の、この場合、料ですけど、企業会計なので結局内部

留保でできるという部分があって、しっかり資金計画をしておけば、そういうところも事

前にちょっと料金を上げて、皆さんに公平に広く分担していただく状況をつくっておくべ

きかなと思うし、ぎりぎりになってから、１０年後に、ああ、やっぱりだめですわという

話ではいかんと思うし、その辺の基準、どういうふうに考えてみえるのかなと思って。そ

れは１億円で、例えば上げようと思いますとか、５億円になってきたらやばいかなとか、

そんなような話というのは何か計画されているのかな。 

 今の干拓は干拓の問題で、もちろんいいですよ、それでたくさん水を買ってもらって黒

字になってくれるなら、それはそれでオーケーじゃないですか。だけど、現状、もし干拓

が何も動かなければ、もちろんそれは負担になってくるわけだし、それこそ工事だけやっ

て、水を買ってもらえんとなったら、一応三重県のほうに工事していただく分が大きいと

は思いますけど、維持管理を木曽岬町はやるとなったら、またかかる。やっぱりしっかり

考えておかんといかんかなと思う中で、どのように考えてみえるのかなということをお聞

きしたいと思います。 

○建設課長（浅野 覚君） 具体的に幾らに、９億円なら９億円のキャッシュが減ったら

どうするかといったものはございません。まだ、例えば厚生労働省であるとか国のほうか

ら、これぐらいになったらとか、そういった指導とか指針というものは特に示されていな

いというふうに考えております。 

 ただ、１つ、先ほど申しました流動資産と流動負債のバランスなんですが、ちなみに三

重県内の各市町の流動資産と流動負債を合計したものの割合というのは大体３対１ぐらい

なんですね。今、木曽岬町で言えば９億２，０００万円と１，２００万円ということで、

そういう意味では県内平均から見れば高いということもありますので、１つ目安としては、

そういったところもあるのかなというふうには思います。 

 それから、料金につきましては、実際問題先ほど申しましたとおり赤字が続いていると

いう中にありまして、公平な負担ということを含めて、あと、こういった赤字が続くとい

うことは、将来にわたっての負債を抱えることになりますので、そういった意味でも世代

間の公平性を保つためにも、料金の分についてはしっかり議論する必要があると思います。 

 ただ、これにつきましては、先般から御議論あります下水道の使用料金のほうとあわせ

た議論かなと考えておりますので、当然これから下水道料金のことについても議論してい

く中で、まさにあわせて考えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○副委員長（三輪一雅君） おっしゃられるとおりだと思います。 

 今、下水道料金とリンクさせて考慮しなきゃいけない、確かに公共料金を支払うという
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考え方からいくと、それは重々わかるところなんですけど、平成３２年度からこっちも企

業会計化しないといかんのかな、今の、僕は詳しいこと知りませんけど、下水関係もして

いかないかんのか、そんなようなお達しもあるとか何とかという話も聞くんですけど、こ

っちは、今は会計上、要は一般会計からお金を入れちゃっておるので、そういう意味では

税の公平もくそもないような状況になっておるんですよね。 

 だから、はっきり見えない。要はその辺のあたりの実際の皆さんがどれぐらい負担して

いただいておるのかという面がわかりづらい。水道料金に関してはそうじゃなくて、別会

計で、企業会計できちんとやっていただいているもんで。 

 確かにリンクさせることも大事やけど、もちろんそれで合わせて幾らかなというのは他

市町と比べたときに、やっぱり高いと来ていただけないという場合も出てくると思うし、

引っ越ししたくないとか、そういう１つの目安にもなりがちなんですけど、ただ、言って

も、結局今言われた流動負債合計との比がというのもあるけど、結局は現金がなくなれば

赤字になって、ここが幾ら額がこれだけ離れているからいいよという話があっても全然、

お金がなくなりゃもうそれでおしまいの話なので、だから、担当課ももちろんあれですけ

ど、町長あたり、どう考えてみえます、この辺を。一遍町長の考えをお聞きしたい。 

○町長（加藤 隆君） 今の水道会計、それから、もう一つは下水道、過去の経緯の中で

いろいろと住民負担を軽減しようという時代もありましたけれども、結果的にはなりまし

たけど、検討を委員会で重ねていただいてまいりまして、結果、従量制に移行していこう

ということで、そのときに節水の、どの程度ということも当時からありました。 

 そんな中で、結果、移行してから、当時議論しておった以上に節水といいますか、使用

量が減じておるという現実の中で、私はもう既に指示はしておりますが、見直しの検討に

入るようにということで指示をしておりますので、また、具体的に担当のほうで進める中

で、また議会の皆さん方にもお示しをさせていただきながら見直しを図っていくべきだと

いうふうに考えております。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 御質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 これまで個別に審議し、質疑をいただいて進めてまいりましたが、最後に、これまで議

題としました全ての議案について、再度質疑がございましたら御発言を願います。 

○総務政策課長（伊藤啓二君） 大変申しわけございません。 

 午前中に質疑をいただきました議案の第４３号、固定資産税の課税免除に関する条例の

制定についてというところで、三輪委員さんからの御質問に対して私が答えた答弁につい
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て、一部訂正と補足をさせていただきたいと思います。 

 委員さんのほうからは、この条例施行について、条例本文の中に変更等の届け出の規定

がないのではないかという御指摘がございました。大変申しわけございません、確認をさ

せていただきまして、私どもの条例につきましては、この条例の中ではないんですが、同

時に施行いたします条例の施行規則、こちらの第４条に変更等の届け出を規定しておりま

す。この内容につきましては、前条の規定によりまして、課税免除の決定を受けた者につ

きましては、次の掲げる事項が生じた場合について、そのとき事由が生じた日から１０日

以内に申請書を提出すると、変更届を提出するという規定のものをここで規則に規定して

おりますので、この分を訂正して補足をさせていただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 質疑もないようですので、質疑を終結したいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終結します。 

 質疑も出尽くしたと思いますので、これより討論、採決に入ります。 

 初めに、議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２号）

についての所管部分について、討論があります方、御発言ください。 

 三輪委員から反対討論の要求がありましたので、これを許します。 

○副委員長（三輪一雅君） では、私は、議案第３８号の一般会計補正予算に対して、反

対討論を行います。 

 その概要としましては、今回の補正予算に上げられている銘板、町制３０周年事業の中

の銘板の作成と、それから記念誌の作成費用に対して、反対をいたします。以下に理由を

述べます。 

 銘板に関しましては、そもそも現在、入り口の左手には既に金属製のサインポールが設

置されており、そのすぐ反対側にまた銘板を設置するということに疑問を感じます。また、

庁舎正面にも木曽岬町役場の銘板はつけられておって、視認性もそれほど悪くはありませ

ん。 

 私の主観ではありますけれども、そもそも行政の建物というのは町民の皆さんにとって

のツールであるというふうに考えています。道具、言うなればドラえもんのようなもので

す。使い勝手がよくて、便利に使っていただくものであります。それが向上するためなら

私は予算を積極的に認めたいとは思っていますが、特に銘板に関しましては、機能性のア

ップ等はそれほど期待できないというふうに思っています。 

 もちろん見た目も悪いよりはいいほうがいいに決まっています。そういった観点から、
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景観などをよくしたいという意味で、そのような答弁もございましたけれども、考慮すべ

きかもしれないとも考えました。 

 しかしながら、結果としては、植樹に関しては認めたいと思いますが、銘板は特に景観

に寄与するとも思えません。まして３００万円という高額のものを追加する必要性は感じ

られませんでした。それから、他市町の役所にあるからといって、必ずしも設置が必須な

わけではありません。これもその１つの理由と考えます。 

 次に、記念誌に関しましてです。 

 確かに町の歴史を残すことは重要です。その認識は一般の方より持っているつもりであ

ります。ですから、こういった資料的価値を残す意味においても、記念誌を発行すること

自体は反対するものではありません。重要なことは、その期間です。今回の発刊は、実際

にはこれは町史にはなりますけれども、２０年しかたっておりません。このペースで発刊

することに私は理解ができませんでした。せめて５０年単位、そうなれば必然的に町史と

いうことになるんでしょうけれども、５０年単位程度でいいのではないかというふうに考

えています。 

 もちろん何か特別なことが起こった場合、今回でしたら町制３０年、平成がちょうど３

０年で終わるというような意味合いもあるという説明は受けておりますけれども、それは

それほどの重要性を私は考えませんし、例えば当町であれば、伊勢湾台風みたいなような、

ああいうような大事件が起こったようなときにはやっぱり資料の発刊はあってもいいとい

うふうには思いますが、現状では、その必要性を感じることはできませんでした。 

 やはり本質は何かを考えるべきだと思います。町史の本質というのは、間違いのない歴

史をきちんと後世に残すためのものだというふうに思います。やみくもに発刊する必要は

ないと考えますが、むしろ、編さん作業はきちんと毎年やるべきではないでしょうか。そ

れによって正確性も増しますし、資料としてしっかり残すというところに意味があると考

えます。 

 そして、編さん途中であってもそれらの資料を図書館やホームページで随時公開し、い

ろいろ御意見をいただくことでより精度を上げていき、最終的に発刊に結びつけるという

ことが重要ではないかというふうに考えます。 

 今回の予算には一旦反対をいたしますが、そういった編さんと資料づくりの予算なら私

は認めたいというふうに思いますので、必要に応じて今後の補正予算に上げていただけれ

ばというふうに考えるところでもあります。 

 今回のこのような、ほかの他委員会でも反対するような言葉が結構あったかと思います

が、その１つの理由の中に、私は副町長の答弁があったかと思います。 

 それはどういうことかというと、伊藤好博委員が質問されたときに、当初予算の予算に

何でしっかり盛り込まなかったんだという話をしたときに、当初予算はとりあえず概算と

してまず上げさせていただいて、肉盛りをするためにその間に計画をしっかり進めて議会
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さんとも話をしながら最終的にこういうものをつくっていきたいという考えで、当初は４

５０万円でしたか、そういうような予算の取り方をしましたというような説明があったん

ですが、ふたをあけてみると、多分今までの加藤町長だともうちょっと何かコンタクトが

違ったのかなという気がするのは、結局議会にこの案が提出されたのは、この定例会が始

まる２週間前に出されて、なおかつ、もう全部積み上がった状態でぽんっと出されたんで

すよね。それがやはり議会と細かなコミュニケーションをとりながら積み上げてきたもの

じゃないということが、今回のいろんな議論のもとにつながったのではないかなというふ

うに私は思います。 

 私は、例えば看板に関しては、実は今の現状の看板に満足しているわけではないです。

やはり見にくくて、視認性が悪い。小さいですよね。もしつくるなら、私は特に機能性を

やっぱり、要は町民の皆さんがいかに使い勝手がいいかということを考えると、現状の看

板よりもっと大きいサイズのもので、なおかつ、例えば、町民ホール、図書館、木曽岬町

役場というような３つ入るようなぐらいのサイズで、なおかつ、もっともう３回りぐらい

大きいような看板をつくっていただくと言うようなことであれば、またそのあたりは考え

たいと思いますし、町誌に関しても同様です。 

 ですので、一旦とにかく今回はその部分に関しましては白紙にしていただきたい。ゼロ

ベースで協議をしていただければいいのではないかなというふうに思います。この２つに

関して言えば、町制３０周年事業は私は認めるつもりでおりますので、この事業に関しま

しては、また最終的には本会議場で修正予算案を出させていただいて、一旦とにかくゼロ

ベースで考えていただければいいのかなというふうに思っています。 

 蛇足なんですけど、例えばこの資料もそうですけど、今ネットの時代になってきました。

私、紙の文化というのはやっぱり大事だし、最終的に紙として、しっかり本として残すこ

とには、これは町史に関してですけれども、否定するものではございません。絵本や教科

書も紙というのは本当に大事だなというふうに思います。 

 しかし、資料的なものであればデジタルデータにしていただいて、ホームページ等に上

げていただくということもいいのかなというふうに思います。特に途中途中の編さん中で

あればそういうことが気軽にできるので、そういうような取り組みも１つの手ではないか

なというふうに思います。 

 よそですと、もう既に町史をデジタル化でちゃんと上げています。極端なことを言えば

予算書も上げています。そういうような取り組みがうちはちょっとおくれているのかなと

いうふうに思っていて、じゃ、ネットができない人は無理じゃないかという話になるんで

すけれども、ただ、今は６０歳以上の方でさえ５０％以上がスマホになったというふうに

聞いています。それぐらいアクセス数もふえてきている中で、ネットというのは町の顔に

もなるような時代になってきたと思いますので、そういったところにむしろお金を使って

いただいても、予算をつけていただいてもいいのかなというふうに思っています。 
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 というようなことから、私は、議案第３８号の補正予算に関しまして、反対をいたしま

す。先ほど少し触れましたが、最終的にもしこれが認めていただけることであれば、本会

議場ではまたしっかり修正予算案を出させていただく所存であります。 

 以上で私の反対討論を終わらせていただきます。 

○委員長（服部芙二夫君） 賛成討論はございませんか。 

○委員（鎌田鷹介君） 議案第３８号の補正予算については、歳入において、国県支出金

及び繰越金を財源とし、歳入においてもおおむね妥当と認めるものですが、町制記念事業

については、附帯決議をつけて賛成したいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに討論はございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） なければこれにて討論を終結したいと思いますが、これに御

異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第３８号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手多数です。よって、議案第３８号は原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

○委員（伊藤厚紀君） 本案、議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町一般会

計補正予算（第２号）に対する附帯決議案の動議を鎌田委員と提出いたします。 

○委員長（服部芙二夫君） ここで暫時休憩といたします。 

                            午後 ４時 ８分休憩   

                            午後 ４時 ９分再開   

○委員長（服部芙二夫君） 休憩を解き、委員会に戻します。 

 ただいま伊藤厚紀委員、鎌田鷹介委員から、議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡

木曽岬町一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議の動議が提出されました。この動

議は１人以上の賛成者がありますので、成立いたします。 

 附帯決議案を事務局長に朗読いたさせます。 

○議会事務局長（白木 悟君） それでは、議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡木

曽岬町一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議案でございます。 

 裏面のほうに本文もございますので、お願いします。 

 議案第３８号、平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２号）に対す

る附帯決議案。 
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 平成３０年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第２号）は分割付託され、教育

民生常任委員会で可決、総務建設常任委員会でも可決となったが、その執行に当たっては

次の事項について十分注意して取り組まれるよう強く求めるものである。 

 １、町制記念事業の補正予算については、一部事業予算の凍結も含め、再度協議した上

で予算執行に当たること。 

 以上、決議する。 

 提出委員につきましては、伊藤厚紀委員、それから、鎌田鷹介委員でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（服部芙二夫君） 次に、伊藤厚紀委員から附帯決議案の趣旨説明を求めます。 

○委員（伊藤厚紀君） こちらにつきましては、議案第３８号、補正予算について、ひっ

かかるところが２つ、町碑と町誌のところ、ほかのところについては、特にひっかかると

ころはないのですけれど、周年誌と町の銘板につきましてはどなたに話を聞いても、そん

な立派な石碑は要らないという声とか、それはなくてもいいんじゃないか、もうちょっと

何か、先ほど三輪委員が言われた案内板的なものであったほうがいいとかという意見もお

伺いしました。 

 極端なことを言うと、立派な御影石のものなんかは必要ない、３００万円かけてやる必

要はないという意見が多かったです。周年誌においても私が調べたところによると、質問

でもさせていただきましたが、他市町に配る分は、ある程度保存されて廃棄されるような

ものをつくるのはいかがなものかと思います。 

 否決するというと、ほかの部分も否決ということではなくて、町制記念事業の補正予算

一部が、動議にもありますように、凍結を含め再度もっと執行部と議会とで話をした上で、

やらないならやらない、ここだけはこれだけの規模でやったほうがいいというような話が

あっていいと思います。 

 このたびの補正で、町制３０周年記念事業、内容を提示されてからの期間が余りに短過

ぎます。なので、附帯決議案を提出させていただきたいと思っております。 

○委員長（服部芙二夫君） 次に、鎌田鷹介委員、趣旨説明を求めます。 

○委員（鎌田鷹介君） 賛成討論の中でも申しましたが、議案第３８号、補正予算の町制

記念事業費において、銘板に関しては全く必要ないと考えておりますが、記念誌に関しま

しては、予算面や購入者を確定してからの注文など柔軟に対応してもられるのであれば、

基本的には賛成する考えであります。 

 いずれにしてもよく精査する必要があるものと判断し、附帯決議の動議を提出いたしま

した。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） ほかに御質疑はございませんか。 

○副委員長（三輪一雅君） お二方にお聞きしたいと思います。 



 - 79 - 

 今回の質疑応答の中でも、お二方ともどちらかというとこの２つの案、特に銘板の関係

と、それから、記念誌の関係には否定的な御意見だというふうに思います。 

 今回、この附帯決議が凍結も含め再度協議した上で予算執行に当たることというふうに

あるわけなんですけれども、じゃ、この落としどころはどのように考えてみえるのか、お

聞きしたいというふうに思います。どういう状況であればこの予算を認めたいというふう

に考えられているのか、そのあたりをもう少し説明していただきたいというふうに思いま

す。 

○委員（伊藤厚紀君） 私は、銘板についてはこれから協議していく中で、三輪委員がお

っしゃられるような案内板的なものはあってしかるべきだと思っておりますのでそういっ

たもの、もしくはもうちょっと違う形で町民参加型のものを、話し合いの上でになります

が、そういったものができるのであれば、そういったものならいいのかなと思います。 

 周年記念誌においては、私は必要ないと思っております。ただ、話し合いの上でどうい

う話が出てくるかはわかりませんけれども、周年記念誌においては必要ないのかなと思っ

ております。ただ、値段の面で、そのぐらいだったらいいのかなというのはありますが、

基本的には周年記念誌は必要ないと思っております。 

○委員（鎌田鷹介君） 先ほども申したとおりなんですけれども、銘板に関しては、僕は

全く要らんと考えています。 

 あと、記念誌に関しましては、中には値段によっちゃ欲しいと言っておられる方もおり

ますので、購入者をあらかじめ確定してから注文したら全く無駄がなくなるので、それな

ら僕は賛成します。 

 以上です。 

○副委員長（三輪一雅君） 今、お二方の答弁をお聞きしたんですけど、鎌田委員が言わ

れる、銘板に関しては必要ないというふうにおっしゃられたんですが、今回の附帯決議案

というのは、基本的に予算は認めた上で廃止をするということはあり得ないので、そうで

あれば、３８号に対して賛成をするということは、私にはちょっと理解ができません。 

 それは伊藤厚紀委員にもそうですが、今の話で、銘板はちょっと違う形のものにすれば

いいということであれば、確かにそれは予算として認めることも１つの案として考えられ

ると思いますが、町誌に関しては必要ないというふうに考えてみえるようなことでしたの

で、そうであれば、どうして賛成をされるのかがよくわかりません。その辺に対して、答

弁をお聞きしたいと思います。 

 つけ加えるならば、やはり附帯決議をつけるということは、基本的に予算は認めるとい

うことですかね。一旦認めて、それでどのレベルまで落としどころを見つけるかという協

議をしようということを話しているのであって、中止をするということは基本的に考えて

はいけないと思います。そうならば、お二方の言っている今の発言は、全く今回の附帯決

議案の内容にはそぐわないというふうに私は思いますけど、いかがですか。 
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 答弁がないなら、ないでいいですよ。 

○委員（伊藤厚紀君） 銘板については、先ほど申し上げたとおりです。 

 記念誌につきましても、三輪委員おっしゃられるように、歴史というのは毎年毎年編さ

んしていって積み上げていくのが大事だと思いますが、もうちょっと記念誌についても話

し合いの場、協議の場が必要だと思っています。 

 予算をつけたら必ず執行するというようなことになりますか。 

          〔「当然」と呼ぶ者あり〕 

○委員（伊藤厚紀君） なる……。そこは話し合いでいくと私は思っております。 

○委員（鎌田鷹介君） 今おっしゃられたみたいに、一度凍結して協議をしたいというこ

とで出したものですけど、そう言われると返す言葉はありませんけれども。 

○委員長（服部芙二夫君） それでは、質疑もないようですので、質疑を終わりたいと思

いますが、御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認め、質疑を終わります。 

 次に、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第３８号に対して、お手元に配付の附帯決議に賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手多数です。よって、議案第３８号に、お手元に配付の附

帯決議を付することに決定されました。 

 町長、それに対して、特に発言があれば許可をしますけど。 

○町長（加藤 隆君） 先ほど来、委員会で、平成３０年度の一般会計補正予算の中で、

特に３０周年記念事業に関する予算の審議を本当に、午前中もそうでしたが、慎重審議を

していただきました。 

 私ども、今、反対討論の中で三輪委員から１つあったのは、当初予算から補正にかけて

のことに触れられました。それから、鎌田委員さんも、それから、午前中、伊藤議長から

もありましたけれども、当初予算から補正予算をいたすまでにもう少し時間と、そして、

皆さん方との、議会との意見交換といいますか、そういった形の中でもう少し時間をかけ

て皆さん方にきちっと御理解をいただいていくことが少し配慮が足らなかったのかなとい

うことを、今、皆さん方の、特に討論と附帯決議のことについての質疑の中でそれを感じ
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たところでございますが、いずれにしても、三輪委員さんの発言の中でも、一旦これを白

紙にしてというお言葉がございました。だから、全く全てが否定されるものではないなと

いう感じを私はいたしました。 

 もう一つは、附帯決議を提出された両委員さんと三輪委員さんとの違う点は、白紙に一

旦戻して白紙にして、そして、慎重にまた議論したらどうだというのは、私は三輪委員さ

んの御意向かなと、そんなふうに受けとめましたし、附帯決議をされたお二方の委員さん

の中には、これは凍結をということも含まれておりました。ですから、両委員さんもかな

りそのあたりには思いが深いものがあるなというふうに感じました。 

 ですから、凍結も含めて再協議ということ、三輪委員さんの一旦白紙にしてということ

は、そこからまた新たな議論をということにおいては、どこかに共通する道があるのでは

ないかなというふうに感じました。 

 しかし、いずれにしても、きょうは常任委員会での結論でございます。本会議の定例会

の最終日にこの附帯決議を伴って原案が御承認いただいた暁には、私どもとしては、定例

会中、あるいは特にきょうの総務建設常任委員会で皆さん方からいただいた御質疑、御意

見、そして、全員協議会のときでもございましたので、そういったことも含めて、本当に

よく議会の皆さん方と調整させていただく、意見交換させていただいて精査して、私は、

いわばめでたい事業になっていかなきゃおかしいなと思っております。 

 大きな１つの節目にこういったことをやっていこうとするわけですから、皆さん方に不

本意な思いがあったのでは本当に、この事業の趣旨から言っても、私もそこは本意ではご

ざいませんので、できる限り議会の皆さん方としっかりとそのあたりは議論させていただ

いて、三輪委員さんは落としどころとおっしゃられましたけど、まさに皆さん方との議論

の中できちっと道筋を見出して、結果、町民の皆さん方に御理解いただけるような方向で

進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございま

した。 

○委員長（服部芙二夫君） 次に、議案第４２号、木曽岬町工場立地法に基づく緑地面積

率等に係る準則を定める条例の制定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４２号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手全員です。よって、議案第４２号は原案のとおり可決す
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ることに決定しました。 

 次に、議案第４３号、木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除

に関する条例の制定についてを、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４３号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手全員です。よって、議案第４３号は原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

 次に、議案第４４号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計歳入歳出決算認定に

ついて（所管部分）に討論があります方、御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４４号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手全員です。よって、議案第４４号は原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

 次に、議案第４８号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計歳入歳出決

算認定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４８号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 
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○委員長（服部芙二夫君） 挙手全員です。よって、議案第４８号は原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

 次に、議案第４９号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算認定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第４９号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手全員です。よって、議案第４９号は原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

 次に、議案第５０号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論者がないので、討論者なしと認め、これにて討論を

終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第５０号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手全員です。よって、議案第５０号は原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

 次に、議案第５１号、平成２９年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計決算認定につい

て、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて

討論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第５１号に原案のとおり賛成の方は挙手を願います。 
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          〔賛成者挙手〕 

○委員長（服部芙二夫君） 挙手全員です。よって、議案第５１号は原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

 ここでお諮りします。 

 委員長報告書の作成及び本会議での当委員会での議論内容及び決定事項に係る委員会報

告をいたすことを、私、委員長に一任していただくことで、御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（服部芙二夫君） ありがとうございます。異議なしの声がございましたので、

私が委員会報告書作成並びに委員会報告をさせていただきます。 

 これで本委員会に付託されました８議案の審議は終わらせていただきます。 

 次に、その他の項に移ります。本委員会の所轄事項等で何かございましたら御発言くだ

さい。 

○副委員長（三輪一雅君） この間からお話ししていることで、庁舎と議会棟を一緒につ

なぐといった件ですけど、今、管理上で侵入禁止されたわけですけど、これを明らかに通

すように何らかの手だてをするべきだというふうに思います。ちょっと検討していただき

たい。 

 例えばざっと計算していったんですけど、庁舎内の職員さんの給料は大体５億円で、そ

こで１００人を２００時間で割って、１２カ月でまたそれを割ると大体１時間２，０００

円ですね。それを、僕、行って往復してきたんですよ。そうすると、大体往復３分かかる

んです、直接行くのとぐるぐるっと回るのとではね。そうすると、３分かかるということ

は１００円です。これが１日５往復して、それが２４０日間、毎日というふうになると、

大体年間１２万円の時間ロスがそこへ発生するわけですね。そうすると５年で６０万円、

５０万円のシャッターをつけても余裕でもとがとれる。 

 なので、シャッターをつけるかどうかわかりませんけれども、要はトイレのほうに入ら

ないようにするようなものを何かつくればいいわけでしょう。そういうような管理をしっ

かりしてもらうのやったら何か１つ僕はつくってもらってもいいと思うんですわ。それぐ

らいやって効率化を図ったほうがいいと思うんです。 

 こんな無駄なことをやるのはやっぱりおかしい。そもそもの計画はあそこを通ることに

なっていたんですから、なのにそれをわざわざ迂回するというのは、議員さんが言われる

ならというような話もあったけど、議員はそんなにしょっちゅう通らないのでいいんです

けど、職員さんのほうはしょっちゅう通るので、やっぱりそういうふうに行政効率してほ

しいなというふうに思います。 

 それから、防災訓練で、この間町長話を聞いたと思うんですけど、防災訓練をやってい

ただきました。いろんな種類をこのところやっていただいておって、やっぱり勘違いをさ

れておる方がみえて、うちの近くの方が、要は浅井工業に逃げられなくなったらしいねと
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いう話をされたんです。 

 それは、この間の夜間訓練では、うちの近くで言わせていただくと鍋田川の下流の水門

の上に逃げたんですね。ごめんなさい、排水機場へ逃げたと。そういうシステムだったの

で皆さんそこへ行くとなって、そうすると、今までは浅井工業だったよねという話になっ

ていて、じゃ、浅井工業さん、どうも使えんのやねって。だけど、この間、台風のときに、

うちのほうで元南部保育園に避難してくださいね、そういう話があったんだけれどもそこ

はごちゃごちゃしていて、要は、あれっ、じゃ、このときはどこに逃げたらいいんだみた

いな話になって、おばあさんだったんだけど、その方がすごいそれを気にされていた。も

う全部なしになったんですかみたいな話をされたので。 

 やっぱりこれはしっかりその辺がわかる冊子というかマニュアルみたいなものをつくっ

ていただいて、もう一回配布していただくかどうかわかりません、ただ、イエス、ノーで、

例えば津波のときはこことか、台風のときはこことか、こういうときはこうとか。それで

も、例えば南部保育園ですと水害の、水が入るとやっぱり高さが低いので不安という方も

みえて、でも、こういうときは自宅にいたほうがいいですよとか、その辺がわかるような、

明確にわかる何かを一度考えていただきたい。 

 それから、もう一つだけ、境港の水門の管理、この間一部の課長にいろいろお願いした

ところがあったんですけど、大潮の関係で水が入ってきて、かなり上まで水が遡上したと

いうことがありまして、この辺、もうどんどん議論はされているという話は聞いたんです

けど、しっかり場合によっては抗議も含めた対応をしていただきたい。 

 愛知県側が一応管理されているということでしたけれども、やっぱり住民の方、かなり

この間も不安視されていまして、これでもし風が吹いたりすると、やはり家のほうまで水

が来るということは十分考えられる、高潮になる可能性は十分ありましたので、しっかり

その辺の対応をしていただきたいということで、その辺の考え方をお聞きしたいというふ

うに思います。 

○町長（加藤 隆君） 三輪委員さんからそれぞれ３点ほど御意見をいただきました。 

 １つは、議会棟と役場庁舎側のほうとの連携通路が今利用できない状況になっておるの

で、これを開放すべきだという御意見でした。これも早速検討させていただきます。また、

多分いろんなそれに伴っての不都合が出てくるかと思いますけど、それも含めて検討させ

ていただいて、また対応させていただきます。 

 それから、避難施設の指定というか、表現というか、周知の問題ですね。これも先般、

ちょうど敬老会の日に三輪委員さん、私もちょうどおり合わせて話を聞きました。早速担

当課長のほうに申しましたけど、正直、いろいろ複雑な面があって、どういう形で、今ま

でもいろんな形で広報だとか冊子だとかでお知らせはしてきておるんですが、非常にわか

りづらいというのも事実だと思いますが、役所的にもちょっと難しい、どう皆さんにお知

らせを表現したらいいのかということもあって、そこらあたり、担当課長のほうにも指示
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しておりますので、担当課長のほうからと、それから、鍋田川の下水門の件については、

建設課長のほうから現時点での報告をさせていただきますので、お願いいたします。 

○危機管理課長（小島裕紹君） 避難所の関係ですけれども、最近多くの災害がある関係

で、非常に細分化されております。津波のときに逃げる避難所、長期間滞在する避難所、

いろいろあって、それぞれ使用用途が違うということもございまして、先ほど町長も申し

ましたように、皆さんにどうお伝えすれば伝わるのかというのは非常に苦慮しておるとこ

ろです。 

 三輪委員おっしゃっていただいた各書き物といいますか、パンフレットに関しましては、

今年度で南部地区の避難タワーが完成を迎えます。これが完成したときには全ての避難所

が一旦完成を迎えるということで、これを受けて、防災ハンドブック的なものの作成に取

りかかりたいなというふうに原課のほうでは考えております。それにはハザードマップを

含め、先ほど三輪委員おっしゃっていただいたように、どういうときにどこに逃げればい

いんだというような書きぶりも入れて、何とか皆さんにわかるように、それとあわせて訓

練をまたやっていきたいなと思っていますので、御協力をよろしくお願いします。 

○建設課長（浅野 覚君） 境港の件でございますが、あそこは御存じのとおり県境部分

にあるということで、今、愛知県と三重県と弥富市と木曽岬町とで、この４者でいわゆる

排水管理協議会というのを設けておりまして、管理運営に携わっております。 

 具体的には、あの部分につきましては弥富市側のほうで日ごろの管理をしてもらってい

まして、実際どの水位になったときには閉めるとかあけるとかそのあたりで、今、詳細を

含めて、確認も含めて、調整中でございます。 

 近々にこのあたりにつきましては、排水協議会の中できちっと決めてお示しできるよう

にと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○副委員長（三輪一雅君） 今の水門のことで、例えば管理がふぐあいで、どうも聞いて

いると、やっぱり水が増してくると、船のひもってそんなに長いわけじゃないので、結局

転覆につながったりするというのもちょっと聞くんですね。特にこの間台風のときもどう

も２そうぐらい転覆しているというので、台風だったら、明らかに台風だからしようがな

いと思ってもらえる部分もあるかもわからんけど、単純に水が入ってくる入ってこないと

いうようなレベルのときに、もしひっくり返るというようなことがあったときに、これは

補償問題とかになってこやへんのかなというのもあって、そこらってどういうふうになっ

ているのか、ちょっと聞きたいなと思いますけど。 

○建設課長（浅野 覚君） その辺につきましても、協議会なりできちっと決めた水位の

ところで管理するといったことをルールどおりやっていれば、問題ないっておかしいです

けれども、管理責任は問われないと思いますが、そのあたりを仮にルーズであったりとか、

誤ったことをしていたときは、とりあえずは管理責任は問われると思いますので、そこを

含めて議論かなと考えております。 
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○委員（加藤眞人君） 木曽川堤防外に船だまりがありますわね。大新田の外、あれの船

の管理とか、あれというのはどういう形で管理されておるんですかね。 

○建設課長（浅野 覚君） 具体的な管理につきましては、養鰻組合さんのほうにお願い

しています。 

○委員（加藤眞人君） 実際台風のとき、前回のときでも、あれ、どういう形で、どこか

へ持っていかれるとか何とかというのは。 

○建設課長（浅野 覚君） いわゆる河川区域に入っていますので、その部分を占用許可

を受けての使用にはなっておりますが、ただ、船の管理につきまして、基本的には個人の

お話ですので、そこについて、もちろん個人のほうで責任を持ってやっていただくという

ことは一理と思っております。 

 以上です。 

○委員長（服部芙二夫君） これにて本日の議事日程を全て終了しましたので、これをも

ちまして本日の総務建設常任委員会を閉会いたしたいと思います。 

 長時間にわたり御審議ありがとうございました。 

                            午後 ４時４４分閉会   

 


